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道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

一

は
じ
め
に

道
路
は

｢人
｣
と

｢物
｣
を
早
く
、
大
量
に
移
動
さ
せ

る
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
飛
躍
的
な
交
通
需
要
の
増
大

に
対
応
し
て
整
備
さ
れ
、
経
済
成
長
、
国
民
生
活
の
豊
か

さ
の
向
上
、
地
域
格
差
是
正
に
対
し
て
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
土
を
縦
貫
す
る
高
速
道
路
は
既

成
し
、
国
道
の
ほ
ぼ
一
〇
0
%
が
舗
装
さ
れ
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
一
時
的
改
良
と
い
う
意
味
に
お
い
て
一
定
の
量
的

ス
ト
ッ
ク
は
形
成
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
画
一
的
な
量
的
整
備
手

法
で
は
、
国
民
の
よ
り
高
度
な
機
能
に
対
す
る
要
請
や
社

会
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
現

に
、
都
市
部
に
お
け
る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
や
生
活
に
支

障
を
き
た
す
沿
道
環
境
、
過
去
最
悪
を
更
新
し
て
い
る
交

通
事
故
な
ど
様
々
な
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
原
因
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
行
政
は
完
成
し

た
道
路
を
有
効
に

｢
つ
か
う
｣
観
点
を
軽
視
し
て
き
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
違
法
路
上
駐
車
に
よ
る

交
通
渋
滞
や
、
放
置
自
転
車
等
に
よ
る
歩
行
者
空
間
の
狭

小
な
ど
、
道
路
が
本
来
持
っ
て
い
る
機
能
が
最
大
限
に
使

わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
主

に
渋
滞
解
消
な
ど
自
動
車
交
通
へ
の
対
応
に
重
点
を
置
い

て
き
た
こ
と
に
対
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
歩
行
者
や
自
転

車
な
ど
を
優
先
し
、
沿
道
と
一
体
と
な
っ
た
生
活
空
間
と

し
て
捉
え
た
道
路
の
整
備

･
利
用
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
道
路
行
政
を
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
。

ユ
ー
ザ
ー
が
道
路
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
時
代
と

と
も
に
多
様
化
･
高
度
化
し
て
き
て
い
る
。
既
存
道
路
の

様
々
な
問
題
を
解
決
し
、
高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
使
わ
れ
方
を
十
分
に
検
証
し
、
沿
道

関
係
者
や
公
安
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
団
体
や

機
関
と
の
連
絡
調
整
･
連
携
強
化
に
よ
る
協
働
が
不
可
欠

で
あ
る
。

二

今
後
の
道
路
行
政
の
方
向
と
社
会
実
験

今
後
の
道
路
行
政
は
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分

科
会
の
基
本
政
策
部
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

自
動
車
交
通
へ
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
道
路
ユ
J
ザ
ー

で
あ
る

｢人
｣
が
満
足
す
る
行
政
へ
転
換
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
｢道
路
が
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
は
何
か
｣
｢サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
な
に

が
実
現
さ
れ
る
の
か
｣
を
意
識
し
、
現
在
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
現
状
と
道
路
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を

　　セ行道



的
確
に
把
握
し
、
道
路
行
政
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
様
で
あ

り
、
ま
た
様
々
な
利
害
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
効
果
や
影

響
が
あ
る
の
か
を
事
前
に
十
分
な
予
測
を
す
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
。

社
会
実
験
は
、
こ
の
よ
う
な
道
路
行
政
を
転
換
す
る
新

し
い
施
策
の
導
入
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

可
能
な
の
か
、サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
何
が
実
現
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る
の
か
を
確
か
め
る
の
に
非
常

に
有
効
な
手
法
で
あ
る
。

新
し
い
施
策
の
本
格
的
な
実
施
に
先
立
ち
、
期
間
と
場

所
を
限
定
し
て
試
行
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
社
会
実

験
の
実
施
に
よ
り
、
施
策
の
内
容
が
道
路
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ

ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
か
、
投
資
に
対
す
る
成
果
を
最
大

限
引
き
出
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
等
を
確
認
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
分
な
成
果
の

上
が
ら
な
い
施
策
の
中
止
や
、
成
果
が
期
待
で
き
る
施
策

に
つ
い
て
は
そ
の
成
果
を
最
大
限
引
き
出
す
よ
う
検
討
す

る
こ
と
等
、
効
率
的
な
施
策
実
施
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
実
験
は
多
く
の
地
域
で
実
施
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
平
成
一
一
年
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
実
施
例
の
な
い
施
策
や
、
成
功
し
た
事
例
の

な
い
施
策
に
何
ら
か
の
工
夫
を
加
え
た
も
の
な
ど
特
に
先

進
的
な
施
策
の
公
募
を
行
い
、
大
学
教
授
や
N
P
O
代
表

等
か
ら
な
る

｢社
会
実
験
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
｣
の

推
薦
を
受
け
て
選
定
し
、
地
域
の
関
係
者
と
と
も
に
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
四
○
地
域
が
社
会
実
験
の
実

表 平成13年度までに実施した社会実験

実験分類
、

実験名 実施地域 年度
道路空間の使い方
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H
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H
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市
市
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市

江
村
井
井
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中
寺
福

県
県
県
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根
知
川
井

島
高
石
福験実

化

会
縦離

地
生
ル

街
再
ー

市
地
モ

心
街
ト

中
市

ッ

る
た
ジ

よ
･し
ン

に
用
ラ

｣
活
ト

り
を
た

験
く
ド
け

実
づ

一
向

フ
道

口
に

ル
る

ン
化

エ
げ
サ
性

ン
る

･
活

ポ
つ
町
の

地
く
の
地

業
で
芸
街

商
全
問
市

江
安
谷
心

松
｢
九
中

物流･駐車対策
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郎

H
H
H

市
区
宮
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滯擶
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京
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東
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東礬衛藤

ト
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実
路

メ
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ジ
社
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ネ
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捌

蔚鞆靖
離繊鱗

ン
る
め

ア
す
た

策
援
の

対
支
出

流
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創

拗繊翻

端
護
行

堰介
跿

谷
社
転

渋
福
目

自転車利用の促進

膨膨曲瑯

市
市
市
区
区

津
良
松
橋
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新
奈
高
板
豊

線
踝
煤
聯
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新
奈
香
東

鰊
鰊

硫

阯

檄

永

擬
験

耗

街
実

る

市
会

走

心
社

が

中
｣

車

と
良

転

ム
奈

目

テ
市
松
働

ス
都
高
協

シ
光
コ
民

ル
観
エ
官

ク

い
る
ま

イ
し
ま
し

サ
さ
始
と

夕
や
ら

･

ン
に
か
し

し
境
車
ば

勤
環
転
た

通
｢

目
い

観光地の交通円滑化･情報提供

R
Uょ

員
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蜷
聡

H
H
H
H

市

域

倉
市
村
地

鎌
館
川
鳥

県
函
白
飛

川
道
県
県

奈
海
阜
良

神
北
岐
奈ン

験

ョ

実
験
シ

訛辯
円
…
ン
ピ

通
メ
ナ

交
ジ
車

験
る
ネ
転

葉
よ
マ
目

合
に
通

･

総
進
交
者

化
促
の
行

滑
用
郷
歩

円
利
月
る

通
ス
白
け

交
バ

･
お

城
光
産
に

地
観
遺
地

倉
票
界
光

鎌
循
世
観

市街地の交通円滑化･情報提供

加
職瑯柿鰤

府
県
市

燬…鱈板
%ネ

醸

ァ

糊
÷
実
獅

的
社
鰯

帆
布地

広
拷
鰺

用
ン
企

縦
“
烙

補
朴
虻

醐
橡
酢

鰓靭"

施
圏
ジ

鞠鰤
本

前
本

ッ

駅
熊
パ

バス利用の促進

血
賜鵬

纏
市
獅

舶鵬贓

都
県
島

京
島
児

東
広
鹿為鍼

州
業

粃
夕~想･

…縛耗隊

路
ル
巡

ス

マ
内

バ

、市

の
化
る

へ
滑
え

地
円
支

宅
通
が

住
交
)

存
る
員

既
よ
会

と
に
車

化
攪
乗

滑
連
ス

円
の
バ

の
車
(

通
転

一

交
目
タ

辺
と

一

周
ス
ポ

駅
バ
サ

自動車の共同利用

12
旦
凪
腿

H
H
H

捕
宵

市
親
澗

田
海
藤

豊
県
県

県
川
川

知
奈
奈

愛
神
神

鰊
験鞠鬘労

糠
競
"硼

胱
一期

円
パ
の

獺
は旅

聯鸚醐

豊
海
湘

交通安全対策
市民参加型交通安全対策の実現に向けた社会実験 千葉県鎌ヶ谷市 H 13

道路管理の協働
地域協力による市街地の冬期道路環境改善の社会実験 北海道小棚市 H 13

施
地
域
と
し
て
選
定
さ
れ
、
各
地
域
で
新
し
い
施
策
の
導

入
に
向
け
て
の
実
験
が
実
施
な
さ
れ
て
い
る
。
本
特
集
で

は
、
平
成
一
三
年
度
に
実
施
さ
れ
た
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
、



東
京
都
練
馬
区
、
石
川
県
寺
井
町
、
岐
阜
県
白
川
村
、
福

井
県
福
井
市
に
つ
い
て
の
実
験
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
今
後
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
に
お

い
て
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
あ
る

(表
)。

三

社
一会
実
験
実
施
の
ポ
イ
ン
ト

社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
や
住
民
等
が

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
し
、
お
互
い
の
情
報

を
共
有
し
た
上
で
、
実
験
参
加
者
の

｢公
｣
の
意
識
に
よ

る
参
画
と
責
任
の
共
有
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。実

験
の
準
備
の
段
階
に
お
い
て
、
施
策
に
関
係
す
る
道

路
利
用
者
や
沿
道
住
民
が
地
域
の
問
題
･
課
題
の
把
握
や

解
決
策
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
な
ど
に
主
体
的
に
取

り
組
み
、
行
政
が
こ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
実
験
の
成
功
に
結
び
つ

く
と
と
も
に
、
施
策
の
本
格
実
施
に
お
い
て
も
円
滑
な
事

業
実
施
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

例
え
ば
平
成

=
年
度
に
実
施
し
た
島
根
県
松
江
商
業

地
ボ
ン
エ
ル
フ
実
験
で
は
、
住
民
や
沿
道
商
店
主
と
行
政

が
様
々
な
情
報
を
共
有
し
、
沿
道
住
民
等
が
主
体
的
に
実

験
計
画
の
策
定
や
実
験
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
行
政

と
沿
道
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
初
道
路
整
備
に
否
定
的
だ
っ

た
沿
道
商
店
主
と
の
合
意
形
成
も
図
ら
れ
、
実
験
後
の
一

年
半
に
及
ぶ
長
期
の
事
業
が
公
式
な
苦
情
等
も
な
く
平
成

一
四
年
三
月
に
完
了
し
て
い
る

(写
百
等

こ
の
よ
う
に
実
験
前
の
関
係
者
と
の
調
整
は
、
実
験
の

実
施
や
施
策
の
本
格
実
施
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
道
路
局
で
実
施
す
る
社
会
実
験
の
選
定
に

お
い
て
も
、
施
策
の
新
規
性
と
共
に
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
)。 写真 松江市 市道殿町中央線

(通称 :カラコロ通り)

四

お
わ
り
に

現
在
道
路
を
取
り
巻
く
諸
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
こ
れ
に
伴
う
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
大
き
く

変
化
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
地
域

の
活
力
低
下
に
対
し
、
既
成
市
街
地
の
再
構
築
に
よ
る
都

市
の
再
生
や
、
居
住

･
生
活
環
境
の
改
善
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
な
か
で
今
後
の
道
路
行
政
は
、
既
存
道
路
ス

ト
ッ
ク
の
利
用
可
能
性
を
改
め
て
十
分
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

道
路
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か
く
把
握
し
、
道

路
に
高
度
な
機
能
を
持
た
せ
る
施
策
の
展
開
を
可
能
に
す

る
社
会
実
験
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
道
路
局
に
お
い
て

も
、
道
の
相
談
室
や
管
轄
の
地
方
整
備
局
に
お
け
る
窓
口

機
能
を
強
化
し
、
自
治
体
や
N
P
O
等
の
方
々
と
共
に
取

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
実
験
の
結
果
や
実
験
後
の
各
地
域

で
の
取
組
み
な
ど
社
会
実
験
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(け
ロ
マ
ミ
鶏
名
"

己
二
･

増
･き
＼
5
温
＼
余
日
8
5
＼
)
に
て
公
開
し
て
い
る
。
こ
の

ペ
ー
ジ
に
は
交
通
問
題
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
市
町
村
や
N
P
O
等
の
方
々
と
の
情
報
交

換
を
行
う
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
設
置
し
て
お
り
、
積
極
的

な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

1蒲垳〒セ 2002.7 5
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榊
圏
炉
攣
威
嗣豊
年
鷹
糧
衾
棄
験
結
果
顱
り
ま
と
め
劉棡
鬮榊剛
醐鬮
臟
剛
圓

鬮
圓
繃鬮
醐圓醐厚

市
民
参
加
型
蘂
週
嚢
傘
対
策
⑭

稟
蠣
に
向
け
た
構
会
稟
轢

鎌
ヶ
谷
市
土
木
部
管
理
課

一

は
じ
め
に

鎌
ヶ
谷
市
は
、
東
京
都
心
か
ら
二
五
踊
圏
の
千
葉
県
北

西
部
に
位
置
し
、
地
理
的
条
件
か
ら
都
心
へ
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
鉄
道
駅
を
中
心
に
宅
地
化
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
急
激
な
都
市
化
に
伴
う
無
秩
序
な
開
発
等
に
よ
る

ス
プ
ロ
ー
ル
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
の
道
路
網
に
着
目
す
る
と
、
国

道
四
六
四
号
や
餌
船
橋
我
孫
子
線
な
ど
国
県
道
が
市
内
の

縦
横
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
道
路
整
備
が
遅
れ
て

い
る
た
め
に
、
市
内
の
道
路
は

｢道
路
幅
員
の
狭
小

(歩

道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
)｣
や

｢行
き
止
ま
り
｣
と
な

っ
て
い
る
箇
所
が
多
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
本
市
に
お

け
る
交
通
事
故
の
特
性
と
し
て
は
、
全
国
に
比
べ
死
亡
事

故
に
至
る
よ
う
な
重
大
事
故
は
少
な
い
も
の
の
、
細
街
路

が
多
い
こ
と
か
ら
市
内
の
至
る
と
こ
ろ
で

｢出
会
い
頭
事

故
｣
な
ど
軽
度
な
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
交
通
事
故
の

発
生
件
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

二

交
通
安
全
対
策
に
伴
う
現
状

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
地

元
か
ら
の
要
望
箇
所
を
中
心
に
対
策
を
講
じ
て
き
た
が
、

近
年
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か

で
、
本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
か
ら

｢交
通
安
全
対
策
は

事
業
効
果
の
高
い
箇
所
か
ら
優
先
し
て
整
備
す
べ
き
で

は
｣
、
｢対
策
後
の
効
果
測
定
を
す
べ
き
で
は
｣
と
の
声
が

高
ま

っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
行
政
の
情
報
公
開
が
拡
大
し
て
い
る
な
か
で
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
も

｢情
報
公
開
｣
や

｢市
民
と

協
働
で
行
う
取
組
み
｣
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応

方
法
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

三

新
た
な
交
通
安
全
対
策
の
検
討
(図
1
i
6
)

鎌
ヶ
谷
市
で
は
上
述
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す
べ
く
、

平
成
一
一
年
度
よ
り
、
働
国
際
交
通
安
全
学
会
と
新
た
な

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
｢客
観
的
な
交
通
安
全
対
策
の

構
築
｣
及
び

｢市
民
参
加
型
交
通
安
全
対
策
｣
の
確
立
を

目
指
し
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
｢客
観
的
な
交
通
安
全
対
策
｣
と
し
て
、

交
通
事
故
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
か
ら
デ
ー
タ
分
析
、
事

故
対
策
の
提
案
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
G
I
S
を
活

用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
い
つ
で
も

･
ど
こ
で
も
閲

覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム

(交
通
安
全
対
策
シ
ス
テ
ム
)
を
完

成
さ
せ
た
。

そ
こ
で
、
当
該
社
会
実
験
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導



　　
　
　
　
　
　

　

　
　　
　

報
公
開
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
参
加
型
交
通
安
全
対
策
の

可
能
性
を
以
下
に
よ
り
検
証
し
た
。

　　 　　　　　　　　　　　　　　q….歩行き e死亡予按
　　 　　　 　　　　　
　　　　　　 　　　　

事故が多く発生している地点の事故形態

字
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故
件
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事故多発地点の抽出

　
　図
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ん
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交
通
安
全
対
策
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
、
市
内
の
ど

2

こ
が
危
険
な
の
か
道
路
危
険
箇
所
を
明
確
に
す
る
必
要
が

し
た
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
｢
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
｣
、

図

あ
る
が
、
道
路
危
険
箇
所
と
は
、
単
に
交
通
事
故
が
発
生

す
な
わ
ち
、
｢
一
の
重
大
事
故
に
対
し
、
二
九
の
軽
微
な



ー
を
掲
示
し
て
情
報
公
開
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
情
報
を
市
民
が
得
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
は
具
体
的
に
道
路
危
険
箇
所
を
認
識
で
き
、
ひ
い
て

は
市
民
一
人
一
人
が
道
路
危
険
箇
所
を
通
行
す
る
際
に
注

意
を
喚
起
す
る
な
ど
、
市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

変
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
近
年
、
老
人
や
子
供
の
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
内
小
中
高
校
や
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

こ
の
道
路
危
険
箇
所
に
関
す
る
情
報

(ポ
ス
タ
ー
)
を
配

布
し
、
交
通
安
全
の
啓
蒙
活
動
に
活
用
し
た
。

3

対
策
箇
所
に
関
す
る
市
民
か
ら
の
意
見
収
集
及
び
対

策
内
容
の
決
定

当
該
社
会
実
験
で
は
、
道
路
危
険
箇
所
に
対
す
る
交
通

安
全
対
策
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
日
常
道
路
を
利
用
さ

れ
て
い
る
市
民
の
方
々
の
意
見
を
伺
い
、
｢何
が
問
題
な

鬮
透…。…こ

-盪"き
U“鷲撚綴ぬ藍

鹸
豊
群癰薹

*て

鰄多"鰍

森濃Q
U図

事
故
、
そ
し
て
三
〇
〇
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
｣
に
も
着

目
し
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
従
来
の
交
通
安
全
対
策
で
は
活

用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
交
通
事
故
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、

日
常
道
路
を
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
々
に
対
し
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
)
や
市
内
公
共
施

設
に
配
置
し
た
ペ
ー
パ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
道
路
上

で
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
体
験

(ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
)
を
収
集

し
た
。

そ
の
結
果
、
収
集
期
間
は
一
カ
月
半
と
い
う
短
期
間
で

あ
っ
た
も
の
の
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
四
五
件
、
ペ
ー
パ

ー
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
六
〇
〇
件
の
計
六
四
五
件
の
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
体
験
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
分
析

　
　図

す
る
と
交
通
事
故
デ
ー
タ
の
み
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い

潜
在
的
な
危
険
箇
所
を
補
完
し
、
こ
れ
ら
を
併
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
市
内
の
道
路
危
険
箇
所
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

2

交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
情
報
公
開

(図
9
~
=
)

行
政
で
は
、
こ
れ
ま
で
交
通
安
全
に
関
す
る
啓
蒙
活
動

と
し
て
、
市
民
に
対
し
て

｢交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
｣
等
抽
象
的
な
表
現
で
行
っ
て
き
た
が
、
市
民
は
、

市
内
の
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

る
の
か
、
経
験
上
で
し
か
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。そ

こ
で
、
今
回
、
前
項
で
把
握
し
た
道
路
危
険
箇
所

『
交
通
事
故
多
発
箇
所
｣
及
び

｢ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
多

発
箇
所
｣
)
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

(イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
)
や
市
内
公
共
施
設
に
ポ
ス
タ

朧
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の
か
｣、
｢問
題
点
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
｣
等
の
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
行
政
と
市

民
が
協
働
で
交
通
安
全
対
策
を
検
討
す
る
と
い
う
取
組
み

を
以
下
の
と
お
り
行
っ
た
。

の
交
通
安
全
対
策
箇
所
の
抽
出

(図
腰
)

交
通
安
全
対
策
箇
所
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

(道
路

管
理
者
)
と
の
協
議
に
要
す
る
時
間
や
予
算
上
の
関
係
か

ら
、
｢交
通
事
故
多
発
箇
所
｣
及
び

｢
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
多

発
箇
所
｣
の
上
位
箇
所
の
う
ち
、
市
道
上
の
も
の
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
選
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
当
該
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
社
会
実
験
と

い
う
性
格
上
、
短
期
間
で
か
つ
事
業
効
果
が
期
待
で
き
る

｢交
通
安
全
施
設
｣
の
整
備
を
主
体
と
し
、
用
地
買
収
な

ど
を
伴
う
大
規
模
改
良
は
時
間
か
つ
多
額
の
事
業
費
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
行
わ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
、

は稲荷西交差点に続いてヒヤリ体験が
れている交差点である

交通安全対策箇所の選定根拠

-

'

-

　
　り

｣図

中
.
長
期
整
備
計
画
に
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。

②
対
策
案
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
意
見
収
集
及
び
検
討

会
の
実
施

(図
旧
~
お
、
写
真
1
)

交
通
安
全
対
策
を
行
う
>?
え
で
の
新
た
な
取
組
み
と
し

て
、
ま
ず
、
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
原
因
は
何
な
の

か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
交
通
事
故
デ
ー
タ
や
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
情
報
を
も
と
に
分
析
を
行
っ
た
。

次
に
、
現
地
に
て
交
通
量
調
査
や
、
交
通
流
動
形
態
の

ビ
デ
オ
撮
影
を
行
い
、
現
況
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
の
結
果

を
も
と
に
、
行
政
が
最
適
と
思
わ
れ
る
交
通
安
全
施
設
の

配
置
計
画
を
策
定
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
交
通
事
故
デ
ー
タ
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
藍目

報
に
基
づ
く
事
故
原
因
の
把
握
か
ら
交
通
安
全
施
設
の
配

置
計
画
に
至
る
、
す
べ
て
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
情
報
公
開
し
、
交
通
安
全
対
策
の
内
容
等
の
可
否
に
つ

い
て
、
広
く
市
民
の
方
々
か
ら
意
見
を
収
集
し
、
対
策
内

容
を
決
め
る
う
え
で
の
貴
重
な
意
見
と
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民

(地
元
自
治
会
･
小
中
学
校
･
老
人

ク
ラ
ブ
)
や
、
対
策
箇
所
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
意
見
を
寄
せ

ら
れ
た
人
を
対
象
に
、
対
策
検
討
会
を
実
施
し
、
前
段
で

現
状
(事
故
デ
ー
タ
･
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
意
見
･
ビ
デ
オ
等
)

か
ら
み
た
問
題
点
や
、
そ
れ
に
対
す
る
改
善
策
等
対
策
内

容
を
検
討
す
る
に
必
要
な
情
報
を
出
席
者
に
提
供
し
な
が

ら
説
明
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
行
政
と
出
席
者
の
認
識

(情
報
)
が
合
致

し
た
た
め
、
出
席
者
か
ら
は
活
発
な
意
見
や
質
問
が
多
く

あ
っ
た
も
の
の
、前
段
で
の
説
明
に
即
し
た
も
の
が
多
く
、

画
期
的
な
会
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
、会
議
の
最
後
に
は
、

出
席
者
全
員
か
ら
対
策
案
に
関
す
る
賛
同
の
意
が
表
明
さ

れ
た
。4

I

　一
図

/“

/

＼＼

図13

荷西交差点におけるヒヤリ体験状況(ヒヤリデータより)
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交通安全対策(漿)の公表
　　　　　　　 　　　

図15



③
対
策
内
容
の
決
定

(写
真
2
)

交
通
安
全
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
方
々

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
対
策
検
討
会
で
の
意
見
交
換
な

ど
の
結
果
を
も
と
に
、
学
識
経
験
者
や
行
政
で
検
討
し
た

が
、
あ
ら
か
じ
め
対
策
内
容
を
検
討
す
る
に
必
要
な
情
報

を
情
報
公
開
し
て
い
た
た
め
、
特
に
行
政
側
で
提
示
し
た

対
策
案
に
対
し
て
極
端
に
偏
る
意
見
も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
対
策
内
容
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

4

対
策
に
伴
う
事
後
評
価
の
検
証

(図
旧
)

こ
れ
ま
で
の
交
通
安
全
対
策
に
お
い
て
は
、
対
策
後
の

事
後
評
価
を
検
証
す
る
場
合
、
日
常
道
路
を
し
て
い
る
市

民
の
意
見
を
伺
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
対
策
後
の
事
後
評
価
と
し
て
、

市
民
の
方
々
に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
事
業
効
果
の
程
度
を

把
握
し
、
今
後
、
改
め
て
対
策
の
必
要
性
が
あ
る
の
か
検

証
を
行
っ
た
。

な
お
、
意
見
の
収
集
方
法
と
し
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
市
内
公
共
施
設
に
配
置
し
た
ペ
ー
パ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
で
行
っ
た
ほ
か
、
前
項
の
対
策
検
討
会
の
対
象
者
か
ら

も
意
見
を
収
集
し
た
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
対
策
内
容
に

関
す
る
賛
同
の
意
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

5

市
民
参
加
型
交
通
安
全
対
策
へ
の
評
価

(図
旧
)

今
回
、
国
土
交
通
省
所
管
社
会
実
験
と
し
て
、
市
民
と

行
政
が
協
働
で
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
交
通
安
全
対
策

を
検
討
す
る
と
い
う
新
た
な
取
組
み
を
行
っ
た
が
、
こ
の

こ
と
は
市
民
に
と
っ
て
有
意
義

(必
要
)
で
あ
る
か
評
価

を
得
る
べ
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約
九

交通安全対策に伴う事後評価アンケート結果

アンケ--ト数
詳 細 の 分 籟

るす甑群 あ･決あま 縢翳 芻稲淌西交差点 61 33 旧 ･0｢ ĝ
中新山交塞点 69 2 8 22 2“ ?‐

『市民参加型交通安全対策への取組み』に関するアンケート結果

アンケート数
評 価 の 分 類

辞儀する

幸瀰
あ

74 範ノミ ･4･
.･･.･･.･･.･･.･･.･･･

'‐‘‐･･,･･･‘'‐‐'‐‐･･･
◇
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図16

割
以
上
の
方
か
ら

｢評
価
す
る
｣
旨
の
回
答
を
い
た
だ
い

た
。ま

た
、
さ
ら
に
、
｢今
後
も
住
民
の
意
見
を
十
分
考
慮

し
た
対
策
を
お
願
い
し
た
い
｣
、
｢他
の
危
険
箇
所
も
調

査

,
対
策
を
し
て
ほ
し
い
｣、
｢市
民
参
加
型
交
通
安
全
対

策
は
大
変
だ
が
大
事
と
思
う
｣
な
ど
、
今
後
も
、
市
民
と

行
政
が
協
働
で
行
う
交
通
安
全
対
策
を
熱
望
し
て
い
る
こ

と
が
把
握
で
き
た
。

五

最
後
に

今
回
、市
民
と
行
政
が
協
働
で
行
っ
た
取
組
み
に
よ
り
、

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
交
通
安
全
対
策
や
、
市
民
と
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
改
革
が
で
き
、
市
民
参
加
型
交
通
安
全
対
策
を
可
能

と
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
開
発
し
た
｢交
通
安
全
対
策
シ
ス
テ
ム
｣

の
導
入
に
よ
り
、
｢道
路
危
険
箇
所
｣
や

｢事
故
原
因
の

究
明
｣
、
問
題
点
に
即
し
た
適
切
な
交
通
安
全
対
策
を
円

滑
に
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
当
該
シ
ス
テ
ム
は

交
通
安
全
対
策
を
検
討
す
る
上
で
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な

っ
た
。

そ
こ
で
本
市
で
は
、
今
後
、
市
民
参
加
型
交
通
安
全
対

策
の
本
格
導
入
を
目
指
し
、
更
な
る
研
究
と
し
て
、
生
活

道
路
へ
の
通
過
交
通
の
流
入
抑
制
策
な
ど
、
地
区

(コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
)
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
市

民
と
協
働
で
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

･画面左からの丸山方面からの車両との出台頭事故
を防止するため滑り止めを設置

“稲荷前交差点方面からの左折車両と直進車両を
分離するため、ポストコーンによる導入路の確保



鷺
上
槽
剛
き
●
囃
外
鬘
轢
稟
臟

東
京
都
練
馬
区
土
木
部
建
設
課

は
じ
め
に

練
馬
区
は
、
面
積
四
人

･
一
六
船
人
口
約
六
七
万
人

東
京
の
北
西
部
に
位
置
し
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
住
宅

を
主
体
に
発
展
し
た
街
で
あ
る
。

区
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
手
段
と
し
て
の
自
転

車
を
、
主
要
な
都
市
交
通
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
平

成
元
年
に
は
、
駅
と
自
宅
を
結
ぶ
足
と
し
て

｢レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
｣
を
導
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
走
行
空

間
の
環
境
改
善
な
ど
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
自
動
車
駐
車
施
設
の
不
足
に
よ
る
路
上
駐
車
の

蔓
延
は
、
交
通
渋
滞
、
都
市
機
能
の
低
下
、
交
通
事
故
発

生
な
ど
の
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
六
年
度
に
駐
車

施
設
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
平
成
一
四
年
石
神
井
公

園
駅
北
口
に
、
二
七
〇
台
の
公
共
駐
車
場
の
整
備
等
を
お

こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
荷
捌
駐
車
施
設
の
整
備
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
の
推
進
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

石
神
井
公
園
駅
に
は
、
一
日
約
七
万
人
が
乗
降
し
、
特

に
駅
南
口
で
は
、
狭
縊
な
道
路
幅
員
に
バ
ス
や
自
転
車
な

ど
が
混
在
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
交
通
渋
滞
や
交
通
安

全
の
面
か
ら
も
問
題
が
多
い

(写
真
1
･
2
)。

平
成
三
一年
度
ま
で
に
周
辺
地
区
に
お
い
て
、
路
上
駐

車
実
態
調
査
、
商
店
街
搬
入
出
調
査
、
商
店
街
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
実
施
し
、
対
象
地
区
に
お
け
る
交
通
実
態
把

握
を
行
っ
た
結
果
、
以
下
の
状
況
が
把
握
で
き
た
。

･
対
象
地
区
内
の
路
上
駐
車
の
う
ち
、
物
流
車
の
占
め

る
割
合
が
約
五
0
%
に
も
達
し
、
搬
入
の
た
め
の
車

両
の
ほ
と
ん
ど
が
九
時
か
ら
三

時
の
時
間
帯
に
集

中
し
て
い
る
。

･
駅
ま
で
の
交
通
手
段
の
分
析
で
は
、
バ
ス
が
約
五
~

一
0
%
、自
転
車
利
用
が
約
四
0
%
と
な
っ
て
い
る
。

(バス交互時は歩行
っ

道行セ 2002.7

　　

　　
々
者
で

写真 2



こ
の
よ
う
な
中
、
荷
捌
き
の
た
め
の
路
外
ス
ペ
ー
ス
の

厘
可
能
個
所
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
ス
ペ
ー
ス

　　
　

　

　
　
　
　
　

　
　　
　

設
置
可
能
個
所
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
ス
ペ
ー
ス

の
有
効
利
用
が
環
境
改
善
へ
の
一
つ
の
対
策
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
自
転
車
走
行
空
間
等

の
道
路
機
能
の
再
構
築
と
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
の
方
策
と
し
て
、
荷
捌
き
車
両
の
路
外
駐
車
場
へ
の
転

換
を
核
に
、
自
転
車
走
行
空
間
の
創
出
･
利
用
環
境
の
向

上
な
ど
を
実
験
と
し
て
試
行
し
、
そ
の
実
現
可
能
性
や
課

題
、
効
果
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
社
会
実
験

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た

(写
真
3
･
4
、
図
1
)。写真 3 放置自転車の状況 ち

　
　
　

へ

の
-

な
車
宛(駅付近パークロード)

　
　
　

　
　
　

一
駅
ス

一
口

6

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

駅~公園駅入口交差点

二

実
験
の
概
要

印

実
験
期
間

第
一
ス
テ
ッ
プ

平
成
一
四
年
一
月
二
一
日

(月
)
か

ら
平
成
一
四
年
三
月
二
〇
日

(水
)

ま
で

第
二
ス
テ
ッ
プ

平
成
一
四
年
二
月
一
八
日

(月
)
か

写真5 P LS設置状況

ら
平
成

一
四
年
三
月
二
〇
日

(水
)

節

ま
で

7

め

P
L
S

(ポ
ケ
ッ
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
)
の

200

設
置
に
よ
る
荷
捌
き
車
両
の
路
外
転
換

(写
真
5
~

セ

7
)

行道

･
地
区
内
に
六
箇
所
の
P
L

(ポ
ケ
ッ
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン

グ
)
を
配
置
し
、
そ
の
中
に
三
基
の
P
L
S
を
導
入

し
、
荷
捌
き
車
両
を
路
外
へ
転
換
し
た
。

･
P
L
S
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
荷
捌
き
車
両
受
け
皿

機
能
を
背
景
と
し
、
P
R
や
取
締
り
に
よ
り
路
上
駐

車
を
減
少
さ
せ
、自
転
車
走
行
空
間
を
創
出
を
図
っ
た
。

概

ん

概

　
　

　

　

　　

　

写真 4 路上駐車の状況
(荷捌き車両)



③

横
断
幕
、
看
板
、
路
面
シ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
歩
行

　　
　

　

　

者
.
自
転
車
の
安
全
空
間
へ
の
誘
導

(写
真
8
~
n
)

し
君

一同一ヒ

･
目
車

間

--
、

8
5
1

!

製

当
該
地
区
内
の
要
所
に
横
断
幕
、
看
板
、
路
面
シ
1

鰤
緘

ル
を
設
置
し
、
自
転
車
を
道
路
端
の
安
全
空
間
へ
誘

導
し
た
。

｢
l
l
r･ll
l
--.

こ
れ
を
通
し
て
歩
行
者
･
自
転
車
の
交
通
を
整
流
化

し
、
従
来
の
無
秩
序
な
通
行
を
改
善
す
る
と
と
も
に

通
行
の
安
全
性
、
快
適
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

(両面同デザイン) (取付用ローブ付き、風対策スリット入り)

駐輪場案内看板用

　

　　　
　
　
　

　
　

　

な
さ
轆
嚢

:

‐

　

　

　
　

　　
　

　

　

　

“ 道イテセ 2002.7



例　

　

中
佐

“

濁

頚
旗

＼ぬ

　
1
佑

頭
旗

㈱
通
行
障
害
物
の
排
除
に
よ
る
歩
行
者
･
自
転
車
空
間

の
確
保

･
放
置
自
転
車
、
不
法
道
路
占
用
物
の
撤
去
に
よ
り
道

路
の
有
効
利
用
空
間
を
拡
大
し
、
歩
行
者

･
自
転
車

の
通
行
の
安
全
性
、
快
適
性
を
改
善
を
図
っ
た
。

回

自
転
車
の
他
ル
ー
ト
へ
の
誘
導

(写
真
肥
･
燈
)

･
交
通
量
的
に
飽
和
状
態
に
あ
る
交
通
分
散
を
図
る
た

め
、
看
板
を
用
い
て
通
勤

･
通
学
の
自
転
車
を
公
共

駐
輪
場
へ
直
結
す
る
、
他
ル
ー
ト
へ
誘
導
し
た
。

･
従
来
ル
ー
ト

(パ
ー
ク
ロ
ー
ド
)
の
交
通
量
を
減
少

さ
せ
、
交
通
の
量
的
緩
和
を
図
る
こ
と
を
通
し
て
、

買
い
物
客
な
ど
の
自
転
車
空
間
の
創
出
を
図
っ
た
。

写真12 ルート誘導案内設置例

-路面シーグレI

◎
実
験
の
推
進
体
制

日
本
大
学
の
高
田
邦
道
教
授
を
座
長
に
、
国
土
交
通

省
、
警
視
庁
及
び
地
元

(商
店
会
、
町
会
、
N
P
O
組
織
)

住
民
、
各
業
界
団
体
に
よ
り
協
議
会
を
設
立
し
、
実
験
の

内
容
、
運
営
、
検
証
な
ど
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
実
験
の

　　

効
果
と
P
R
を
高
め
る
た
め
次
の
こ
と
を
行
っ
た
。

Z

☆
す
い
す
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
一
四
年
三
月
七
日

(木
)
午
前
八
時
か
ら
午
前

の

九
時
三
〇
分
ま
で

セ一丁

･
駐
輪
場
へ
の
案
内

･
誘
導
、
安
全
通
行
監
視
な
ど

避

の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

･
商
店
街
放
送
に
よ
る
呼
び
か
け

･
参
加
者
約
三
〇
名

(協
議
会
委
員
、
石
神
井
警
察

署
、
商
店
会
、
区
職
員
)

☆
看
板
等
の
道
路
不
法
使
用
の
取
締
り

平
成
一
四
年
三
月
七
日

(木
)
午
前
九
時
三
〇
分
か

ら
午
前
三

時
三
〇
分
ま
で

･
不
法
看
板
撤
去
、
商
店
な
ど
に
よ
る
路
上
へ
の
商

品
な
ど
張
出
し
の
取
締
り

･
商
店
街
放
送
に
よ
る
呼
び
か
け

☆
実
験
見
学
会

平
成
一
四
年
三
月
七
日

(木
)
午
後
二
時
か
ら
午
後

三
時
三
〇
分
ま
で

･
一
般
参
加
者
及
び
利
用
者
等
へ
の
案
内
P
R

･
参
加
者
数
延
べ
二
五
名

☆
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
ト
ラ
イ
ア
ル
2
0
0
2

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
(写
真
盟
)

平
成
一
四
年
三
月
七
日

(木
)
午
後
七
時
か
ら
午
後

九
時
ま
で

･
基
調
講
演
｢こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
と
社
会
実
験
｣

講
師
二
局
田
邦
道
日
本
大
学
教
授



パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

(写
真
態

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

…高
田
邦
道
日
本
大
学
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト

…

杉
浦
邦
彦

(石
神
井
公
園
商
店
街
振
興
組
会
理

事
長
)

写真14 シンポジウム

鈴
木
靖
之
(佐
川
急
便
㈱
練
馬
店
営
業
部
主
任
)

加
藤

優

(㈱
エ
ヌ
ピ
ー
シ
ス
テ
ム
東
京
堂
代

表
取
締
役
社
長
)

菅

利
夫

(東
京
国
道
工
事
事
務
所
副
所
長
)

栗
林
建
園

(前
練
馬
区
土
木
部
長
)

15 パネルディスカッ
ション頭

三

結
果

=

自
転
車
走
行
空
間
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
1

(自
転
車
走
行
位
置
と
割
合
)

自
転
車
走
行
空
間
創
出
実
験
の
事
前
事
中
の
自
転
車
交

通
量
を
比
較
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

･
上
り
方
向
で
は
、
道
路
中
央
部
の
自
転
車
交
通
量
が

増
加

(
鰍
二
･
四
%
)
し
、
自
転
車
走
行
空
間
で
あ

る
道
路
左
端
で
は
逆
に
減
少

(
鰍
四
･
九
%
)
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
た
。

･
下
り
方
向
で
は
、
道
路
中
央
部
で
減
少

(
鰍
八
･

四
%
)
し
、
道
路
左
端
の
自
転
車
走
行
空
間
で
は
増

加

(
鰍
九
･
五
%
)
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
o

②

自
転
車
走
行
空
間
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
2

(歩
行
者
と
自
転
車
の
混
在
率
)

駅
に
近
い
地
点
で
は
、
駅
か
ら
離
れ
た
地
点
と
比
較
し

て
、
歩
行
者
の
割
合
が
約
七
0
%
と
高
い
。

上
り
方
向
と
比
較
し
て
下
り
方
向
は
、
自
転
車
の
混
在

率
が
多
少
高
い

(三
%
程
度
)。

道
路
断
面
内
に
お
け
る
自
転
車
の
走
行
位
置
は
、
駅
に

近
い
地
点
で
は
道
路
左
端
よ
り
一
･
五
~
四
･
o
m
、
駅

か
ら
離
れ
た
地
点
で
は
、
道
路
左
端
よ
り
0
･
五
~
二
･

五
m
で
あ
る
。

駅
に
近
い
地
点
に
お
け
る
道
路
左
端
○
~
-
･
o

m
で

一
般

入
場
者
数
延
べ
一
一
〇
名

(協
議
会
委
員
、

区
民
な
ど
)

の
自
転
車
の
混
在
率
は
一
0
%
以
下
で
あ
る
。

③

自
転
車
走
行
空
間
に
つ
い
て

(自
転
車
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
)

実
験
中
、
自
転
車
走
行
空
間
の
走
り
や
す
さ
を
感
じ
た

自
転
車
利
用
者
は
、
回
答
者
の
約
九
%
で
あ
っ
た
。

『走
り
や
す
い
』
号
八
.
五
%
、
『走
り
に
く
い
』
号

四
五
･
八
%
、
(霊
m回
答
』
号
四
五
･
八
%
)

走
り
に
く
い
理
由
と
し
て

『路
線
バ
ス
･
一
般
車
の
進

入
』
『路
上
駐
車

(荷
捌
き
)』
『道
路
幅
員
の
狭
さ
』
が

走
行
空
間
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

自
転
車
空
間
の
創
出
手
法
を
理
解
で
き
た
人
は
、
回
答

者
の
約
二
六
%
と
低
い
傾
向
に
あ
る
。

自
転
車
空
間
の
創
出
手
法
が
理
解
し
に
く
い
理
由
と
し

て
は
、
『横
断
幕

･
路
面
シ
ー
ル
の
意
味
が
良
く
分
か
ら

な
い
』
に
多
数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

国

P
L
S
の
箇
所
別
利
用
状
況

【P
L
S
の
箇
所
別
利
用
特
性
】

(H
13
,
1
/
れ
~
3
/
"

五
九
日
間
)

駐
車
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
に
よ
り
P
L
S
の
利
用
状
況

は
大
き
く
差
が
生
じ
た
。

･
高

い

利

用
…商
店
街

(パ
ー
ク
ロ
ー
ド
)
に
直

接
面
し
て
い
る
駐
車
場

商
店
街
か
ら
路
地
を
一
五
m
程
度

経
由
し
て
利
用

中
程
度
の
利
用

　

経
由
し
て
利
用

々

低

い

利

用
…商
店
街
か
ら
路
地
を
八
0
m
程
度

道 2002.7

経
由
し
て
利
用

お



ア
ク
セ
ス
距
離
が
同
等
の
駐
車
場
で
視
認
性
が
良
い
場

合
、
利
用
率
が
七
0
%
に
増
加
し
た
。

P
L
S
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
二
五
%
が

｢出
入

り
の
し
づ
ら
さ
｣
を
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
た
。

勒

P
L
S
の
瞬
間
荷
捌
き
駐
車
台
数

【路
上
駐
車
及
び
P
L
S
に
関
す
る
瞬
間
駐
車
台
数
綱

(荷
捌
き
目
的
の
み
)

P
L
S
利
用
と
P
L
S
か
ら
五
0
m
圏
域
の
瞬
間
駐
車

台
数
を
比
較
す
る
と
八
M
O
O
~

一
三

"
0
0
の
時
間
帯

に
お
い
て
荷
捌
き
需
要
が
集
中
し
、
P
L
S
利
用
に
合
致

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

設
置
し
た
P
L
S
六
基
が
同
時
に
利
用
さ
れ
て
は
い
な

い
が
、概
ね
常
時
い
ず
れ
か
の
P
L
S
が
稼
動
し
て
い
た
。

荷
捌
き
専
用
時
間
帯

(
一
一
時
間
)
に
お
い
て
、
P
L

S
が
一
台
以
上
利
用
さ
れ
て
い
た
時
間
は
、
H
14
･
2
/

%
、
H
M
･
3
/
7
と
も
に
約
四
0
%

(三
六
%
)
で
あ

り
、
こ
れ
よ
り
P
L
S
の
活
発
な
利
用
が
伺
え
る
。

倦

p
L
s
と
路
上
駐
車
の
関
係

こ
の
よ
う
な
P
L
S
の
長
時
間
駐
車
需
要
の
収
容
機
能

に
よ
り
、

･
平
成
一
四
年
二
月
二
六
日
"
P
L
S
は
、
全
駐
車
時

間

(二
〇
三
一
分
)
の
約
九
%

(
一
人
三
分
)
を
収

容
･
平
成
一
四
年
三
月

七
日
…
P
L
S
は
、
全
駐
車
時

間

(二
二
七
六
分
)
の
約
一
二
%

(二
七
四
分
)
を

収
容

(台
数
ベ
ー
ス
で
は
、
2
/
26
、
3
/
7
調
査
日
の

そ
れ
ぞ
れ
七
･
一
%
、
八
･
三
%
を
収
容
)

こ
れ
ら
に
よ
り
、
P
L
S
は
路
上
駐
車
の
約
一
0
%
程

度
を
路
外
へ
転
換
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

の

p
L
s
の
効
果
に
対
す
る
認
識

住
民
の
約
二
二
%
が
P
L
S
に
よ
る
地
域
交
通
の
改
善

を
認
識
。

P
L
S
利
用
者
は
、
P
L
S
の
安
全
効
果
に
高
い
認
識

を
持
っ
て
い
る
。

@

p
L
S
利
用
者
像

約
四
0
%
が
利
用
三
回
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
。

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、

一
0
%
の
路
上
荷
捌
車
を
路
外
に

転
換
で
き
た
。
さ
ら
に
、
商
店
街
に
近
い
、
ま
た
は
商
店

街
か
ら
見
え
る
駐
車
場
が
、
よ
り
有
効
で
あ
る
こ
と
も
判

っ
た
。

自
転
車
走
行
空
間
に
つ
い
て
は
、
｢わ
か
り
や
す
さ
｣

に
対
す
る
課
題
が
あ
る
。
P
R
の
問
題
も
あ
る
が
、
自
転

車
走
行
空
間
を
知
っ
て
い
た
人
の
利
用
頻
度
は
高
く
、
実

験
の
後
半
で
の
効
果
が
認
識
さ
れ
た
。

今
回
、
小
型
バ
ス
の
連
行
に
よ
る
空
間
創
出
な
ど
の
実

験
を
目
指
し
、
関
係
者
協
議
を
実
施
し
て
き
た
が
、
バ
ス

事
業
者
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
更
な
る
協
議
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
期
間
内
の
実
験
は
見
送
り
、
課
題
の

整
理
に
止
め
た
。

今
後
、
石
神
井
公
園
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
中
で
、
本
実
験
の
成
果
と
反
省
を
さ
ら
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に
、
準
備
期
間
三
カ
月
、
実
験
実
施
二
ヵ
月
の

短
時
間
に
よ
る
社
会
実
験
と
な
っ
た
が
、
関
係
者
の
ご
協

力
に
よ
り
終
了
で
き
た
こ
と
を
、
誌
面
を
お
借
り
し
て
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。

道行セ 2002.7 Z7

【路
上
駐
車
及
び
P
L
S
に
関
す
る
延
べ
駐
車
台
数
】

約
四
0
%
が
利
用
三
回
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
。

(荷
捌
き
目
的
の
み
)

事
業
管
理
者
の
約
五
0
%
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
P
L
S
利

P
L
s
の
利
用
時
間
は
一
国
当
た
り
一
七
分
~
三
〇
分

用
を
指
導
し
て
い
た
。

と
長
く
、
こ
れ
は
路
上
駐
車
の
場
合
の
-
.
七
倍
、
三
倍

四

お
わ
り
に

に
相
当
。

(P
L
S
導
入
時

…
平
均
路
上
駐
車
時
間
一
○
･
六

P
L
S
に
つ
い
て
は
、
六
ヵ
所
設
置
し
た
路
外
駐
車
場

分
、
P
L
S
利
用
時
間

…
二
四
･
三
分
)

に
お
い
て
、
全
利
用
台
数
の
内
九
0
%
が
荷
捌
き
車
両
で



錢側
圏
ず
軍
戚
鰤三
年
鷹
褶
衾
藁
顫
結
嚢
贓
◎
ま
と
め
劉側臟剛
圓
鬮
鬮
鬮
鬮馴卿繃醐醐鬮鬮
鬮鬮
剛
ザ

み
ら
を
慮
蠣
に

ま
ち
に
賑
わ
い
を
ー

九
谷
陶
芸
の
町
の
サ
ン
ロ
ー
ド
を
活
用
し
た
市
街
地
再
生
実
験｢国道バイパス建設に伴い衰

退した町中心部嶺日国道再
生により活性化を検証｣

ム場に
国道を町民の舞台に
に残る我が町のメイ
トリート

○旧国道の道路活用のあり方を住民参ミ
カ0型で検証 l

oまちづくり【こ関するN P O活動への l
発展の可能性を検証 t

o交通手段の複合的な利用による交流 l
人口の利用拡大を検証 I

0旧国道へのスムーズな誘導に向けた l
姪の活用、交差点のあり方を検証 l

-‐--------- ---------------- -‐▲‐---- -- -----

石
川
県
寺
井
町
企
画
広
報
課
長

中
川

和
信

一

は
じ
め
に

石
川
県
寺
井
町
は
、
人
口
約
一
六
、
0
0
〇
人
の
町
で
、

県
都
金
沢
市
や
小
松
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
栄
え
、

伝
統
工
芸

｢九
谷
焼
｣
の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
国

指
定
史
跡

｢和
田
山
･
末
寺
山
古
墳
群
｣
等
を
有
す
る
歴

史
と
文
化
の
町
で
あ
る
。

か
つ
て
町
の
中
心
に
は
、
主
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
八
号
が
通
り
、
沿
道
に
は
九
谷
焼
販
売
店
な
ど
一
二
五

店
舗
が
立
地
し
、
中
心
市
街
は
活
況
を
見
せ
て
い
た
。
し

か
し
、
昭
和
五
七
年
に
国
道
八
号
の
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す

る
と
、
旧
国
道
八
号

(｢通
称

…
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
｣)
の

交
通
量
及
び
沿
道
の
店
舗
は
、
一
気
に
約
三
分
の
一
ま
で

減
少
し
、
人
口
の
増
加
に
も
拘
わ
ら
ず
、
町
中
心
部
の
活

力
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

小松バイパス (HM 供用予定)

旧国道8号 (サンロード寺井)

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
寺
井
町
で
は
、
国
土
交

通
省
の
社
会
実
験
の
選
定
を
受
け
、
旧
国
道

(サ
ン
ロ
ー

ド
寺
井
)
の
道
路
空
間
を
活
用
し
た
活
性
化

･
賑
わ
い
再

生
を
目
指
し
社
会
実
験
を
行
っ
た
。

な
お
、
当
道
路
は
、
町
の
中
心
的
な
道
路
と
し
て
街
路

樹
の
整
備
や
街
灯
の
整
備
等
が
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ら図 1 バイパスと旧国道の位置図 茗

nこ図

ヱ8 道イテセ 2002.7



こ
れ
ら
の
実
験
を
、
五
月
、
八
月
、
一
一
月
に
三
回
実

施
し
、
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
沿
道
を
、
人
が
集
ま
り
交
流
す

る
街
中
の
公
共
空
間
と
し
て
の
活
用
方
策
の
実
践
検
証
を

れ
て
き
た
道
路
で
あ
り
、
実
験
を
契
機
に
、
交
通
量
の
減

行

っ
た
。
ま
た
、
二
月
に
は
、
｢九
谷
の
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣

少
し
た
道
路
空
間
を
町
民
の
舞
台
と
し
て
位
置
づ
け
、
町

を
開
催
し
、
実
験
結
果
を
町
民
が
共
有
し
た
。

民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
、
町
民
が
考
え
る

な
お
、
実
験
は
、
住
民
参
加
型
の
社
会
実
験
を
目
指
し
、

"
み
ち
づ
く
り
“
の
あ
り
方
を
検
証
し
て
い
く
も
の
で
あ

町
内
各
組
織
の
t
表
者
か
ら
な
る

、□
の
町

ン
ロ
ー

に
よ
る
ま
ち
つ
く
り
と
、
幸
し
た

が

え
る

な
お
、
実
験
は
、
住
民
参
加
型
の
社
会
実
験
を
目
指
し
、

"
み
ち
づ
く
り
“
の
あ
り
方
を
検
証
し
て
い
く
も
の
で
あ

町
内
各
組
織
の
代
表
者
か
ら
な
る

｢九
谷
の
町
サ
ン
ロ
ー

る

(
図
1

･
2
)
。

ド
社
会
実
験
実
行
委
員
会
｣
等
を
経
て
、
町
民
の
参
画
に

二

社
会
実
験
概
要

よ
る
主
体
的
な
企
画
運
営
を
図
っ
た

(図
3
、
表
1
)。

○
脱
着
式
緑
石
の
実
験
的
な
導
入

○
実
験
全
体
概
要

沿
道
活
用
実
験
で
は
、
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
沿
道
空
間
を

実
験
は
、
①

｢沿
道
活
用
実
験
｣
と
し
て
、
住
民
参
加

活
用
し
た
｢ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
道
の
市
｣
を
試
み
る
た
め
、

に
よ
る
地
域
に
応
じ
た
道
路
空
間
の
活
用
方
策
の
検
証
を

実
験
的
に
五
五
0
m
の
区
間
で
脱
着
式
緑
石
を
敷
設
し
、

柱
に
、
②

｢交
通
実
験
｣
、
③

｢I
T
等
誘
導
実
験
｣
を

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
性
の
あ
る
道
路
空
間
の
創

鬮丸谷の町サンロード社会実験実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　(商工会、 商店街、 区長会、 女性団体、 l 公 ン の

九谷焼関係者等により構成) ; 共 ロ 実

;、鬮ワ キ ンヴ組織 l し 丼 五 険鰯 要
l 、̂･･･各実験毎の調整企画擬す組織の発足 な l て き合 月

3 宛 を
0 6 月実験 :丸谷茶碗まつり実行委

0 8 月実験 :、寺井夏まつり実行委員
　 　 　 　

.0 11月実験 $サンロード道の市実行

　　 　 　 　 　
　　　

　 　
　 　

図 3 町民を交えた社会実験の検討、
企画 ･実施体制

出 地 実 活 ○ よ ド 町 を 行
を 城 験 用 治 脱 る 社 内 な 闘 っ

試 の 約 し 道 着 主 会 各 お 催 た
み ニ に た 活 導 体 実 組 ふ し o

た 1 五 ｢ 用 攣 的 験 織 表 、 ま

( ズ 五 ウ 実 県 な 実 の 瞑 実 た
に 5 ィ 験 “ 企 行 代 は 験 、

　　
　　　
1 じ

写真 1 脱着作
業と脱着

表 1 寺井町社会実験内容

【y合道活用実験】 【交通実験】 【IT等誘導実験】

5月実験
〔5/3~ 5〕

①ウィークエンド道の市
･九谷茶碗まつりをサンロード寺井
1.lkm区間で沿道開催

〔脱着式緑石の撤去〕

②シャトルバス ･コミュニティバ

ス連行
･郊外駐車場から会場への諺客
③郊外集中駐車場の配置
④電動スクーターの貸出

③バイパスからの誘導サイ
ン

⑥携帯端末によるイベン
ト ･交通情報発信

8月実験
〔8/12〕

①ウィークエンド道の市
･商店街内の道路空間を活用した手

作り市 (寺井夏まつり) の開催
②社会コンペ公表 ･募集

⑨コミュニティバス臨時連行に
よる町内談客

④電動スクーターの貸出

⑤社会コンペ募集情報発信
(胖 によるイベント情報 ･臨時
バス連行情報の発信)

1l月実験
〔l1/3~ 4〕

①ウィークエンド道の市
･車線シフトによる沿道立ち寄り型

の ｢サンロード道の市｣ の開催

〔脱着式縁石の撤去〕

②町内パス & ウォークラリー

･町内イベント拠点を結ぶ回遊バ
スの臨時連行

③バイパスからの誘導サイ
ン

④携帯端末によるイベン
ト ･交通情報発信

フオーラム

〔2/l6〕
社会実験結果を踏まえた ｢丸谷の道フォーラム｣ の開催による合意形成

道イテセ 2002.7 Z9



三

実
験
実
施
結
果

○

｢五
月
実
験
｣

【道
路
空
間
を
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
空
間
に
】

五
月
実
験
は
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
九
谷
茶
碗

ま
つ
り
を
、
従
来
の
広
場
で
の
一
箇
所
拠
点
開
催
か
ら
、

サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
沿
道
に
お
け
る
沿
道
開
催
に
変
え
、

｢緑
石
｣
を
取
り
外
し
道
路
空
間
の
活
用
方
策
な
ど
を
検

証
し
た
。
な
お
、
併
せ
て
、
交
通
実
験
と
し
て
郊
外
の
駐

図 4 緑石構造イメージ

ド
を
用

　
　　
　

　　　　

　
　
　
　

旧
寺
会
イ
脱着式緑石の実験的
な敷設により、道路
空間を有効に活用

5月実験会場風景

さ憐き ' ･ 3 ~ 4 割の乗車利用

炎溌勢で蓬多 い ぐ〆き“ がみられた

写真 3 会場へのパーク& バスライド

　は
ご

車
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
レ
ン
タ
カ
ー
ト
等
の
連
行
に

よ
る
複
合
連
携
型
パ
ー
ク
･
ア
ン
ド
･
ラ
イ
ド
や
バ
イ
パ

ス
か
ら
の
誘
導
サ
イ
ン
の
設
置
を
行
っ
た
(写
真
2
･3
)。

実
験
の
結
果
、
沿
道
一
･
一
蹴
は
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
空

間
と
し
て
賑
わ
い
、
期
間
中
は
過
去
最
多
の
三
三
万
八
、

0
0
0
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

沿
道
活
用
実
験
で
は
、
今
回
、
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
に
お

い
て
、
実
験
的
に
脱
着
式
緑
石
に
改
良
し
、
こ
れ
ま
で
の

道
路
利
用
形
態
に
多
様
性
を
持
た
せ
、
従
来
な
ら
ば
設
置

が
困
難
だ
っ
た
空
間
に
容
易
に
テ
ン
ト
を
設
置
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
ゆ
と
り
の
あ
る
歩
行
ス
ペ
ー
ス
を
よ
り

広
く
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
開
催
形
式
に
つ

い
て
は
、
来
場
者
の
約
六
0
%
が
、
今
回
の
｢沿
道
開
催
｣

を
望
ん
で
お
り
、
ま
た
、
今
回
の
開
催
形
式
に
よ
り
、
町

内
の
各
種
団
体
の
沿
道
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

画
、
及
び
来
場
者
の
滞
留
時
間
の
増
加
な
ど
活
気
あ
る
道

路
空
間
の
創
出
が
図
ら
れ
た

(図
5
5
7
)。

図5 5月実験開催形式の評価
分からない

13.8%

う
%

　
　

ふ
斜

イ

蕁

ウ

厳

　

　

※撤去工程 (約 200 m ) 概ね20 )30 分程度
脱若敷設作業費用 :概ね 4,000 円′m



休憩スペース等
交
通
実
験
で
は
、
毎
年
、
期
間
中
は
人
口
の
一
五
~
二

〇
倍
も
の
来
場
者
が
訪
れ
、
こ
れ
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な
交
通

処
理
を
目
指
し
、
会
場
へ
の
交
通
手
段
と
し
て
、
郊
外
集

“ ※準備時には、片側交互走行による車両走行維持も可能
0 脱着式緑石未敷設の場合の空間形態
･限られた道路空間をイベント時等における活用ニーズに応じ、 空間形態の多様性を付加することが可能に

図7 脱着式緑石の活用による道路空間活用

中
駐
車
場
や
空
港
、
駅
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
連
行
に

加
え
、
会
場
内
の
移
動
手
段
と
な
る
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
の

貸
出
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
連
行
に
よ
り
、
複
合
的
な

交
通
連
携
シ
ス
テ
ム
を
試
み
た
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
よ
る
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
バ
ス
ラ
イ

ド
で
は
、
全
体
の
三
0
~
四
0
%
の
利
用
が
み
ら
れ
、
利

用
者
か
ら
も
好
評
で
、
会
場
周
辺
の
円
滑
な
交
通
が
確
保

さ
れ
た
。
な
お
、
今
回
は
、
社
会
実
験
と
し
て
、
無
料
に

よ
る
バ
ス
連
行
を
行
っ
た
が
、
今
後
、
料
金
徴
収
の
検
討

に
よ
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
料
金
体
系
の
導

入
や
ル
ー
ト
･
ダ
イ
ヤ
の
効
率
的
な
運
行
を
見
直
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
の
貸
出
は
、
利
用
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
か
っ
た
も
の
の
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

好
評
と
の
結
果
が
得
ら
れ
、
今
後
、
新
た
な
交
通
手
段
と

し
て
の
利
用
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

I
T
等
誘
導
実
験
で
は
、
バ
イ
パ
ス
か
ら
街
中
へ
の
誘

導
サ
イ
ン
の
設
置
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
端
末
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
･
交
通
情
報
の
発
信
を
試
み
た
。
県
外
来

場
者
の
利
用
が
多
く
み
ら
れ
た
も
の
の
、認
知
度
は
低
く
、

写真 5 会場内を電動スクータ
ーで移動

　

　【
ジ

　
　

　　
　　　　

　　　

　

　　　　　　　
　　
　　
　

　
　　　　　
　　　

　　
図

今
後
、
継
続
的
な
情
報
提
供
及
び
内
容
の
充
実
、
P
R
の

推
進
が
求
め
ら
れ
る

(図
8
、
写
真
4
ー
6
)。

写真 4 会場付近の臨時パスタ 8
　　 　

剛

写真 6 国道 8号から街中への
誘導サイン

緑石の取外しにより、道路空間
を有効に活用したテントの配置

ゆとりのある歩行空



○

｢八
月
実
験
｣

【中
心
商
店
街
の
道
路
空
間
を
活
用
】

八
月
実
験
は
、
住
民
の
手
作
り
型
の
賑
わ
い
づ
く
り
を

目
指
す
と
と
も
に
、
寺
井
夏
ま
つ
り
を
中
心
商
店
街
で
開

催
し
、
街
中
に
お
け
る
道
路
活
用
を
試
み
た
。
イ
ベ
ン
ト

企
画
は
、
町
内
各
団
体
に
よ
る
主
体
的
な
取
組
み
が
行
わ

れ
、
約
三
、
0
0
0
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
が
、
街
中

の
限
ら
れ
た
道
路
空
間
で
は
、
出
店
ス
ペ
ー
ス
や
イ
ベ
ン

ト
ス
テ
ー
ジ
、
見
物
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
混
雑
が
み
ら
れ
、

今
後
は
、
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
な
ど
町
の
骨
格
と
な
る
道
路

空
間
に
お
け
る
展
開
が
望
ま
れ
る

(写
真
7
･
8
)。

な
お
、
交
通
実
験
で
は
、
試
験
運
行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
週
末
時
に
お
け
る
有
効
連
行
方
策
の
検
証
を
目

指
し
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
誘
客
･
集
客
活
用
を
試
み
た
。
そ

の
結
果
、
臨
時
連
行
情
報
は
、
概
ね
認
知
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
乗
車
割
合
は
一
･
六
%
と
少
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
利
用
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
｢現
在
の
交

通
手
段
で
十
分
｣
と
の
回
答
が
五
0
%
近
く
を
占
め
、
町

内
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
集
客
に
は
、
あ
ま
り
有
効
性
は
示
さ

れ
な
か
っ
た

(図
9
)。

鬮サンロード寺井を核としたまちづくりの展開
サンロード寺井振興会会長 北村 健夫

国道 8 号金沢西バイパスの完成後、 旧国道 (サンロード

寺井) の沿道の店舗数や交通量の減少などにより、 賑わい
が失われてきました。 沿道の事業所のみなさんがバイパス

元成後、 サンロード振興会を結成し賑わい再生を模索して

いたところ、 社会実験の話しが出て、 この機会を逃しては

再生のみちは開けないとの思いから、 会員の同意を得て実

施に踏み切りました。
町と商工会と手を取り合って、 実行委員会を立ち上げ協

議を重ね、 また沿道の事業主の理解を得ることに専念しま

した。 社会実験には賛同しても、 沿道を利用してのイベン

ト開催の 3 日間の通行規制に難色を示し、 理解を得るまで

に時間を要しました。 しかし、 3 日間で 30 万人もの入出を

活性化に生かさないわけにいかないとの思いで、 地道な取

り組みをし、 また住民参加による計画のなかで、 93 回目の

｢九谷茶碗まつり｣ を沿道で開催することができました。
また、 実験結果を平成 14 年 2月 16 日にフォーラムの開

催により地域住民に公表し、 更に意見を聞く機会をつくり

ました。
社会実験の結果を踏まえ、 道路の広場としての有効活用

とまちの賑わいづくりをめざして、 これからも活動をつづ

け、 住民の意見の反映した道づくりに協力していきます。

　

　
　
　
　
　
　
　

ン

8

の
れ

、
こ

み

み

サ

道
)
わ
後
と

の
踏

圓

国
井
矢
成
た
生
に

寺
が
完
い
再
施

図9 コミュニティバス臨時連行の認知度と利用割合

写真8 8月実験会場内風景 写真 7 町民による手作りの
会場設営



を
跿
f
し
た

ベ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
も
の
の
、
一
方
で
、
週
末
等
の
気

沿
道
活
用
実
験
で
は
、
一
一
月
三
日
と
四
日
の
そ
れ
ぞ

軽
な
沿
道
開
催
を
想
定
し
た
場
合
、
臨
時
車
線
シ
フ
ト
や

れ
イ
ベ
ン
ト
併
設
時
と
通
常
週
末
時
の
立
ち
寄
り
を
検
証

緑
石
撤
去
に
か
か
る
費
用
負
担
が
大
き
く
、
少
数
出
店
者

し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
通
行
車
両
の
五
･八
%
、
通
常

達
に
よ
る
継
続
的
な
開
催
は
難
し
く
、
今
後
は
イ
ベ
ン
ト

時
は
二
･九
%
の
立
ち
寄
り
が
あ
り
、
両
日
で
約
四
、
0

等
に
も
対
応
で
き
る
多
様
な
道
路
空
間
の
整
備
が
今
後
の

0
0
人
以
上
の
来
場
が
み
ら
れ
、概
ね
好
評
が
得
ら
れ
た
。

サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
の
み
ち
づ
く
り
に
期
待
さ
れ
る

(
叉

車
線
シ
フ
ト
に
よ
り
自
動
車
の
安
全
な
通
行
と
活
用
ス

也
･
川
)。

0 時 し れ を
O は た イ 沿 開
人 二 が べ 道 催
以 ･ 、 ン ふ し

鬮地域づくりを支えるみちづくりを支援
石川県土木部道路整備課 中川 達雄

寺井町は、日本の色絵磁器の代表である九谷焼をはじめ、豊かな自
然から生まれた ｢九谷みそ｣ や地酒 ｢弁慶｣ 等の地場産品を有するほ
か、和田山 ･末寺山史跡公園などの古墳群やレジャー施設 (手取フィ
ッシュランド) 等の豊かな地域資源を有しています。

町の基幹産業として、陶芸産業が挙げられ、陶芸事業所が製造業の
約 50% を占め大半が陶芸産業に従事しており、町の伝統地場産業とし
て今も息づいています。

なお、 5 月の九谷茶碗まつりは全国的にも有名であり、 日本有数の
陶芸祭りとして全国各地から陶芸ファンが訪れています。

かつて、サンロード寺井沿線は、九谷の町として隆盛していたもの
の、近年、バイパスなどの道路整備の進展により、 大半の自動車等が
町の中心街を通過しなくなり、 活力の低下が懸念されています。
この様な中で、石川県では、寺井町の社会実験を支援するため、サ

ンロード寺井 (主要地方道小松鶴来線) において、 沿道利用を支援す
るため、 脱着式緑石等の実験的な敷設 (L=550m) を試みました。

脱着することにより、 道路を広場として活用することが可能とな
り、商工会、九谷焼関係者、女性団体等の町民や町職員が一丸となっ
て、 社会実験を進める姿が見られました。

多くの人々が社会実験に参加をし、 ｢みち｣ のあり方を考えていく
契機になったと感じています。
道路を自動車等の通る空間として単に利用するのではなく、まちづ

くりの舞台として、 より活用しやすい多様な空間を創出し、 地域の
人々と生活を共にできるような ｢サンロード寺井｣ になる様、 今後、
継続的かつ活発なまちづくりが展開されることを期待しています。

による車線の綺 願 #釀 廳増
　　 　　　れ が イ 数 シ

る 今 べ 出 フ

( 後 ン 店 ト
図 の ト 者 や

劇㈹o~ 5 0 3㈹o 3000 鮭 20oo 1300 3200
) 歩道路蝋嚢 薹釀薹騨鬘嚢暮璃へ沿鱗辯スバ‐ズ^ 欄
図10 11月実験時の車線シフトイメージ

いい＼"な 、
し＼ 、̂

k で、 な縁鍬 、 メ ･さ く3

図11 11月実験の会場概略図



交
通
実
験
で
は
、
来
街
者
を
対
象
と
し
、
各
イ
ベ
ン
ト

拠
点
を
結
ぶ

｢町
内
バ
ス
&
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
｣
を
実
施

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
新
た

な
需
要
創
出
を
試
み
た
。バ
ス
&
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
は
、

三
〇
〇
人
以
上
の
参
加
が
み
ら
れ
、
通
常
時
の
約
五
倍
も

の
バ
ス
乗
車
需
要
が
得
ら
れ
た
。
な
お
、
今
後
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
八
割
以
上
の
人
が

｢是
非
、
実
施
す
べ
き
｣

｢実
施
す
べ
き
｣
と
の
回
答
が
得
ら
れ
、
今
後
も
イ
ベ
ン

ト
時
な
ど
に
あ
わ
せ
、
楽
し
み
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
バ

ス
活
用
が
期
待
さ
れ
る

(図
俊
、
写
真
9
)。

間
と
し
て
、
町
民
参
加
の
も
と
、
地
域
に
根
付
い
た
道
路

形
態
へ
と
多
様
化
さ
せ
た
こ
と
は
、
町
の
賑
わ
い
再
生
の

大
き
な
契
機
と
な
り
、
町
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
一
体

と
な
っ
た

"
み
ち
づ
く
り
“
の
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た
。

現
在
、町
内
の
団
体
に
よ
り
沿
道
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

N
P
O
設
立
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
、
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
を
核
と
し
た
賑
わ
い
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
り
、
多
く
の
町
民
団

体
の
協
力
、
多
大
な
る
支
援
を
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省

及
び
石
川
県
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

写真10 フォーラム会場風景〔2月 16日〕

必要ない
どちらでもない 2,I%
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図12 バス& ウオークラリーの今後の実施について

○

｢九
谷
の
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣

【実
験
結
果
の
共
有
化
、沿
道
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
高
揚
】

三
回
に
わ
た
る
社
会
実
験
の
ま
と
め
に

｢み
ち
を
広
場

に

ま
ち
に
賑
わ
い
を
｣
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、町
民
ら
約
三
〇
〇
人
が
訪
れ
、

社
会
実
験
報
告
や
基
調
講
演

(前
川
秀
和
氏
…国
土
交
通

省
道
路
局
経
済
調
査
室
長
)、
町
民
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
今
後
の
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
を

活
用
し
た
"み
ち
づ
く
り
･ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
"
に

つ
い
て
、会
場
を
交
え
た
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
(写
真
ゆ
)。

四

ま
と
め

今
回
の
社
会
実
験
を
通
じ
て
、
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
を
単

に
自
動
車
の
通
る
道
で
な
く
、
町
中
心
部
の
一
大
公
共
空

写真 9 1 1月実験風景



鬮
界
遣
鱸
◎
幽
卿
卿
嚢
週
糒
黛
稟
轢

中
部
地
方
整
備
局
高
山
国
道
工
事
事
務
所
長

吉
木

務

落鸚

‐

地
域
の
概
況
と
課
題

-
｢

o
o
o
人
が
暮
ら
し
て
い
る
o

認

世
畳
廻
産
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
白
川
村
荻
町
合
掌

写
荻

1

地
域
の
概
況
~
世
界
遺
産
登
録
と
観
光
客
の
急
増
-

集
落

(以
下
、
｢白
川
郷
｣
と
い
う
。)
は
、
南
北
に
走
る

白
川
村
は
岐
阜
県
の
北
西
端
の
山
あ
い
に
位
置
し
、
約

一
般
国
道
一
五
六
号
と
、
石
川
県
に
つ
な
が
る
白
山
ス
ー



パ
ー
林
道
、
高
山
方
面
へ
つ
な
が
る
国
道
三
六
〇
号
の
交

差
部
に
位
置
し
て
い
る
。

白
川
郷
は
、
一
九
七
六
年
に
伝
統
的
建
築
物
群
保
存
地

区
に
指
定
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
こ

と
が
広
く
知
ら
れ
、
一
九
九
六
年
に
は
観
光
客
が
年
間
一

〇
〇
万
人
を
超
え
、
世
界
遺
産
登
録
前
に
比
べ
て
倍
増
し

て
い
る

(図
2
)。

20

00

節

鱒

斡

20

0

2

地
域
の
課
題

~
す
り
減
る
世
界
遺
産
、
居
住
環
境
の

悪
化
、
地
域
産
業
と
し
て
の
観
光
業
;

白
川
郷
が
世
界
遺
産
地
区
と
し
て
の
指
定
を
受
け
た

後
、
農
村
の
生
活
か
ら
観
光
を
中
心
と
し
た
生
活
へ
と
中

心
産
業
が
変
化
し
、
さ
ら
に
白
川
郷
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を

超
え
た
観
光
交
通
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、日
常
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
混
乱
が
発
生
し
、

居
住
環
境
、
農
村
景
観
、
自
然
環
境
が
悪
化
す
る
な
ど
、

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
す
り
減
ら
す
よ
う
な
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
交
通
問
題
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
白
川
郷

I
C

(仮
称
)
の
開
通
に
よ
る
観
光
客
の
増
大
が
予
想
さ

れ
、
緊
急
の
対
策
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

二

実
験
目
的
と
実
験
内
容

1

実
験
背
景
と
目
的

観
光
ピ
ー
ク
時
の
白
川
郷
の
交
通
渋
滞
は
、
居
住
者
の

生
活
環
境
破
壊
の
ほ
か
、
緊
急
時
対
応
の
問
題
、
世
界
遺

産
の
持
続
的
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
も
解
決
す
べ
き
課
題

で
あ
る
。

一
方
、
観
光
客
は
静
か
な
山
村
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
来
訪

し
た
も
の
の
、
混
雑
し
た
状
況
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
結
果
、

滞
在
時
間
は
短
く
な
り
消
費
金
額
も
低
く
な
る
こ
と
か

ら
、
土
産
物
店
･
観
光
業
を
営
む
人
に
と
っ
て
は
、
さ
ら

な
る
観
光
客
の
誘
致
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
に
つ
な
が

り
、
持
続
的
保
全
と
逆
行
し
た
世
界
遺
産
の
価
値
を
す
り

減
ら
す
状
況
が
黙
認
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
観
光
車
両
の
進
入

制
限
と
い
う
根
本
的
な
対
策
案

(世
界
遺
産
地
区
に
あ
っ

て
は
普
通
の
方
法
)
が
探
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
対

策
に
よ
る
影
響
や
村
民
･
観
光
客
に
よ
る
評
価
が
、
こ
れ

ま
で
定
量
的
に
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、
意
見
が
ま
と
ま
ら

な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

世
界
遺
産
･
白
川
郷
交
通
社
会
実
験

(以
下
、
｢実
験
｣

と
い
う
。)
は
、
白
川
郷
に
ふ
さ
わ
し
い
観
光
交
通
の
実

現
を
模
索
す
る
た
め
に
、
白
川
村
が
中
心
と
な
っ
て
実
施

し
た
。

実
験
は
、
白
川
郷
の
観
光
車
両
の
進
入
制
限
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
観
光
行
動
の
変
化
が
観
光
客
に
ど
の
よ
う
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
地
域
経
済

(商
業
、
観
光

業
)
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
等
を
定
量
的
に

把
握

･
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
さ
ら
に
、
今
後

の
交
通
対
策
本
格
実
施
に
向
け
て
、
地
域
住
民
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
実
地
体
験
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ

る
。

2

実
験
内
容

実
験
は
、
概
要
図

(図
3
)
に
示
す
通
り
、
白
川
郷
へ

の
観
光
交
通
の
車
両
進
入
制
限
を
行
い
、
下
記
施
策
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
交
通
量
、
騒
音
、
渋
滞
長
な
ど
を
計
測

し
、
併
せ
て
観
光
客
、
地
元
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。

実
験
実
施
日
は
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
観
光
客
の

最
も
多
い
一
O
月
六
~
八
日
の
三
日
間

(三
連
休
)
に
行

っ
た
。
車
両
進
入
制
限
を
行
う
日

(六
、
七
日
)
と
車
両

制
限
を
行
わ
な
い
日

(八
日
)
を
設
け
、
実
験
を
行
っ
た
。
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図 3 世界遺産 ･白川郷交通社会実験の概要図

･
電
気
自
動
車
の
活
用
(体
験
乗
車
六
合
)

特
に
、
下
記
項
目
を
重
点
に
評
価
を
行
っ

た
。･

車
両
進
入
制
限
が
観
光
客
、
村
民
に
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か

･
進
入
制
限
に
よ
る
土
産
物
店
、
観
光
業

者
へ
の
影
響

･代
替
移
動
手
段
の
妥
当
性
の
検
証
と
改

善
点
の
把
握

.
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ニ
ー
ズ
は
あ

る
か

･
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
は
観
光
行
動
の

変
化

(
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
)
を
促
せ
る
か

三

検
討
･実
験
実
施
体
制
と
実

験
準
備

の

検
討
･
実
験
実
施
体
制

実
験
中
は
、
車
両
進
入
制
限
日
(二
日
間
)

は
、
交
通
規
制
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
連
行
、
駐

車
場
整
理
、
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
等
の
ほ

か
、
交
通
量
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の

人
員
を
含
め
一
日
約
二
〇
〇
人
、
車
両
進
入

制
限
を
行
わ
な
い
日

(最
終
日
)
は
調
査
、

計
測
で
約
四
〇
人
、
三
日
間
合
計
延
べ
四
四

〇
人
で
実
験
の
実
施
、
計
測
を
行
っ
た
。

②

広
報
宣
伝
活
動

l 白川村 I 高山国道.事事務所

(社)日本交通計画協会

国土交通省中部地方整備局、日本道路公団、 埼玉大学、交通事業者、トヨタ自動車(株)、

松下電器産業(株)

図 4 白川村社会実験実行委員会組織図

l高山国道工事事務所 腕 川 根、荻町住民純畿、
(財)世界遺産白川郷合掌造り保存財団

岐阜県、岐阜県警察本部

･
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド

(シ
ャ
ト
ル
バ
ス

一
〇

台
)

･
パ
ー
ク
ア
ン
ド
サ
イ
ク
ル

(駐
車
場
~
遺
産
地
区
四

○
台
)

･
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム

(イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
i
-

m
o
d

e
、
予
約
デ
ス
ク
)

　　
　　

　

尋
◎
◎
◎

車両進入制限区間 L*1800m

｣A彌履霰協 城川
白川支店橇BS 駐車期翔BS

至高山･金沢
五篇山lC

至名古屋･岐阜･高山
荘川IC

※シャトルバス･自転車･電気自動車は
すべて無料となっています◇ぜひご利用下さい。

白川村社会実験実行委員会



社
会
実
験
の
事
前
の
広
報
宣
伝
は
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

(H
P
)、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
記
事
、
道
路
情
報
板

を
利
用
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
社
会
実
験
用
の
H
P
を
作
成
し
、

社
会
実
験
の
概
要
と
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム

(P
C
や

i
-
m
o
d

e
、
J
-
s
k

y
等
の
携
帯
端
末
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
予
約
を
行
う
シ
ス
テ
ム
)を
紹
介
し
た
。

実
質
の
稼
働
期
間
は
二
週
間
ほ
ど
と
短
か
っ
た
が
二
、
0

0
0
を
越
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
は
地
元
F

M
局
の
ほ
か
二
局
か
ら
事
前
広
報
を
行
っ
た
。
ま
た
、
新

聞
に
は
記
者
発
表
を
活
用
し
た
結
果
、
全
国
紙
、
地
方
紙

を
含
め
複
数
紙
に
事
前
記
事
と
し
て
採
り
上
げ
て
い
た
だ

い
た
。

鬘
薹

世
界
遺
産
の
村
で
実
験

　　　　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
　　
　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　

幅~4中、瑚“特輯鯵関し八八封殺の禍舷
園はね
乳
酸梵虎に朝韓の勝藤

一!きるJ内川竪の分譲蟻
ラてい馬

“鞘勺
蛇異彩鷺眩い

桝が]れれ“ト巍煉…旛揮鉤
絃
軽死艀〃漁座り起
ら5℃、接“勺

gに畑粋溢れ猿仮
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離
職
雙
褓
図

実
験
後
に
は
、
実
験
実
施
の
内
容
は
、
地
元
紙
ほ
か
全

国
紙
に
も
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
実
験
準
備
段
階
か
ら
N
H

K
が
取
材
を
行
っ
て
お
り
、
実
験
当
日
の
様
子
は
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
三
〇
分
程
度
の
報
道

解
説
番
組
で
も
観
光
地
の
抱
え
る
渋
滞
対
策
と
い
う
観
点

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
実
験
の
意
義
へ
の
理
解
に
も
役
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

③

関
係
機
関
と
の
調
整

岐
阜
県
警
察
本
部
、
日
本
道
路
公
団
、
交
通
事
業
者
、

地
元
住
民
等
の
関
係
機
関
と
の
調
整
は
、
実
行
委
員
会
の

場
及
び
個
別
協
議
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
六
月
以
降
実
験

直
前
の
一
〇
月
ま
で
連
日
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

平
成
一
三
年
八
月
二
七
日
に
は
、
地
元
村
民
へ
の
説
明
会

が
実
施
さ
れ
、
こ
の
前
後
に
は
村
内
の
集
会
で
の
意
見
交

換
会
等
に
白
川
村
職
員
が
出
向
く
な
ど
、
実
験
実
施
に
向

け
て
の
村
民
の
理
解
と
合
意
形
成
に
も
多
く
の
努
力
が
な

さ
れ
た
。

国

駐
車
場
及
び
看
板
等
の
整
備

規
制
の
た
め
の
案
内
看
板
の
設
置
を
行
い
、
駐
車
場
は

白
川
郷
外
に
予
約
車
用
駐
車
場
八
五
台
、
一
般
車
用
駐
車

場
四
七
一
ムロ
、
バ
ス
用
駐
車
場
一
〇
〇
台
を
確
保
し
た
。

四

実
験
結
果
の
概
要
と
評
価

社
会
実
験
中
の
駐
車
場
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
電
気
自
動

車
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
内
訳
は
表
1
の
通
り
で
あ

っ
た
。
観
光
客
は
ピ
ー
ク
日
の
七
日
で
約
一
万
人
が
白
川

写真 2 車両制制
日
の
の

両
し
常
)
道

車
な
鬮
末
国

限
G
週
旧

表 1 実験中の各交通機関の利用内訳

進入制限あり 進入制限なし

合 計lo/6 (土) lo/7 (日) 10/8 (月)

駐車場 (一般車) 1J oo台 1,900
台 1,

200台 4,
200台

駐車場 (パス) 140台 台230 台卿 台510

シヤトルバス 5 700人 人酬仇
“ - 人00213

電気自動車 310人 人約 - 人650

レンタサイクル 60人 人薊 - 人160

観光客敷く推定) 6,308
人 人55裔蜷 人16胤 人錺急芻
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表 2 世界遺産地区内の歩行移動距離

平均移動距離 平均滞在時間 平均歩行速度

6, 7日 (進入制限あり)

鈎 劇翔 沸643

8日 (進入制限なし)

踰 蝸賊 時m864

制限あり/制限なし比率 即 瑯 解

郷
を
訪
れ
た

(写
真
2
･
3
)。

の

観
光
客
の
観
光
行
動
の
変
化
に
対
す
る
評
価

車
両
進
入
制
限
を
行
っ
た
日
は
、
地
区
内
の
平
均
滞
在

時
間
は
約
五
0
%
ア
ッ
プ

(
一
,
五
時
間
か
ら
二
･
二
時

間
)
、
平
均
移
動
距
離
は
一
0
%
ア
ッ
プ

(約
一
･
三
皿

か
ら
一
･
四
皿
)
し
た
。
ま
た
、
歩
行
速
度
は
通
常
時
の

従
来
の
八
六
0
m
/
時
か
ら
六
四
0
m
/
時
に
な
り
ゆ
っ

た
り
と
し
た
散
策
が
行
わ
れ
た

(表
2
)。

加
え
て
旧
国
道
以
外
の
小
道
に
も
多
数
の
観
光
客
が
散

策
し
、
回
遊
区
域
が
広
が
っ
た
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。
ま

7% 241%

1 6%

ドミー･4%

100

写真4 シャトルバスを待つ観光客

た
、
滞
在
時
間
が
伸
び
た
結
果
と
し
て
、
観
光
客
一
人
当

た
り
の
消
費
金
額

(飲
食
代
、
買
物
代
、
見
学
料
)
で
約

一
0
%
ア
ッ
プ
し
た

(表
3
)。

車
両
進
入
制
限
に
よ
る
観
光
行
動
の
変
化
は
、
概
ね
期

待
通
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

②

車
両
進
入
制
限
に
対
す
る
観
光
客
、
村
民
の
評
価

車
両
進
入
制
限
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
観
光
客
は
九

0
%
以
上
、
村
民
は
約
七
0
%
が
本
格
実
施
を
望
む
と
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
て
い
る

(図
6
)。

③

代
替
移
動
手
段
に
対
す
る
評
価

表 3 消費金額 (1人当た

飲食代 買物代 見学料 鑽
"と1▲

ば“口｢HHた

8

し

進入制限実施 バス来訪者 418 郷 162 廓 L 15

進入制限なし パス来訪者 393 787 138 纖 脚
進入制限実施 予約車両 注) 纖 廓 399 繃 脚
進入制限実施 未予約車両 注) 鰡 燃 359 獄 螂
進入制限なし 車両 注) 878 贓 341 卿 のL

20 40 60
必要である 剛必要でない 口わからない

図 6 車両進入制限の必要性について

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
投
入
車
両
台
数
は
観
光
客
数
に
応
じ

て
変
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
回
予
測
数
値
を
超
え

る
観
光
客
が
集
中
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利
用
が
一
時
滞

る
状
況
が
生
じ
た
。
駐
車
場
の
案
内
や
誘
導
等
、
バ
ス
の

連
行
間
隔
や
ル
ー
ト
、
バ
ス
停
の
位
置
等
今
後
さ
ら
な
る

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
世
界
遺
産
地
区
内
の
移
動

の
基
本
は
徒
歩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
案
内
看
板
や
誘
導
が

重
要
で
あ
る
。

割

駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム

駐
車
場
予
約
の
時
間
に
合
わ
せ
て
白
川
郷
へ
の
到
着
時

間
を
調
整
す
る
行
動
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
実
験
当
日
の
電

話
予
約
者
の
希
望
通
り
に
予
約
で
き
な
か
っ
た
車
両
の
う

道行セ 2002.7 29

図 7 希望通りに予約できなかった車両の行動



ち
一
八
%

(電
話
予
約
者
全
体
の
約
一
三
%
)
が
時
間
を

ず
ら
し
て
予
約
し
た

(図
7
)。
こ
れ
は
、
予
約
シ
ス
テ

ム
の
観
光
交
通
需
要
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

今
回
の
実
験
で
は
予
約
シ
ス
テ
ム
の
事
前
告
知
期
間
が

二
週
間
し
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

リ
ン
ク
か
ら
予
約
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
知
り
事
前
予
約
を

行
う
人
が
存
在
し
た
こ
と
は
白
川
郷
及
び
予
約
シ
ス
テ
ム

へ
の
関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た
。
予
約
シ
ス
テ
ム
利
用
者

は
、
利
用
し
て
い
な
い
人
に
比
べ
て
、
白
川
郷
へ
の
滞
在

時
間
が
長
く
消
費
金
額
も
多
い
と
の
結
果
が
得
ら
れ
た

(表
3
)。

国

駐
車
場
料
金

現
在
五
〇
〇
円
/
回
で
運
営
さ
れ
て
い
る
駐
車
料
金

が
、
い
く
ら
ま
で
な
ら
負
担
で
き
る
か
と
の
問
い
に
つ
い

て
、
一
、
0
0
0
円
/
回
と
の
回
答
が
約
四
割
を
占
め
た

(図
8
)。

回

総
合
評
価

実
験
総
体
と
し
て
は
、
車
両
進
入
制
限
の
実
施
に
よ
っ

て
白
川
郷
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
静
か
な
環
境
が
実
現
し
、

観
光
客
、
村
民
と
も
に
良
好
な
評
価
を
得
た
。
質
問
数
の

多
い
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
郵
送
回
収
で
あ
っ
た
に
も
係

わ
ら
ず
、
観
光
客
か
ら
の
回
収
率
が
三
割
に
達
し
、
実
験

へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

加
え
て
、
各
種
項
目
に
関
し
て
、
今
後
白
川
村
の
ま
ち

づ
く
り
と
交
通
基
本
計
画
の
策
定
に
必
要
な
各
種
の
デ
ー

夕
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
駐
車
場
の
配
置
、
規

模
、
運
用
方
法
、
駐
車
場
か
ら
の
送
迎
手
段
等
に
関
し
て
、

今
後
の
検
討
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大

き
く
、
総
体
と
し
て
は
満
足
の
で
き
る
実
験
で
あ
っ
た
。

五

今
後
の
取
組
み

今
後
は
、
実
験
結
果
を
踏
ま
え
て
、
地
域
住
民
の
更
な

る
合
意
形
成
を
高
め
、
交
通
対
策
の
本
格
稼
働
に
向
け
て

の
試
行
の
段
階
に
入
る
。

へ実
験
で
得
ら
れ
た
様
々
な
課
題
〉

･
本
格
稼
働
に
必
要
な
資
金
確
保
の
た
め
の
体
制
づ
く

･
車
両
進
入
制
限
実
施
時
の
交
通
整
理
員
等
の
削
減
の

た
め
に
、
情
報
案
内
板
や
駐
車
場
等
の
整
備

･
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
の
体
制
面
、
設
備
面
で
の
検

　　--三口
･
世
界
遺
産
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
環
境
の
実
現
の

た
め
に
、
村
民
の
自
動
車
利
用
の
制
限
、
自
動
車
の

共
同
保
有
等
に
向
け
た
検
討
や
実
験
の
準
備
等

･
世
界
文
化
遺
産
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の
整
備

な
ど

こ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
試
行
を
重
ね
、
白
川

郷
に
ふ
さ
わ
し
い
観
光
客
と
住
民
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

た
交
通
対
策
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
い
く
。

な
お
、
平
成
一
四
年
度
は
地
域
住
民
の
方
々
の
理
解
と

白
川
村
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が

ら
、
一
〇
月
上
旬
に
試
行
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

図8 駐車場の料金設定について

)

円
跳

00
0

関
節
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榊

ヂ
軍
威
蹴薑
筆
鷹
褶
衾
藁
験
繍
黒
靭
り
ま
と
め
他
臟
鬮
榊

鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
膠

“

璽
心
南
衞
地
⑭
活
性
化
に
向
け
た

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
雫
ー
ル
鼈
構
墓
稟
轢

福
井
市
都
市
政
策
部
都
市
整
備
推
進
室

一

は
じ
め
に

福
井
市
の
中
心
市
街
地
は
、
一
〇
〇
齦
余
り
の
区
域
の

中
に
県
庁
を
は
じ
め
と
し
た
官
公
庁
や
事
業
所
、
福
井
駅

前
商
店
街
等
の
数
多
く
の
商
店
街
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
県

都
の
玄
関
口
で
あ
る
、
J
R
福
井
駅
を
中
心
に
私
鉄
電
車

や
路
線
バ
ス
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
多

く
の
人
や
も
の
、
情
報
が
行
き
交
い
、
地
域
独
自
の
生
活

文
化
を
育
む
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
本
市
に
お
い
て
も
、
自
動
車
社
会
の
到

来
に
伴
い
、中
心
市
街
地
の
魅
力
の
低
下
が
進
ん
で
お
り
、

そ
の
活
性
化
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
福
井
市
で
は
、
平
成
=

年
に

｢出

会
い
、
暮
ら
し
、
遊
び
が
彩
る
ま
ち
づ
く
り
｣
を
基
本
理

念
に
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

(対
象
区
域
面
積

一
〇
五
･
四
加
)
を
策
定
し
、
｢ブ
ラ
ス
1
時
間
楽
し
む

ま
ち
｣
を
目
標
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

｢す
ま
い
る
｣

の
連
行
や
T
M
O
構
想
の
策
定
な
ど
活
性
化
に
向
け
た

様
々
な
事
業
が
動
き
始
め
た
。

特
に
、
当
面
重
点
的
に
整
備
す
る
地
区
と
し
て
、
連
続

立
体
交
差
事
業
等
が
進
む
福
井
駅
周
辺
と
と
も
に
位
置
付

け
ら
れ
た
中
央
一
丁
目
地
区
に
お
い
て
は
、
平
成
三
一年

度
か
ら
国
土
交
通
省
の
補
助
を
受
け
て

｢賑
わ
い
の
あ
る

道
づ
く
り
事
業
｣
に
着
手
し
、
市
道
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
電
線
類
の
地
中
化
、
舗
装
の

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
福
井
市
の
路
面
電
車
は
、
民
間
の
福
井
鉄
道
㈱

が
運
営
主
体
で
福
井
市
と
武
生
市
を
結
ぶ
総
延
長
二
一
･

四
如
の
う
ち
田
原
町
~
福
井
新
聞
の
三
･
三
如
が
軌
道
区

間
で
あ
り
、
市
役
所
前
~
福
井
駅
前
間
約
三
〇
0
m
が
枝

線
と
な
っ
て
お
り
、
福
井
市
の
代
表
的
な
中
心
商
業
地
を

通
る
特
徴
的
な
路
線
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
路
面
電
車
の
将
来
の
あ
り
方
が
定

ま
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業

に
よ
る
駅
前
電
車
通
り

(市
道
中
央
一
ー
三
三
〇
号
線
)

の
整
備
形
態
を
定
め
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
福
井
市
で
は
、
路
面
電
車
の
将
来
の
あ
り
方

を
見
据
え
た
道
路
空
間
利
用
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
た

め
、
社
会
実
験
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

平
成
三
年
一
一
月
に
、
学
識
経
験
者
、
地
元
商
店
街

代
表
、
民
間
団
体
代
表
、
一
般
市
民
代
表
、
交
通
事
業
者
、

国
、
県
、
市
の
関
係
機
関
等
二
七
名
で
構
成
す
る
、
ふ
く
い

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
社
会
実
験
協
議
会

容
云長

…本
多

義
明
福
井
大
学
教
授
)
を
設
置
し
、
実
験
計
画
の
策
定
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。
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行
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す
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【セ
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モ
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】
(
一
O
月
二
九
日
~
-
一
月
四
日
)

歩
道
幅
員
を
拡
幅
し
て
歩
行
空
間
の
確
保
を
行
い
、

車
両
の
速
度
を
抑
え
、
歩
行
者
優
先
の
道
路
空
間
と
す

る

(写
真
2
)。

②
福
井
鉄
道
沿
線
四
駅

(田
原
町
駅
、
ベ
ル
前
駅
、
ハ

図 2 中央 1丁目地区拡大図



表 1 評価の視点と検証項目

評価視]点 実験によって評価する事項 検証項目 必要な関連鸚査

①

歩新一そ空間
ネットワーク
の検証

1)滞留空間, 新たかQ道路
空間としての活用の可

饌
･賑わいの創出
･回遊性の向上

･中央1丁目地区へ流杁｣した歩垳認者 ･自転車交運搬の変化
‐来街者の来街頻度 、
･滞在時間の変化と理由
･主な立寄り先、普段の日との行動の変化 ′

‘隅騎行者交通量調査

鶏奮者アンケ-ト

2 )新しい道路利用形態で
あるトランジットモー
ルに対する評価

･交n通規制による影響
･歩行空間のあり方
･トランジットモールに対する評価 ･印象
･トランジットモールとセミモールの評価の相違

･各交n頭手段別の交通規制に対する感想
･商品の搬出入
･植栽、プランターについて
･来街者、商店街のトランジットモールに対する印象
･トランジットモ-ルとセミモ-ルの印象窃富、 ･ 、

来競者アンケート
来済者ヒアリング調査
商店街サ前‐事後アンケート鬮査

関係者翻査

3 )商店街に与える効果と

鱗 -
･商店偽活性化ろく"寄与度
･買い物客の増減

･商店街への影鱗, 売上等の変化 商店街事前 ･事後アンケート調査

②
自動圏父召彌に
与える効果

礬の襁

1 )交剱踊規制による自動車

麺への廃 ･周辺道路において発生した問題及び影融

･自動車交通量の変化
･周辺道路における路上駝爾
･艀陵籾掘の待ち行列
･自転車の駐車

自動車交盈彌搬調査

路ト胛照状嘲況調査

渋縦鰡調蛮
路 r五輪状況調査

関係、者鵬査

来街縄者アンケート

2)信窃蛎示変更による周
辺交通^~の効果と影響

･大名"｣〆足点の信鰍旁示変更による交通混雑への影響
･大名町- -建点、福井駅豊島上町線スクランブル交差点の渋滞絆状赳況、交差
点飽和度計算

自動車交[瀰量調査

渋帳鰄朧
関係者郭査

③
公共交通機関アク
セス体系の検証

1滲ん鮫通への纖鱗
2 )公共交通活用の可能性

･来践者の名交創踊手段利用者数の変化
･公u父涌への転換需要の有無
･シャトル電車の塑塵行形態の妥当性

･公共K>通機関荊用の変化
･シャトル罐鰻利用者の特性

電車 ･バス乗降人員調査

来 着アンケート

3)パーク&ライド実施の
可能性

･パーク&ライドの利用状況と立地名M件
･利用するための条件
･周辺道路交通量削減効果

･パークアンドライド第l用の実態
パークアンドライドアンケート調

査

④
市民参加に
よる賑わいの

まちづくりの

總

1 ) 借知髀臘僕の周知度 ･社会実験の実施に関する情報の周知度 ･襁蛾の周知
来*者アンケート

来観者ヒアリング調査

2) 市民意識の変化 ･実験参加による都市交通問題や中心砺倒藝地活性化に対すな意識 ･都市交通問題や中心n街地活性割化に対する意識の変化

来 ±アシケート

来街者ヒアリング調査

商店街事前 ･事後アンケート調査

関係者調査

⑤

関係者間

の合意形成
過程の集約

協議先との協議目的及び

主な内容

･発生した利答に対する合意形成過程
･合意形成過程の妥当性
･合意形成を円滑に進めるための改善点

合意形成の過程 釧閻, 組織体制,協議回蹴 関係者調査



写真4

写真 3 シャトル電車の運行
(田原町駅)

三

実
験
結
果
と
今
後
の
方
針

"

歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
証

○
歩
行
者
の
立
場
に
立
っ
た
道
路
整
備

歩
行
者
が
歩
き
や
す
い
空
間
を
実
現
し
た
こ
と
に
よ

り
、
来
街
者
の
増
加
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
に
効
果
が
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
優
先
の
道
路
空
間
づ
く
り
を

考
え
て
い
く

(図
4
~
6
)。

○
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
現

来
街
者
の
多
く
が
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
好
印
象
を

持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
商
店
街
で
は
、
す
べ
て
の
交
通

手
段
が
通
行
で
き
る
道
路
整
備
を
望
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
現
は
、
周
辺
環
境
整
備

や
駐
車
場
ア
ク
セ
ス
の
確
立
な
ど
を
に
ら
み
な
が
ら
中
長

期
的
に
検
討
す
る

(図
7
5
9
)。

②

円
滑
な
自
動
車
交
通
処
理
の
検
証

(自
動
車
に
与
え
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影
響
)

自
動
車
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一
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出典 :来街者アンケート調査 (T M )

図9 駅前電車通りの整備意
向 (来街者)

図 8

出典 :来街者アンケート調査

道路空間に対する感想

出典 :商店街アンケート調査

図 7 駅前電車通りの整備意
向 (商店街)

で
荷
捌
き
車
や
タ
ク
シ
ー
の
路
上
駐
車
が
増
加
し
た
。

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺

の
交
通
処
理
計
画
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

(図
噂
･
=
)。

③

公
共
交
通
機
関
ア
ク
セ
ス
体
系
の
検
証

○
公
共
交
通
の
活
用

す
ま
い
る
ト
ラ
ム
に
新
型
低
床
車
両
を
連
行
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
機
関
へ
の
転
換

の
可
能
性
が
見
ら
れ
、
課
題
を
整
理
し
て
実
施
へ
の
可
能

性
を
検
討
す
る

(図
腰
･
旧
)。

○
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

買
物
目
的
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
そ

の
利
用
者
の
多
く
が
好
印
象
を
持
っ
て
お
り
、
今
後
、
駐

車
場
の
立
地
条
件
、
駐
車
料
金
、
電
車
運
賃
等
を
含
め
て

実
現
化
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く

(図
14
･
応
)。
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出典 :来街者アンケート調査

図13 公共交通機関による来街者の
増加

出典 :すまいるトラムアンケート調査

図12 自家用車から公共交通手段に
乗り換えた来街者
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□ 自動車が通行できて歩道を拡幅
□ 現状のままでよい
□ 興味がわかない
園 わからない
□ その他

　　　　　　　　　　

　 　 　

⑩
図 1 1 トランジットモールに

よる自動車交通量の変化
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図10 路上駐車の増加
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出典 :P& R利用者アンケート調査

図15 パークアンドライド駐車場を利
用してみた感想 (主に買物客)

出典 :P& R利用者アンケート調査

託

考
え
ら
れ
る
酋
捲
~
@
o

図14 パークアンドライド駐車場が実
現したときの利用意向(主に買物客)

社
会
実
験
の
周
知
度
は
比
較
的
高
く
、
ま
た
来
街
者
の

約
四
割
に
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
今
回

の
実
験
が
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
契
機
に
な
っ
た
も
の
と

約 (4)

市
民
参
加
、
合
意
形
成

出典 :商店街事前アンケ- 総 出典 :来街者アンケ- 調査 を
図17 商店街へのP R効果 図16 来往テ者の意識の変化 の

と

◎

駅
前
電
車
通
り
の
整
備
方
針

実
験
結
果
に
基
づ
き
、
ふ
く
い
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

社
会
実
験
協
議
会
で
は
駅
前
電
車
通
り
を

｢歩
行
者
主
体

の
回
遊
空
間
｣
と
位
置
付
け
、
中
長
期
的
に
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
化
を
目
指
す
方
針
を
提
案
し
た
。

ま
た
、
当
面
の
短
期
整
備
方
針
と
し
て
、
電
車
の
単
線

化
や
車
道
の
一
方
通
行
化
な
ど
に
よ
り
歩
行
空
間
の
拡
幅

を
行
う
断
面
案
三
案
も
提
案
し
た

(図
旧
)。

出典 :来街者アンケート調査

図18 市民へのP R効果
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A 廳 電車複線- 方通行
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今
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の
進
め
方

圓 廳 電車単線相互通行

福
井
市
で
は
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ふ
く
い
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
社
会
実

験
協
議
会
か
ら
の
方
針
案
に
基
づ
き
、
市
民
の
意
見
を
反

映
し
な
が
ら
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
賑
わ
い
の

道
づ
く
り
事
業
に
よ
る
道
路
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
。今

後
は
、
短
期
整
備
方
針
の
策
定
の
た
め
、
実
験
で
明

ら
か
に
な
っ
た
様
々
な
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
地
元
商

店
街
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
平
成
一
五
年

度
の
整
備
着
手
を
目
指
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
に
つ
い
て
は
、
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
周
辺
で
の
大
規
模
工
事
が
完
成
す
る
平

成
一
九
年
度
を
目
途
に
実
現
化
の
検
討
を
進
め
る
予
定
で

あ
る
。

箔キヰセ 2002.7 ,ラク



一
は
じ
め
に

こ
の
度
、
コ
ス
ト
縮
減
、
限
ら
れ
た
道
路
空
間
等
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
一
般
の
乗
用
車
と
小
型
の
貨
物
車

の
み
が
通
行
可
能
な

｢小
型
車
専
用
道
路
｣
の
導
入
を
検

討
し
、
そ
れ
に
向
け
て
の
試
設
計
を
行
う
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
構
造
検
討
内
容
の
概
要
等
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

二

背
景

都
市
内
並
び
に
都
市
近
郊
に
お
い
て
、
交
通
需
要
の
増

大
に
対
応
し
た
道
路
構
造
が
求
め
ら
れ
る
中
、
コ
ス
ト
の

縮
減
、
環
境
保
全
、
道
路
空
間
の
有
効
活
用
等
の
諸
課
題

へ
の
一
層
の
取
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
策
と
し
て
、

平
成
六
年
三

月
の
道
路
審
議
会
答
申

｢21
世
紀
に
向
け

た
新
た
な
道
路
構
造
の
あ
り
方
｣
の
中
に
一
般
の
乗
用
車

と
小
型
の
貨
物
車
の
み
を
通
行
可
能
と
し
た

｢小
型
車
専

用
道
路
｣
の
導
入
が
渋
滞
緩
和
等
の
対
策
と
し
て
提
唱
さ

れ
て
お
り
、
国
土
交
通
省
と
し
て
も
関
係
省
庁
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
平
成
九
年
度
よ
り
学
識
経
験
者
、
有
識
者
等

を
踏
ま
え
た
検
討
会
を
開
催
し
、
道
路
構
造
等
技
術
的
側

面
及
び
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
運
用
方
針
等
に
つ
い
て
審

議
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
橋
･
高
架
の
道
路
に
お
い
て
は
、
救
急

･

救
助
･消
火
活
動
時
の
構
造
物
の
安
全
性
及
び
活
動
状
況

に
関
し
大
き
な
支
障
が
な
い
と
し
た
基
準
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
こ
の
度
、
個
別
具
体
的
な
箇
所
で
の
試
設

計
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
基
準
案
を
適
用
す
る
上
で
の
課

題
、
効
果
等
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

小
型
薹
専
卿
癰
輸
の
導
入
轢
謝
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
構
造
基
準
係オーバーバスのイメージ

図 1 小型車専用車線の導入イメージ

アンダーバスのイメージ



三

小
型
車
専
用
道
路
に
関
す
る
技
術
基
準
案

の
概
要

表2 ナンバーによる区分別の車両諸元、登録車数及び首都高交通量 (構成比)

ナンノミー 礬
白
口 車両最大諸元※1 リム※

、
ノ獺繃

首都高交通量

(構成
↓
雌%)凝誇 幅 群

O
J 普通廉用車 12

.
o m 2

,
5 m 3

.
8 m 37

,
7 % 眺獲れ寸

A
V

に
〉 月鯉疎漏車 4

,
7 m 1

.
7 m 範?

“ 概40

月
マ イ璧臓物車 “ “ “ 概14 芻に

tV
-1l-

11-
普通融貨物車 12

.
o m 2

,
5 m 痴Q

J 銚“
★ 芻R

U
1I▲

?
“ バス等 “ "

′ “ 〉孫
~

Q
J

ハU 攪ハ"〕

※ 1 :道路運送車両法

※2 :平成7年東京都自動車登録台数 (除軽自動車)
※ 3 :平成10年第24回首都高速道路交通起終点調査

表 1 車両諸元

長 さ 幅 高 さ
小 型 車 鎌ぬ

U 伽a 椥n乙

靴蹴
12

.
om 2

,
5m 3

.
8m

以
下
の
基
準
案
は
、
委
員
会
の
検
討
に
よ
り
提
案
さ
れ

た
技
術
基
準
案
で
あ
り
、
現
在
、
地
方
整
備
局
、
都
府
県
、

政
令
市
で
試
設
計
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
て
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

1

設
計
車
両

(表
1
)

一
般
的
な
救
急
車
両
が
通
行
可
能
と
な
る
よ
う
に
設
計

車
両
を
設
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
左
記
車
両
諸
元
は
、
道
路
運
送
法
の
五
ナ
ン
バ

ー
車
両
及
び
市
販
さ
れ
て
い
る
三
ナ
ン
バ
ー
車
両
の
諸
元

の
ほ
と
ん
ど
を
上
回
る
。
四
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
も
積
荷

を
低
く
す
れ
ば
通
行
可
能
と
な
り
、
走
行
台
キ
ロ
の
約
八

0
%

(自
動
車
登
録
台
数
の
約
九
0
%
)
の
車
両
が
通
行

可
能
と
な
り
ま
す
。

彌
、
、
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1
l
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図2 設計車両と小型車専用道路横断面
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2

横
断
面
の
縮
小

(表
3
)

第
四
種
の
道
路
幅
員
に
つ
い
て
は
、
道
路
構
造
令
に
規

定
す
る
最
小
の
車
線
幅
員
で
あ
る
二
･
七
五
m
(三
種
四

級
、
最
大
設
計
速
度
五
○
如
/
h
)
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
停
車
時
に
、
そ
の
他
の
車
両
の
す
れ
違
い
が
可

能
と
な
る
よ
う
道
路
全
体

(路
肩
を
含
む
)
の
最
小
幅
員

を
六

･
o
m
と
し
て
い
ま
す
。

3

建
築
限
界
の
縮
小

(表
4
)

設
計
車
両
高
さ
二
･
八
m
に
リ
バ
ウ
ン
ド
余
裕
○
･
二



m
(実
測
値
を
参
考
)
を
考
慮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
構
造
令
の
建
築
限
界

(第
三
一条
)
に
お

い
て
、
大
型
車
の
自
動
車
が
迂
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
道

路
が
あ
る
と
き
は
三
m
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
歩
道
の
建
築
限
界
が
二
･
五
m
以
上
と
な
っ
て
い
る

こ
と
等
も
考
慮
し
ま
し
た
。

4

縦
断
勾
配
の
緩
和

(表
5
)

降
坂
時
の
走
行
安
全
性
を
考
慮
し
て
、
現
行
の
縦
断
勾

配
特
例
値
を
維
持
し
、
小
型
車

(二
、
0
0
0
に
級
)
の

登
坂
性
能
を
照
査
し
た
上
で
規
定
値
を
設
定
し
ま
し
た
。

5

救
急
･
消
火
活
動
を
行
う
緊
急
車
両
を
想
定
し
た
設

計
荷
重
を
設
定

小
型
車
専
用
道
路
に
お
け
る
橋
、
高
架
の
道
路
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
の
道
路
は
、
そ
の
設
計
に
用
い
る

設
計
自
動
車
荷
重
を
小
型
の
自
動
車
三
〇
州
並
び
に
維
持

管
理
及
び
緊
急
の
自
動
車
の
荷
重
と
し
、
当
該
橋
、
高
架

の
道
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
の
道
路
に
お
け
る

小
型
、
維
持
管
理
及
び
緊
急
の
自
動
車
の
交
通
の
状
況
を

勘
案
し
、
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造

と
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
道
路
構
造
令
で
は
設

計
自
動
車
荷
重
を
二
四
五
霞
と
し
て
い
ま
す
。

6

通
行
車
両
の
規
制

小
型
車
専
用
道
路
を
通
行
可
能
な
車
両
は
、
道
路
法

(昭
和
二
七
年
法
律
第
一
八
〇
号
)
第
四
五
条
又
は
第
四

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
道
路
標

識
に
よ
り
示
す
も
の
と
し
ま
し
た
。

表 5 規定値
設計速度(km/h) 小型車専用道路 道路構造令

80 ワ
r

4
喰

60 Q
U

にJ

鱒 n
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表 3 車両幅員

灘馴
繊

婢
擬

小
設

小型車専用道路 道路構造令

第4種第1級 mにJワ
ー

り
“ 随?“QJ搬

4 建築限界
小型車専用道路 道路構造令

雫轢
高

3
,
om 4

.
5m

図 3 チェック施設 (参考)



図4 (海外事例) バリ市内シャルル ･ド ･ゴール ･エトワール広場の乗用車専用アンダーバス

①

重
量
制
限

三

･
o
t

②

高
さ
制
限

二
･
八
m

③

最
大
幅

二

･
o
m

ま
た
、
小
型
車
専
用
道
路
の
分
合
流
部
分
に
は
、
通
過

す
る
車
両
が
走
行
可
能
な
車
線
へ
の
移
行
区
間
及
び
通
行

可
能
な
車
両
を
確
認
す
る
施
設
か
ら
構
成
さ
れ
、
チ
ェ
ッ

ク
施
設
と
し
て
、
図
3
の
よ
う
な
施
設
を
小
型
車
専
用
道

路
入
口
か
ら
七
五
m
以
上
離
れ
た
位
置
に
、
当
該
入
口
に

直
に
接
続
す
る
車
線
上
に
設
け
る
も
の
と
し
ま
す
。

四

小
型
車
専
用
道
の
効
果

現
在
、
通
常
の
道
路
は
大
型
車
を
含
む
全
て
の
車
両
が

通
行
可
能
な
断
面
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
都
市
内
の
渋
滞
箇
所
の
う
ち
、
大

型
車
の
通
行
が
別
途
確
保
さ
れ
、
か
つ
、
大
型
車
の
混
入

率
が
少
な
い
場
所
で
は
、
小
型
車
の
み
の
通
行
を
確
保
す

る
よ
う
な
断
面
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
下
記
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

.
渋
滞
緩
和

…土
地
利
用
、
用
地
、
工
費
な
ど
の
問
題

が
懸
案
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
立
体
交
差

の
整
備
に
よ
る
抜
本
的
な
渋
滞
対
策
を
行
え
ま
す
。

･
コ
ス
ト
削
減

…
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
縮
小
や
橋
を
設
計

す
る
際
の
車
両
重
量
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
建
設
コ

ス
ト
が
削
減
さ
れ
ま
す

(約
二
割
~
四
割
の
コ
ス
ト

縮
減
)。

･事
業
の
早
期
進
捗
…幅
が
狭
い
な
ど
か
ら
、
用
地
買

収
を
す
る
範
囲
を
狭
く
し
た
り
な
く
す
こ
と
が
で

き
、事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

五

試
設
計
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

基
準
案
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
地
方
整
備

局
･
地
方
公
共
団
体
等
に
お
い
て
、
都
心
部
の
渋
滞
交
差

点
や
都
市
高
速
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
箇
所
等
を
対
象
に
可
能

性
や
効
果
の
検
討
と
試
設
計
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
救

急
･
救
助
･
消
火
活
動
に
係
る
具
体
的
な
対
応
及
び
ト
ン

ネ
ル
部
で
の
課
題
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
検
討
を
踏
ま
え
、
一
五
年
度
内
に

基
準
の
と
り
ま
と
め
を
目
指
し
ま
す
。



一
は
じ
め
に

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
全
国
で
約
一
万
蹴
の
有
料

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
社
会
経
済
活

動
、
日
常
生
活
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、

有
料
道
路
上
に
お
い
て
も
交
通
渋
滞
が
恒
常
化
し
て
い
る

の
が
実
状
で
す
。
日
本
道
路
公
団
の
調
査
に
よ
る
と
、
高

速
道
路
に
お
い
て
は
渋
滞
発
生
箇
所
の
う
ち
、
全
体
の
約

三
割
が
料
金
所
に
起
因
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
及
び
道
路
四
公
団
等
は
、
料
金
所
渋
滞
の
解
消
･
緩

和
等
の
観
点
か
ら
、
無
線
通
信
技
術
を
利
用
し
て
料
金
の

支
払
い
を
可
能
と
す
る
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い

シ
ス
テ
ム

(国
8
自
己
o
ば
巳
n
o庁
a
8
ぞ
終
①B
、
以
下

｢
E
T
C
｣
と
い
う
。)
の
研
究
開
発
を
進
め
、
モ
ニ
タ
ー

車
を
対
象
と
し
た
試
行
運
用
を
平
成
一
二
年
四
月
よ
り
約

一
年
間
実
施
し
た
後
、
平
成
一
三
年
三
月
よ
り
千
葉
地
区

を
中
心
と
す
る
料
金
所

(六
三
箇
所
)
で
一
般
利
用
者
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
年
三

月
に
は
全
国
約
六
〇
〇
箇
所
の
料
金
所
に
サ

ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
平
成
一
四
年
六
月
末
現
在
、
六
八
七

箇
所
の
料
金
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

末
ま
で
に
は
、
首
都
高
速
道
路

･
阪
神
高
速
道
路
の
ほ
ぼ

全
て
の
料
金
所
を
含
む
、
九
〇
〇
箇
所
の
料
金
所
に
サ
ー

ビ
ス
を
拡
大
す
る
予
定
で
あ
り
、
全
交
通
量
の
約
九
割
を

カ
バ
ー
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

(図
1
･
2
)。

(平成9年 日本道路公団調べ)
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　渋図 1 高速道路の渋滞原因
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三

日
本
の
E
T
C
の
特
長

我
が
国
の
E
T
C
シ
ス
テ
ム
は
、
I
S
O
規
格
、
I
T

U
勧
告
等
の
国
際
標
準
に
全
面
的
に
対
応
す
る
な
ど
、
世

界
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

全
国
統
一
シ
ス
テ
ム
で
構
築

多
く
の
道
路
事
業
者
、
異
な
る
料
金
体
系
の
中
で
全

国
共
通
に
使
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
た

め
、
利
便
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で

は
、
互
換
性
の
無
い
約
二
〇
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
て

い
る
な
ど
、
海
外
で
は
路
線
ご
と
に
シ
ス
テ
ム
が
異
な

る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

②

人
と
車
を
個
別
に
識
別

車
載
器
で
車
、
E
T
C
カ
ー
ド
で
個
人
を
識
別
す
る

　　　　　　　　

噺た纖繍卿榊魔の離火曜ついて

道路局有料道路課
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図 2 ET Cサービス実施料金所

一
一ピ
ー
ス
タ
イ
プ
で
あ
り
、
有
料
道
路
の
利
用
者
に
確

実
に
課
金
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
レ
ン
タ

カ
ー
な
ど
多
様
な
利
用
形
態
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

③

高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

日
本
道
路
公
団
の
別
納
制
度
で
は
、
月
額
一
〇
億
円

単
位
の
利
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
額
決
済
に
も
対
応

し
う
る
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

④

前
納
･後
納
両
方
式
に
対
応

料
金
決
済
方
法
は
、
前
納
･
後
納
の
両
方
式
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

三

E
T
C
の
普
及
･
利
用
状
況

我
が
国
の
E
T
C
は
、
平
成
一
三
年
三
月
の
一
般
運
用

開
始
、
三

月
の
E
T
C
サ
ー
ビ
ス
全
国
展
開
を
経
て
、

着
実
に
普
及
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成

一
四
年
六
月
末
に
お
い
て
、
E
T
C
車
載
器
の
普
及
台
数

は
約
三
六
万
台
と
な
っ
て
お
り
、
一
カ
月
あ
た
り
約
五
万

台
の
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
普
及
が
進

め
ば
、
平
成
一
四
年
度
末
に
は
普
及
台
数
は
八
〇
万
台
に

達
し
、
更
な
る
普
及
策
に
よ
り
一
〇
〇
万
台
の
到
達
も
み

え
て
く
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
E
T
C
の
普
及
状
況
と
比
較
し
て
み
る
と
、
米

国
は
E
T
C
の
導
入
か
ら
約
一
三
年
を
経
て
、
現
在
約
九

〇
〇
万
台
が
普
及
し
て
い
る
も
の
の
、
仕
様
の
異
な
る
約

二
○
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
て
お
り
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム

あ
た
り
の
平
均
普
及
台
数
は
四
〇
万
台
程
度
と
な
っ
て
い



ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
導
入
か
ら
三
一年
を
経
た

段
階
で
普
及
台
数
は
一
三
万
台
と
い
う
状
況
で
す
。

一
方
、
E
T
C
利
用
台
数
は
一
日
あ
た
り
約
一
五
万
台

で
あ
り
、
E
T
C
を
導
入
し
て
い
る
料
金
所
に
お
け
る
E

T
C
利
用
台
数
の
割
合
は
約
二
･
六
%
と
な
っ
て
お
り
、

E
T
C
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
展
開
し
た
直
後
の
昨
年
一
二
月

と
比
較
す
る
と
、
約
三
倍
の
利
用
台
数
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
着
実
な
増
加
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
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薊
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図 3 ET C普及台数の累計と 1日あたり普及台数の推移

　
　

　

　
　
　
　

　
　
　

台
00

50

00

50

00

50

00

50

し
か
し
、
料
金
所
渋
滞
の
緩
和
等
、
E
T
C
の
導
入
効

果
を
発
現
し
て
い
く
た
め
に
は
更
な
る
普
及
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
普
及
促
進
策
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

(図
3
･
4
、
表
1
)。

四

E
T
C
の
新
た
な
割
弓
制
度

E
T
C
の
割
引
制
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
三

月
末
の

全
国
展
開
と
同
時
に
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路

解
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図

公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
の
三
公
団
に
よ
っ
て

｢E
T

C
期
間
限
定
特
別
割
引
｣
が
実
施
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
割
り
は
、
割
引
率
が
二
0
%
と
、
現
行
の
ハ
イ

ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
や
回
数
券
と
比
較
し
て
大
き
な
割
引
率
が

設
定
さ
れ
、
初
期
の
E
T
C
利
用
者
の
負
担
感
軽
減
に
資

す
る
割
引
で
あ
る
も
の
の
、
割
引
上
限
額
が
各
公
団
累
計

勧　

一
万
円
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
限
定
的
な
割
引
制
度
で
あ

っ

っ
た
た
め
･
E
T
C
利
用
者
等
か
ら
恒
久
的
な
割
引
の
導

鵞

入
が
求
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

漕

三
公
団
で
は
、
料
金
の
前
払
い
を
行
っ
た
方
が
E
T
C

“

表 1 ET C利用率 (平成14年 6月2 1一2 7日平均)

日本道路公団
速
団

高
公

都
路

首
道

速
団

高
公

神
路

阪
道

全 国

数
の

C

台
g

T

用
ゑ

E

利
“

則118

旧
約
台

nY忍

ヨ

2

在
約
台 瀞約台 抑153

伯
約
台

佛
C

率
T

用
E

利 第 幼 蜷 第
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料金所

　　　
E TC

　 　 　　　利用者な 初回,登録時のみ

図 5 ET C前払割引の流れ

表 2 ET C前払割引の概要

E T C 前払割引の概要

割引開始日 平成 1 4年7月 1 9日 (金)

割引適用路線 日本道路公団、首都高速道路公団、阪神高速道路公団等、道路管理者が定める路線

※本州四国連絡道路では適用されません。

割引率 前払金 利用可能額 割引率

l o ,0 0 0円 1 0 ,5 0 0円 4 .8 %

5 0 ,0 0 0円 6 8 ,0 0 0円 1 3 .8 %

ユーザ-登録方法 1 郵送 (申込用紙は、主な料金所、サービスエリア、車載器セットアップ店等で

ご入手ください)

2 インターネット http:"w w w .et◇PlazaJP′

ユーザ‐登録項目 1 住所、氏名、連絡先

2 車載器管理番号

3 車両番号 (ナンバー)

4 E T Cクレジットカード番号、有効期限

※登録するE T C カー 門は、本人のほかに家族用E T Cカード3枚まで可能。

(同一契約法人カードも3枚まで登録可能です。)

前払金申込方法 1 電話 0 4 4一 8 6 0一 1 1 9 9 (自動音声対応電話)

※トーン信号の出る電話を御利用ください

2 H Pアドレス hapゾ′www .etc‐plaza jp′

3 携帯電話のインターネットサービス

① iモード

iモードメニー箒メニューリストご交通 ･地図 ･旅行守J H ハイウェイナビ

② J - S K Y

Jースカイ〆インコ交通トラベルの道路詩J Hハイウェイナビ

③ E Z w e b

E Zインターネット“地図 ･交通 ･旅行珍鉄道 ･交通ヲ J H ハイウェイナビ

※ 前払 I D、パスワードを使用して本人認証を行います。

※ 前払金はクレジットカード会社から請求されます。

その他 お問い合わせ先 : E T C プラザ (0 4 5一4 7 7一 1 1 5 1 ) 平日9:00~ “;00

インターネットで通行履歴が確認できます。

利用明細の発行をご希望の場合は、有料で郵送するサービスもあります。

翼T C前払割引に関する詳細は利用約款をご覧下さい。

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
申
し
込
ん
だ
前
払
金
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
を
通
じ
て
、
後
日
所
定
の
口
座

か
ら
り
き
落
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在

｢E
T
C
期
間
限
定
特
別
割
引
｣
を
ご
利

用
の
場
合
は
、
割
引
率
の
高
い

｢E
T
C
期
間
限
定
特
別

割
引
｣
を
優
先
的
に
適
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

を
利
用
し
て
有
料
道
路
を
通
行
し
た
場
合
を
対
象
に
、
ハ

初
に
、
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
E
T
C
プ
ラ
ザ

イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
並
の
料
金
割
引
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
初
回
登
録
を
行
う
と
、
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
郵
送
さ

に
つ
い
て
か
ね
て
よ
り
検
討
を
進
め
、
こ
の
た
び
、
七
月

れ
ま
す
。
こ
の
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し
、
前
払
金

一
九
日
よ
り

｢E
T
C
前
払
割
引
｣
を
開
始
す
る
こ
と
と

の
申
込
を
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
と
、
そ
の
直

な
っ
て
い
ま
す
。

後
の
利
用
か
ら
前
払
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
前
払
金
の

｢E
T
C
前
払
割
引
｣
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
最

積
み
増
し
や
残
高
照
会
も
電
話

･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
可



E
T
C
前
払
割
引
の
初
回
登
録
及
び
前
払
金
の
申
込
を
行

っ
て
い
る
場
合
は
、
｢E
T
C
期
間
限
定
特
別
割
引
｣
の

割
引
上
限
額
に
達
し
た
公
団
の
利
用
分
か
ら
、
順
次

｢E

T
C
前
払
割
引
｣
に
自
動
的
に
移
行
し
て
い
く
た
め
、
無

駄
な
く
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す

(図
5
、
表
2
)。

五

E
T
C
の
導
入
に
よ
る
効
果

E
T
C
は
そ
の
普
及
に
よ
り
様
々
な
効
果
が
発
現
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
に
利
用
者
の

利
便
性
が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
道
路
政
策
の
考
え
方

を
変
革
し
う
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
と
い
え
ま
す
。

①

利
用
者
の
利
便
性
向
上

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

･
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
り
、
雨

R
U図

の
日
に
窓
を
あ
げ
な
く
て
済
む
な
ど
、
利
用
者
の
利
便

③

料
金
所
周
辺
の
環
境
改
善

性
が
向
上
し
ま
す

(図
6
)。

料
金
所
に
お
け
る
ノ
ン
ス

②

料
金
所
渋
滞
の
緩
和

滞
の
緩
和
に
よ
り
、
料
金
所

料
金
所
の
処
理
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と
に

よ
り
、
料
金
所
に
起
因
す
る
渋
滞
が
緩
和
す
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
E
T
C
利
用
率
が
五
0
%
に
達
す
れ

ば
、
料
金
所
の
先
で
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
場
合
を
除

き
、
料
金
所
渋
滞
が
概
ね
解
消
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す

(図
7
)。

,./図

料
金
所
に
お
け
る
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
及
び
料
金
所
渋

滞
の
緩
和
に
よ
り
、
料
金
所
の
手
前
に
お
け
る
ア
イ
ド

リ
ン
グ
や
ス
ト
ッ
プ
ア
ン
ド
ゴ
ー
が
減
少
す
る
た
め
、

職

瞼
等
の
排
出
ガ
ス
の
削
減
に
よ
り
、
環
境
改
善
が

図
ら
れ
ま
す

(図
8
)。

④

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
料
金
施
策
の
導
入

ゆ　

E
T
C
を
利
用
す
れ
ば
、
有
料
道
路
の
利
用
履
歴
を

?

確
認
す
る
こ
と
も
容
易
と
な
る
こ
と
か
ら
･

例
え
ば
乗

鰡

り
継
ぎ
時
の
割
引
や
、
均
一
料
金
制
を
採
用
し
て
い
る

漕

道
路
に
お
い
て
特
定
の
短
区
間
に
割
引
を
実
施
す
る
こ

蜜

　　　
　

な
≦き

き
＼さな“
イト

ぬ

.

‘
'
^
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と
も
可
能
と
な
る
な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

⑤

E
T
C
専
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
実
現

き
め
細
か
な
料
金
施
策
の
導
入
が
可
能
と
な
り
、
ス
ト

料
金

収
経

を
錺
減

る
E
T
C

ッ
ク
の
有
効
活
用
に
資
す
る
も
の
と
な
り
ま
す

(図

9
)
0

魔速坦毬且 高速△口7名馬
鱸鬮卿

藁
----鞄

論
ぜ -

図 9 特定区間割引のイメージ
--幽艶

き挑ま円諺業務鷲讓麟用務会議疑惑
ご
ね好

けど、

　　　　　 　 　　
　
　

料
金
徴
収
経
費
を
節
減
す
る
E
T
C
専
用
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
実
現
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
が
容
易
と
な
る
た
め
、
そ
の
設
置
間
隔
を
短
く
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
道
路
計
画
の
選
択
肢
が
飛

躍
的
に
広
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
中
)。

料金所ブースを集約するため広い敷地
が必要

図1O E T C 専用インターチェンジのイメージ

7
･

六

お
わ
り
に

4

E
T
C
は
、
そ
の
普
及
に
よ
り
効
果
が
飛
躍
的
に
発
現

即

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

セ

た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
o

従
っ
て
･

有
料

新

道
路
料
金
の
割
引
制
度
の
ほ
か
、
民
間
に
お
い
て
は
車
載

器
価
格
の
低
廉
化
や
手
続
き
の
簡
略
化
を
図
る
な
ど
、
官

民
が
互
い
に
連
携
を
図
り
、
普
及
促
進
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。



一
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
は
、
毎
年
八
月
一
日
か

ら
八
月
三
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
道
路
を
利
用
し

て
い
る
国
民
に
改
め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の

役
割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と
い
う
道
路
愛
護
思
想
の

普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
を
図
り
、
道

路
を
常
に
広
く
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
気
運
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
者
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
お

い
て
、
国
民
自
ら
が
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
十

分
理
解
し
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
各
種
行
事
に
参

画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
住
民
や
協
賛
団
体
の
関
係
者
等

を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、

そ
の
意
向

生
息
見
を
把
握
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
行

事
の
展
開
に
組
み
入
れ
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
行
事
と
し
ま
す
。

各
種
の
行
事
は
、
地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
し
、
道
路
管
理
者
は
そ
れ
に
極
力
協
力
を
す
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く
の
住
民
等
に
道
路
の
正
し

い
利
用
を
啓
発
し
、
道
路
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
定

す
る
よ
う
な
行
事
を
展
開
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
な
施
設
で
す
が
、

あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
そ
の
重
要

性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
国
土
交
通

省
で
は

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
を
広
く

一
般
か
ら
募
集
し
、
改
め
て
道
路
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
多
く
の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三

推
進
標
語

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
二
月
初
旬
か
ら
三
月
三
一
日
ま

で
の
お
よ
そ
二
ヵ
月
間
推
進
標
語
の
募
集
を
行
い
ま

し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り

あ
な
た
の
財
産
で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、

ふ
れ
あ
い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に

楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
と
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

の
各
道
路
管
理
者
の
関
係
事
務
所
、
高
速
道
路
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
｢道
の
駅
｢

自
治
体
の
道
路
維
持
担
当
部
署
及
び
そ
の
関
係
事
務

所
等
で
応
募
用
チ
ラ
シ
の
配
布
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
の
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
四
、
七
五
二
点
の
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
予
備
審

査
を
経
て
五
月
二
七
日

(月
)
に
最
終
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
終
審
査
は
、
残
間
里
江
子
氏

(プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

48 道イテセ 2002.7

r逍臨ふれあい卿鬮｣

推進標語について

道路局道路交通管理課



ー
)、
陣
内
貴
美
子
氏

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
)、
山
田
美
保
子
氏

(放
送
作
家

･

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
及
び
渡
辺
文
雄
氏

(俳
優
)
の
四

氏
に
よ
り
行
わ
れ
、
最
近
の
道
路
事
情
や
こ
の
推
進

標
語
の
必
要
性
等
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
最
優

秀
賞

(国
土
交
通
大
臣
賞
)
一
点
、
優
秀
賞

(道
路

局
長
賞
)
四
点
、
佳
作
四
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
標
語
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
期

間
中
に
道
路
情
報
板
、
垂
れ
幕
等
で
本
月
間
の
推
進

に
活
用
す
る
ほ
か
、
機
関
誌
等
に
掲
載
す
る
と
と
も

に

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ

る

｢道
の
日
｣
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
表
彰
さ
れ

ま
す
。

平
成
一
四
年
度
の
入
選
さ
れ
た
方
々
と
作
品
は
次

の
通
り
で
す
。

○
最
優
秀
賞
/
国
土
交
通
大
臣
賞

ゆ
ず
り
合
い

さ
せ
る
ゆ
と
り
を

つ
く
る
道

千
葉
県
東
葛
飾
郡
沼
南
町

森

菜
摘
さ
ん

○
優
秀
賞
/
道
路
局
長
費

学
生
の
部

新
時
代

出
発
点
は

こ
の
道
路

大
分
県
速
見
郡
日
出
町

岡
澤

美
奈
さ
ん

生
活
を

広
げ
る
道
路
に

思
い
や
り

栃
木
県
小
山
市

高
井

俊
宏
さ
ん

一
般
の
部

こ
の
道
は

街
の
顔
で
す

心
で
す

秋
田
県
河
辺
郡
雄
和
町

斉
藤

慎
悦
さ
ん

一
本
の

道
路
が
結
ぶ

地
域
の
輪
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広
島
県
三
次
市

関
谷

勝
美
さ
ん

○
佳

作

学
生
の
部

人
と
人
、
い
ま
と
未
来
を

つ
な
ぐ
道

岐
阜
県
岐
阜
市

塚
原

直
さ
ん

こ
の
道
路

な
く
て
は
な
ら
な
い

友
達
だ

広
島
県
広
島
市

山
田

佳
奈
さ
ん

最終審査会の模様

一
般
の
部

こ
の
道
路

住
み
よ
い
く
ら
し
を

生
む
力

石
川
県
金
沢
市

加
藤

清
さ
ん

こ
の
み
ち
は

未
来
の
ま
ち
を

つ
く
る
み
ち

福
岡
県
嘉
穂
郡
嘉
穂
町

大
塚

芳
明
さ
ん



｢道
の
日
｣
の
制
定
経
緯
と
趣
旨

道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で

す
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
そ

の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
明
日

を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備

･
道

路
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

昭
和
五
七
年
三
月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に

お
い
て
、
｢今
後
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た

っ
て
は
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
!
!

〃道
の
日
"
を
定
め
る
な
ど

道
路
に
関
す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
。｣
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
六

一
年
一
月
二
人
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
か

ら
、
｢明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り

･
円
滑
な
道

路
整
備

･
道
路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保

等
を
図
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の

前
提
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

"
道
の
日
"
を
設
け
、

あ
ら
た
め
て
道
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の

関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

た
日
と
す
る
。｣
と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)

で
は

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭

和
六
一
年
度
か
ら
八
月
一
〇
日
を
｢道
の
日
｣
と
し
、

道
路
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道

路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
八
月

一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
た
の
は
、

①
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
わ
が
国
で
最
初
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
1
次
道
路
改

良
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
②
広
く
一
般
国
民

に
定
着
し
て
い
る

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
※

(八

月
一
日
~
八
月
三
一
日
)
に
期
間
中
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
ま
す
。

※
平
成

一
三
年
度
よ
り

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

か
ら
名
称
変
更

｢道
の
日
｣
の
運
動

国
土
交
通
省
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
公
団
、

関
係
団
体
等
に
幅
広
く

｢道
の
日
｣
の
運
動
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
国
土
交
通
省
を
中
心
と
し
て
、
各

機
関
･
団
体
等
は
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
相

互
に
連
携
し
、
毎
年
全
国
各
地
で
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清
掃
な
ど
道
に
ち
な
ん
だ
各
種
行

事
及
び
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

｢道
の
日
｣
の
中
央
行
事

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
の
建
設

(現
国
土

交
通
省
)
事
務
次
官
通
達
を
受
け
て
、
そ
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
関
係
団
体
に
よ
り

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
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て
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
新
聞
広
告
、
電
車
広
告
等
の
活
用
に
よ
り
、

平
成
一
四
年
度

｢道
の
日
｣
中
央
行
事

本
年
度
で
一
七
回
目
を
迎
え
る
中
央
行
事
は
、
八

月
一
〇
日

(土
)
に
屋
内
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

(文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル
)、
屋
外
サ
テ
ラ
イ

ト て ト シ 月 に
を 子 ス ビ 一 本 ･′ あ
実 供 テ ッ 0 年 た
施 か 1 ク 日 度 っ
し ら ジ ホ ( で て
ま 大 ( 1 土 - 挫 い
す 人 新 ル ) 七 牛 ま
o ま 宿 に 回 度 す

平
成

･ 四
　　 　　

でト ス o

会
が
組
織
さ
れ
、
｢道
の
日
｣
中
央
行
事
の
実
施
等

はが
　　　
　　　
エ サ ジ

　　　
に イ 京

｢道の日｣ 中央行事の主な活動

昭和61年 ｢道の日｣制定記念式典、パレード (銀座中央通り)
｢日本の遺1の選｣ (第l期 :中央区中央通り他52道)の師彰

62年 ｢道の日｣テーマソングの作詞募集 (｢たまには … 遺で｣に決定)
｢日本の超1の選｣ (第2期 :江東区ほか湾岸道路他拗遣)の顕彰

63年 ｢道の日｣キャンペーンキャラクターの愛称決定 にっちだヨウ平)
平成元年 周遊ドライブコース企画コンテスト (沖縄西海岸周遊コース他12コースが入賞)

2年 ｢道の日｣記念式典 (｢夢ロード2l｣表彰式、｢道の日｣の歌コンサート等)
3年 ｢道の日｣イベント ｢ヨウ平ランド｣ (各県の協力による物産展等)
4年 ｢道の日｣イベント ｢ヨウ平ランド｣の開催及び ｢道の日｣記念シンポジウム

5年
｢道の日｣イベント ｢感 ･道フェア93｣
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、酒井法子コンサート等)

6年

｢道の日｣イベント ｢感 ･道ランド94｣
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、貴島サリオコンサート等)
｢くらしるとかかる橋｣フォト&エッセイ ･コンテストの実施
r道の日｣ ONE DAY SPECIA L STATION
(文化放送一日 ｢道の日｣特集の展開)

7年

｢道の日｣まつり95
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、かとうれいこコンサ-ト等)
｢こっちだヨウ平の道路はじめて物語｣ビデオの作成
｢道の日｣ BOOKの作成 (趣旨や道路整備の歴史等をまとめたパンフレット)

8年
｢道の日｣ロード･ジャンボリー
(春日通り、本郷通り等でのロ-ドウオーク、上野公園での道路パネル展等)
｢道の日｣新シンボルマークの制定

9年

｢道の日｣ロードパーク
(ミニトークショー、音楽バンドライブ、アンパンマンショー、クイズアベニュ
ー、パネル展、大道芸等)
東京湾アクアライン ｢道の日｣親子ウォーク

10年

｢道のこども親善大使｣見学会 (多離都市モノレール、麻布共同溝、
首都高管制センター、親善隊長編り地平)
｢道の日｣ライブステージ (ライブトーク、 ｢道のこども剱善大使J任命式、ス
ペシャルコンサート、ゲスト:問寛平、満水ミチコ、司会 :雨宮塔子)

11年

｢道のこども親善大使｣見学会 (浮島共同游、海ほたるパーキングエリア、浮島
換気塔、親善隊長:ダチョウ倶楽部)
｢道の日｣ライブステージ (トークショー、コンサート等ゲスト;清水アキラ、
ダチョウ倶楽部、司会 :菊間千乃)
｢道の日｣特設ステージ (道のうた、大道芸、クイズ等 司会:三島奨佳子)

12年

｢道のこども親善大使｣施設見学会 (海ほたるパーキングエリア、首都高管制セ
ンター等)
さわやか ｢道の日｣ステージ (マジック、トークショー等 ゲスト;加山雄三、
ナポレオンズ、西尾舞生 司会:木村郡奬)

13年

｢選のこども親善大使｣施設見学会 G教の駅 ｢とみうち｣ ･海ほたるパーキング
エリア等)
｢道のH｣フェスティバル 2001ステージ (ステージシヨ-、コンサート等 ゲス
ト:いっこく堂、山本直甑 司会 下ゞ平さやか)

1

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

(屋
内
)

開
催
日
…平
成
一
四
年
八
月
一
〇
日

(土
)

開
催
時
間
…
一
四
"
0
0
~

-
六
…三
0

(開
場

開 開
催 催 メ
時 日 イ
　 　 　 　
　 　 　 　

後
援
…国
土
交
通
省
、
内
閣
府
、
警
察
庁
、
日
本

道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神

高
速
道
路
公
団
、本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、

全
国
知
事
会
、全
国
市
長
会
、全
国
町
村
会

行
事
参
加
者
以
外
の
方
に
も
広
く

｢道
の
日
｣
の
普

及
･
啓
発
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

主
催
…
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

後 主
援 催

◎
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
及
び
内
容
は
変
更
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

2

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

(屋
外
)

開
催
日
…平
成
一
四
年
八
月
一
〇
日

(土
)

ヂ ナ 日 (
概 場 躍燿サい益 ③ ② ①

概 場

べ 置 民 . 日 吉 R 新 七 一 成 ト

J J 剪う参 市 芯 晴日量 手箆 辱盂盂盗 式 寝オ南北
イ 設 薗 沙色 女 吻 鬮平矛も獲姦簑簑気曼婦を。女翠
　 　　 　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　
　 　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　
　 　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　
　 　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　

所
…
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

式
…最
優
秀
、
優
秀
作
品
の
表
彰

③
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

"清
水
圭
、永
井
美
奈
子
、

千
住
真
理
子
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

千
住
真
理
子
と
新
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団

に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

*
全
体
進
行
は
永
井
美
奈
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
行

R
新
宿
駅
東
口
駅
前
広
場
)

要

圭
ロ本
興
業
タ
レ
ン
ト
に
よ
る

｢道
の

日
｣
バ
ラ
エ
テ
ィ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
他

メ
イ
ン
･
サ
テ
ラ
イ
ト
両
会
場
で
、
｢道
の

日
｣
を
国
民
の
祝
日
と
す
る
た
め
の
署
名
コ
ー

テ ○ (
　 　

　
　 　

者 七
一

･
ン , . 一

　　　ク よ 笏 ク 五 …

篝で シ る ) エ ( 四

　　 　　 　　　
1 の 他 の J ) -

語
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一
は
じ
め
に

一
般
的
に
、
道
路
整
備
に
は
長
時
間
を
要
す
る
も
の
が

多
い
こ
と
等
か
ら
、
中
期
的
な
目
標
と
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
的
か

つ
効
率
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
道
路
事
業
に
お
い
て
は
、
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、

こ
れ
に
定
め
ら
れ
た
整
備
の
目
標
に
基
づ
き
事
業
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
一
〇
年
五
月
二
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
は
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(平
成
五
~
九
年
度
)
に
引
き
続
き
、
平
成
一
〇
年
度
か

ら
平
成
一
四
年
度
の
五
箇
年
間
に
お
け
る
道
路
整
備
に
関

す
る
中
期
的
な
目
標
及
び
事
業
量
を
定
め
た
も
の
で
あ

る
。

国
土
交
通
省
道
路
局
と
都
市
･地
域
整
備
局
は
平
成
一

三
年
三
月
、
国
民
と
の
対
話
、
事
業
の
説
明
責
任
を
果
た

す
と
と
も
に
、
五
箇
年
計
画
の
残
り
の
期
間
に
お
け
る
取

組
み
方
針
を
示
す
べ
く

｢新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
方
針
｣
を
取
り
ま
と
め
、
概

要
に
つ
い
て
は
本
誌

(二
0
0
一
年
六
月
号
鮠
鯲
)
で
も

紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
五
箇
年
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
一
四

年
度
予
算
案
が
成
立
し
た
平
成
一
四
年
三
月
、
新
五
箇
年

計
画
に
定
め
た
目
標
に
つ
い
て
進
捗
の
見
込
み
等
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

｢新
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
に
掲
げ
た
指
標
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
｣
を

取
り
ま
と
め
た
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す

る
o

三

新
道
路
整
備
五
箇
年
･計
画
に
掲
げ
た
目
標

の
進
捗
の
見
込
み

新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
国
民
中
心
の

安
全
で
活
力
に
満
ち
た
社
会

･
経
済
･
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
、
図
1
に
示
す
重
点
施
策
を
設
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
事
業
を
効
率
的
･
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
｢新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
掲
げ
た
指
標
の
フ

ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
｣
で
は
、
新
五
箇
年
計
画
に
掲
げ
た
目

標
に
つ
い
て
の
計
画
期
間
終
了
時

(平
成
一
四
年
度
末
)

に
お
け
る
進
捗
の
見
込
み
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

62 首行セ 2n027

1

新
た
な
経
済
構
造
実
現
に
向
け
た
支
援

(経
済
構
造

改
革
)

0
地
域
の
競
争
条
件
確
保
の
た
め
の
幹
線
道
路
網
の
構
築

斯
週
鷺
榊
働
五
箇
筆
計
■
に
糒
げ
た

竃
穰
⑭
フ
宥
醐
…
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室



我
が
国
の
社
会
･
経
済
の
高
コ
ス
ト
構
造
の
是
正
を
通

じ
た
国
際
競
争
力
の
向
上
や
、
地
域
の
自
立
的
な
発
展
を

図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
網
の
構
築
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
目
標
と
す
る
延
長
の
約

八
0
%
を
供
用
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
高

規
格
道
路
に
つ
い
て
は
目
標
を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ

る
。高

規
格
幹
線
道
路
の
供
用
が
目
標
を
下
回
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
関
係
住
民
と
の
合
意
形
成
の
遅
れ
に
よ
り
事

業
進
捗

(特
に
用
地
取
得
)
が
当
初
の
予
定
よ
り
の
進
ま

五箇年間の目標 為湖 味
標

川
自 み

4
込

H
見 *( A ) ( B ) C

率

率

絡

絡

連

運

の

の

へ

へ

港

湾

空

港

%

%

%

%

%

%

56

39

約

約

解

眺
締

絲
合 計

(空港 ･ 港湾への連絡率)
29 % %44 銚△｢約 眺10約

表 3 国際空港 ･国際港湾との高速道路網とのアクセス

ア メ リ カ

伊酬撒独
本日

港
湾

空
港

際
際

回
国

%
%

%
%

%
%

･対象空港は国際定期便が就航している空港。 対象港湾は総貨物取扱
量が欧州については年間 1千万トン以上、 米 ･日本については 5百
万トン以上の港湾。

･対象となる空港 ･港湾の数 :空港25、 港湾36 (別記の空港50、 港湾

122の内数)
･日本 / 平成14年度末、 アメリカ / 空港1995年、 港湾1993年、 欧州 /

五箇年間の目標
H9末

整備状況
味
標

甜
目 み

4
込

H
見

五萬年飼の目撰に対する
進捗率等

( A ) ( B ) C

高規格幹線道路供用延長

紳紳
翻(UQU域約 磯R]約

地域高規格道路供用延長 癜“壽 m燃 mÛだり執約 猟10約

(参考) 高規格幹線道路の
面積カバー率鉾--

桃 桝 猟RY約 備]̂〉約

※ 1 : 1 時間以内で高規格幹線道路 (のインターチェンジ) に到達できる面積の割合

(離島部除く)

表 2 政策目標と進捗状況 (物流効率化の支援)

な
か
っ
た
こ
と
や
当
初
予
定
の
事
業
費
が
確
保
で
き
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
、
計
画
の
早
い
段
階
か
ら
情
報
公
開
し
、
透

明
性
の
向
上
や
客
観
性
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
事

業
の
効
率
的
な
進
捗
を
図
る
と
と
も
に
、
構
造
規
格
の
見

直
し
に
よ
り
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

②
物
流
効
率
化
の
支
援

国
際
的
な
大
競
争
時
代
が
到
来
し
、
国
内
の
物
流
コ
ス

ト
の
削
減
や
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
物
流
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
･
強
化
や
、
空
港
、
港
湾
、
鉄
道
、
物
流
拠

点
等
の
相
互
連
携
･
機
能
向
上
を
支
え
る
道
路
整
備
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
複
合
一
貫
輸
送
を
促
進
す

る
空
港

･
港
湾
へ
の
連
絡
道
路
な
ど
の
整
備
、
車
両
の
大
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12
日
空

I1 新たな経済構造実現に向けた支援 !(経済構造改革)

①地域の競争条件確保のための幹線道路網の構築
②物流効率化の支援
③中心市街地の活性化
④ 情報ハイウェイ構築の支援

⑤道路交通システムの高度情報化 (I T S ) の推進

l2 活力ある地域づくり 都市づくりの支援l(地域 ･まち)

①都市圏の交通円滑化の推進 (渋滞対策)

の

の

エ
ス

域

通
の

の

イ

地

ウ

シ

趨
交
市
り

′
街
イ
通

る
の
都

て

交
請
い
交

あ

窪
マ
リ

洌
心
潮
路

力

柿
城
城

中
情
道

活

割
地
地

②
③
④
⑤

①
②
③

l3 よりよい生活環境の確保 i(くらし ･環境)

①安全な生活環境の確保
②良好な環境の保全 ･形成

l4 安心して住める国土の実現 I(国土保全)

①道路の管理の充実
②道路の防災対策 ･危機管理の充実

図 1 新道路整備五箇年計画における重点施策

表 1 政策目標と進捗状況
(地域の競争条件確保のための幹線道路網の構築)

②地域 者8市の基盤の形成
③ 地域づくりの支援



型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
強
等
を
図
る
ほ
か
、
都
市
内

物
流
対
策
な
ど
、
物
流
シ
ス
テ
ム
全
体
の
効
率
化
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
空
港

･
港
湾
と

の

｢連
絡
率
｣
と
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
と
地
域
高
規
格

道
路
又
は
こ
れ
ら
に
接
続
す
る
自
動
車
専
用
道
路
等
の
I

C
か
ら
一
〇
分
以
内
の
連
絡
が
可
能
な
空
港
･
港
湾
の
割

合
で
あ
る
。
な
お
、
対
象
と
な
る
空
港
は
、
平
成
一
二
年

度
末
に
供
用
中
で
あ
る
全
国
の
公
共
の
用
に
供
す
る
空
港

の
う
ち
、
離
島
に
位
置
す
る
も
の
を
除
く
五
〇
空
港
で
あ

り
、
将
来
値
に
は
今
後
開
港
予
定
の
空
港
を
考
慮
し
て
い

る
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
港
湾
は
、
全
国
の
重
要
港
湾
･

特
定
重
要
港
湾
の
う
ち
、
離
島
に
位
置
す
る
も
の
を
除
く

三
三
港
で
あ
る
o

港
湾
へ
の
連
絡
率
に
つ
い
て
は
計
画
目
標
を
上
回
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
空
港
へ
の
連
絡
率
に
つ
い
て
は
計
画
を

下
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

空
港
へ
の
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、
空
港
が
既
存
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
離
れ
た
位
置
に
あ
る
こ
と
が
多

く
、
一
箇
所
あ
た
り
の
延
長
が
長
い

(港
湾
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
約
二
倍
)
こ
と
か
ら
調
査
等
に
時
間
を
要
し
進

捗
が
遅
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
調
査
を
速
や
か
に
実
施
し
、
事

業
の
円
滑
な
執
行
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
港
湾
数
に
つ
い
て
は
一
部
の
港
湾
が
重
要
港
湾

か
ら
地
方
港
湾
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
対
象
数
が

減
少
し
整
備
水
準
が
一
〇
0
%
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

③
中
心
市
街
地
の
活
性
化

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
道
路
や
駐

車
場
等
の
基
盤
の
充
実
や
各
種
施
設
の
立
地
を
総
合
的
か

つ
重
点
的
に
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢都
市
の
基
盤

が
整
備
さ
れ
た
中
心
市
街
地
の
割
合
｣
と
は
、
全
国
の
中

心
市
街
地

(約
七
〇
〇
地
区
)
に
対
す
る
道
路
等
の
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
中
心
市

街
地
の
割
合
で
あ
る
o

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
、

平
成
一
○
年
度
に
施
行
さ
れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
法

(略
称
)
に
基
づ
き
市
町
村
が
作
成
す
る
基
本
計
画
を
踏

ま
え
、
商
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
事
業
と
の
連
携
に
配

慮
し
つ
つ
、
都
市
の
基
盤
の
整
備
改
善
等
に
資
す
る
道
路
整

備
や
面
整
備
を
重
点
的
に
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
都
市
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
中
心
市
街
地

の
割
合
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
増
加
し
て
お
り
整
備
目
標

は
概
ね
達
成
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

㈱

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
築
の
支
援

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
全
国
整
備
を

目
指
す
政
府
方
針
に
基
づ
き
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
構

築
に
向
け
、
民
間
事
業
者
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
促

進
の
た
め
、
道
路
管
理
用
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
に

合
わ
せ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
の
整
備
を
推
進
し
、

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
築
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢情
報
ハ
イ
ウ

ェ
イ
の
整
備
延
長
｣
と
は
、
収
容
空
間

(情
報
B
O
X
、

電
線
共
同
溝
、
共
同
溝
)
が
整
備
さ
れ
た
主
要
な
幹
線
道

路
の
延
長
で
あ
る
。

表4 政策目標と進捗状況 (中心市街地の活性化)

五箇年間の目標
末
鰊繊 侏

標
期
目 み

4

込
H

見
五箇年間の日原に対する

進捗峯等

A B C

合
た
鴬

れ
地籔饑

勘
中儘市都 概 “熱川43 瑯 約100%

表5 政策目標と進捗状況 (情報ハイウェイ構築の支援)

五箇年間の目標
末
鰡姿 疎

標
柑
目 み

4

込
H

見
鰯礬鮴

( A ) ( B ) ( C )

情報ハイウェイの整備延長 均剱 m

狄 ⑧･
m

2 3

k
約 桝約約

(参考) 情報ハイウェイの
市町村カバー率撥2

割約 '‐‐--''
室
□rh)約 .････,･･

窒
Qに)約 概m約

れた市町村の割合



情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
に
お
い
て

重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

目
標
を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
情
報
B
O
X
へ
の
民
間
光
フ

ァ
イ
バ
ー
の
入
溝
意
向
も
踏
ま
え
、
不
連
続
区
間
の
解
消

表6 政策目標と進捗状況 (道路交通システムの高度情報化 (lT S ) の推進)

五箇年間の目標 昧鰔整 蟠 銹柑見 五箇年間の目砿に対する
進捗率等

( A ) (巳) ( C ) (C - A)/旧-A)

率備整

)

所

数

金

所

料

簡

騙

(

CT
,

"+｣ 税 で

)

所

鶏

個
成
0

な
概

O

要

9

主

(

所

)

爛朧
要
で
倦

主 約100 %

(参考)

府留-翳瀞
ー
受
の

V

の
県

畑嬉約 成概 糒成概 蘂眺n)

カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ

ンの累積出荷台数
台備第 一 台万8 61 一

V l C S 車 載 器 の
累積出荷台数

台万44 一 膨台錠" 一

の目標 (730箇所) から9oo箇所に上方修正730

麒

(

道

標

瑯
%

目

幻
の
ま

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

(
朝
班
お
目

時
鰤
箏
に
竿

定
舛
田
路
皿

策
ま
(

道
は

画
餅
状
速
状

計
H
現
高
現

　　
　　
　　
　　
　　

※

※
※

※
※

等
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
向
上
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
機
能
の
向
上
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

◎
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
高
度
情
報
化

(ー
T
S
)
の

推
進

I
T
S
全
体
構
想
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
や
民
間
等
と

の
連
携
の
も
と
、
シ
ス
テ
ム
の
本
格
的
な
開
発
や
実
用

化
･
展
開
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
6
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢E
T
C
対
応

料
金
所
整
備
率
｣
と
は
、
道
路
四
公
団

(日
本
道
路
公
団
、

首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
)
の
管
理
す
る
有
料
道
路
の
料
金
所
の
う
ち
、

E
T
C
車
載
器
を
搭
載
し
た
車
が
停
止
す
る
こ
と
な
く
料

金
支
払
い
の
で
き
る
料
金
所
の
整
備
率
で
あ
る
。
ま
た
、

｢主
要
な
箇
所
｣
と
は
、
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道

路
、
東
名
･
名
神
高
速
道
路
等
、
整
備
効
果
の
高
い
路
線

の
料
金
所
を
指
す
。

↑

E
T
C
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
一
年
度
の
二
次
補
正
予

算
等
に
よ
り
整
備
目
標
を
大
幅
に
前
倒
し
し
、
約
九
〇
〇

ヵ
所
を
目
標
に
路
側
機
器
の
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
平
成
一
四
年
度
末
に
は
目
標
を
概
ね
達
成
で

き
る
見
通
し
で
あ
る
。
今
後
は
、
路
側
機
器
の
整
備
に
あ

わ
せ
て
、
料
金
所
渋
滞
の
解
消
な
ど
の
整
備
効
果
を
早
期

に
発
現
さ
せ
る
た
め
、
E
T
C
前
納
割
引
を
導
入
す
る
等

に
よ
り
、
E
T
C
車
載
器
の
普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
道
路
交
通
情
報
の

提
供
を
行
う
V
I
C
s
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
四
年
三
月

末
現
在
、
全
国
の
高
速
道
路
及
び
三
七
都
道
府
県
の
主
要

な
一
般
道
路
で
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め

れ
ば
、
平
成
一
四
年
度
末
に
は
目
標
が
達
成
で
き
る
見
通

し
で
あ
る
。

2

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･都
市
づ
く
り
の
支
援

(地

域
･
ま
ち
)

の
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
推
進

(渋
滞
対
策
)

各
都
市
圏
に
お
い
て
、
都
市
規
模
、
交
通
特
性
に
応
じ

た
各
種
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
な
渋
滞
対
策
を

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
7
の
と
お
り
で
あ
る
。

全
国
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
目
標

を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
朝
夕

の
旅
行
速
度
等
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ロ
的
に
は
指
標
の
大

幅
な
向
上
が
見
ら
れ
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

こ
れ
は
朝
夕
の
混
雑
時
つ
ま
り
通
勤
時
に
お
け
る
ク
ル

マ
の
利
用
が
東
京
圏
で
約
一
･
二
倍

(昭
和
六
三
↓
平
成

一
○
)
に
増
加
し
た
こ
と
や
高
齢
者
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

が
一
･
五
倍

(平
成
六
↓
平
成
一
一)
に
増
加
し
た
こ
と

等
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
、
主
要
渋
滞
ポ

イ
ン
ト
の
解
消
･
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、
T
D
M
等
交



通
需
要
の
抑
制
･
調
整
を
図
り
、
ピ
ー
ク
時
の
負
担
の
軽

減
等
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

規
格
の
高
い
環
状
道
路
に
つ
い
て
は
共
に
計
画
目
標
を

下
回
る
見
込
み
で
あ
る
。
規
格
の
高
い
環
状
道
路
に
つ
い

て
は
、
広
域
的
か
つ
根
幹
的
な
道
路
で
あ
る
た
め
、
関
係

す
る
市
民
が
広
範
に
及
び
合
意
形
成
が
困
難
で
あ
る
等
、

事
業
進
捗
、
特
に
用
地
取
得
が
当
初
の
予
定
よ
り
も
進
ま

表フ 政策目標と進捗状況 (都市圏の交通円滑化の推進 (渋滞対策))

五箇年間の目標 為覇 味
標

州
目 み

4
込

H
見

鸚麟鰍
A ( B ) ( C )

渋滞 ポイ ン ト数謙9 3, 200
箇所 所嘲約之 所鱸20a約 眺ぬ約

環状道路整備率灘9 27% 筏 挑約 銚約
ならびに

　
　
　

　

　
　

,を
′【･
/{、

所
路
路

箇
朧一

一

一般道路 (D ID内) :渋滞長が1,ooom 以上または通過時間がlo分以上

一般道路 (D ID外) :渋滞長が500m以上または通過時間が 5分以上

高速自動車国道 :インターチェンジの出入り口においてボトルネックとなっている

箇所で渋滞回数30回 / 年以上または平均渋滞長概ね 2 km 以上

首都高速道路 ･阪神高速道路 :平均渋滞長が概ね41m l以上
※ 9 :三 者 を除く県庁所在地あるいは人口10万人以上三大都市圏を除く県庁所在地あるいは人口10万人以上の都市において、 規格の高

い環状道路の総延長に対する供用延長の割合。

五箇年間の目標 為搦 飜 銹甜見 五箇年間の目優に対する
進捗率等

( A ) ( B ) ( C )

電線類地中化延長 胼
鮒

馴
癜

0 0鯖約 郷×̂〉約

(参考) 都市計画道路整備率 瑯 猟〇̂ 叱
ん61 靴備1 2

良好な市街地の形成率 %
ん42 叱

ん74 郡 州桝1 0

※10 :市街地 (市街化区域または用途地域設定区域) における幹線道路の都市計画決定延長に対
する完成延長の割合

※11 :区画整理等により道路交通が適正に分離された市街地の面積の割合

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
後
は
、
事
業
の

効
率
的
な
進
捗
を
図
る
た
め
、
情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性

の
向
上
や
客
観
性
の
確
保
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

②
地
域
･
都
市
の
基
盤
の
形
成

都
市
構
造
を
再
編
し
つ
つ
、
快
適
で
活
力
あ
る
都
市
を

整
備
す
る
た
め
、
地
域

･
都
市
の
基
盤
の
形
成
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
8
の
と
お
り
で
あ
る
。

電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
や
や
下
回
る
見

通
し
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
成

=
年
三
月
に
策
定
し
た

新
電
線
類
地
中
化
計
画
に
お
い
て
、
整
備
対
象
地
域
を
、

大
規
模
な
商
業
地
域
に
加
え
中
規
模
商
業
系
地
域
や
住
民

系
地
域
の
幹
線
道
路
に
も
拡
大
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お

い
て
関
係
者
と
の
調
整
に
時
間
を
要
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
今
後
は
、
新
電
線
類
地
中
化
計
画
の
達
成
に
向
け
て

引
き
続
き
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等

の
面
整
備
等
に
よ
る
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
目
標
を

達
成
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

③
地
域
づ
く
り
の
支
援

自
立
的
な
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、
地
域
の
連

携
を
強
化
す
る
道
路
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
等
の
整
備

を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
9
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
次
生
活
圏
中
心
都
市
へ
三
〇
分
で
到
達
で
き
る
市
町

村
を
五
箇
年
計
画
内
に
九
一
市
町
村
増
す
と
い
う
目
標
に

つ
い
て
は
、
約
七
〇
市
町
村
、
率
に
し
て
約
七
五
%
に
留

ま
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
整
備
の
主
体
と
な
る
地

方
公
共
団
体
が
、
財
政
状
況
の
悪
化
に
よ
り
積
極
的
に
道

路
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大



表 9 政策目標と進捗状況 (地域づくりの支援)

五箇年間の目標 為洲 味
標

甜
目 み

4
込

H
見

五箇年間の目猿に対する
進捗奉答

( A ) ( B ) ( C ) (C-A)/(8‐A)

3 0

割
へ

の爾心
市

冲
る

州
き

圏

で

活
違

生
到

次

で
二
分
合

挑
諦

5

0
市

税
満(

市

緘
知的

約

o
市

%

町

村

75

市

町

約

70
市

鱒
州

12 :半径が概ね 6 km ~ 1okm、 人口が 1万人以上で、 高度の買い物ができる商店街、 専
門医をもつ病院、 高等学校等の広域利用施設を備える圏域

き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
少
子
化
、
高
齢
化
が
急
速
に

進
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
医
療

･
福
祉
、
教

育

･
文
化
、
消
費
等
の
く
ら
し
の
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
の
享

受
を
確
保
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
今
後
は
、
道
路
整
備
の

効
果
を
一
層
向
上
さ
せ
つ
つ
、
自
立
的
な
地
域
社
会
の
形

成
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

3

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保

(く
ら
し
･
環
境
)

の
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保

道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道
の
設
置
、

交
差
点
改
良
な
ど
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
交
通

安
全
教
育
の
充
実
な
ど
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た
総
合
的

な
施
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
社
会
参

加
で
き
、快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

地
域
と
連
携
し
て
利
用
し
や
す
い
道
路
空
間
づ
く
り
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
噂
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢事
故
多
発
箇

所
｣
と
は
、
重
大
事
故
が
平
均
の
三
倍
以
上
発
生
し
て
い

る
箇
所
で
あ
る
。

事
故
多
発
箇
所
対
策
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
パ
ス
整
備
な

ど
の
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
な
箇
所
等
に
つ
い
て
五
計
内

に
完
了
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
約
九
二
%
の
進
捗
が

見
込
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

幅
の
広
い
歩
道
等
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
下
回
る
見
込

み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
成
市
街
地
に
お
い
て
道
路
拡
幅

に
よ
り
歩
道
を
整
備
す
る
場
合
に
、
当
初
予
想
よ
り
用
地

買
収
等
の
調
整
に
時
間
を
要
し
、
事
業
の
進
捗
が
遅
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
。
今
後
は
、
引
き
続
き
地
権
者
等
と
の

円
滑
な
調
整
に
努
め
る
と
と
も
に
、
道
路
幅
員
構
成
を
見

直
し
拡
幅
を
伴
わ
な
い
歩
道
整
備
な
ど
、
既
存
の
道
路
空

間
の
使
い
方
の
工
夫
に
も
取
り
組
む
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

事
業
の
調
整
に
要
す
時
間
の
短
縮
と
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

②
良
好
な
環
境
の
保
全
･
形
成

平
成
九
年
六
月
に
道
路
審
議
会
よ
り
建
設
大
臣
へ
な
さ

れ
た
中
間
答
申

｢今
後
の
道
路
環
境
施
策
の
あ
り
方
｣
を

踏
ま
え
、
環
境
を
重
視
し
た
道
路
施
策
へ
の
転
換
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

表10 政策目標と進捗状況 (安全な生活環境の確保)

五箇年間の目標 為聯 侏
標

甜
目 み

4
込

H
見

五箇年間の目鰕に対する
進捗率等

( A ) ( B ) ( C )

事故多発箇所対策数 ゆ鰤
0 0

所橇 約 92%

幅の広い歩道等 mÛ

m
･
レハ

『/食) のあ
蛔

51 …a
飜

約 叱
ん創

･

約

(参考) 交通事故による
死者数

人nv○̂法 下以人00a 蹄人./｢/銭 -

市街地におけるバリ
アフリー化(DID内)郎= 議 溌 娑約 芻｢/約

※13 :平成12年12月末までの年間交通事故死者数
※14 :全国14,000地区の市街地のうち、 主要ルートで適切な幅員及び段差 傾 斜 ･勾配が確保さ

れた歩道等が整備されている地区 (l地区概ね 1拙)



こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
川
の
と
お
り
で
あ
る
。

騒
音
対
策
と
し
て
は
、
平
成
=

年
に
沿
道
環
境
改
善

事
業
を
創
設
し
、
低
騒
音
舗
装
の
敷
設
、
遮
音
壁
の
設
置

等
を
重
点
的
に
実
施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
夜

間
騒
音
限
度
達
成
率
に
つ
い
て
は
、
目
標
を
達
成
す
る
見

五箇年間の目標
H9末

整備状況
味
標

期
目 銃潮見 五箇年間の目剛こ対する

選捗痒等

( A ) ( B ) ( C ) (C‐A)/{8 - A)

夜間騒音要請限度達成率ぬ-5 60 %賂l6 眺 約 65%がり 約 1 00 %

(参考) 低騒音舗装 如7 90 緬Û.･"･亀 mレハÛ0籟約 叱
則1 20約

遮音壁 m

鰍
薊Û｢/鑄 酊鎌9 0鑄約 解=約

環境施設帯 m飜 蛔知 痢76 0約 桝▲｢II約

道路緑化翳8 m

鰍
旧

楡
mレハ×̂〕･IIれ約 備1 0約

口
に

割
音

℃

の
騒

0
値

て
上

長
に
る
測

い
計

延
度
い
実

つ
を

路
年
て
度

に
長

道

め
し
年

化
延

た
成

定

m
値
緑
化

れ
平
設
成
定
路
緑

②

平
推
道
の

②平成10年度に騒音に係る環境基準が改正されたため、 新環境基準に対応した目標を再

設定している。
※16 :平成10年度実測値

※17 :推定値

※18 :道路緑化については、 DID地区内の完成断面が 4 車線以上の国道、 都道府県道、 市町村道

込
み
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
騒
音
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
夜
間
騒
音
要
請
限
度
達
成
率
の
さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

環
境
負
荷
を
軽
減
し
、
都
市
内
の
良
好
な
景
観
形
成
に

寄
与
す
る
道
路
緑
化
に
つ
い
て
は
、
整
備
目
標
を
概
ね
達

成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
道
路
緑
化
を

進
め
、
地
域
の
町
並
や
歴
史
文
化
等
と
調
和
し
た
潤
い
の

あ
る
道
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
は
、
自
動
車
轍
法
に
よ
る

総
量
削
減
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
行
政
機
関
全
体
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
大
気
質
対
策
に
対
応
し
た
指
標
と
し
て

｢二
酸
化
窒
素
環
境
基
準
達
成
率
｣
を
設
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
自
動
車
喩
法
の
目
標
の
達
成
は
困
難
な
状
況
に

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
平
成
一
三
年
六
月
に
自
動
車
贓
法
が

改
正
さ
れ
、
自
動
車
贓
･
鰯
法
が
成
立
し
た
。
今
後
は
、

自
動
車
轍
･
刑
法
の
動
き
を
踏
ま
え
つ
つ
新
た
な
指
標
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
気
質
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
、
眺

め

と
も
に
環
境
基
準
を
超
え
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
は
、
発
生
源
対
策

で
あ
る
自
動
車
単
体
対
策
や
、
交
通
の
円
滑
化
対
策
、
交

通
需
要
抑
制
策
等
を
関
係
行
政
機
関
が
総
合
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
道
路
行
政
と
し
て
は
、
旅
行
速
度
の
向

上
に
よ
り
、
跳
及
び
助
排
出
量
の
削
減
を
図
る
た
め
･

引

き
続
き
、
環
状
道
路
等
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

や
交
差
点
改
良
等
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
環
境
負
荷
の
少
な

い
道
路
利
用
に
向
け
た
取
組
み
や
、
大
気
浄
化
の
た
め
の

新
技
術
の
検
討
な
ど
積
極
的
に
沿
道
環
境
改
善
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
る
。

表12 道路延長と橋梁数
H9末

整備状況
沫
標

川
自 み

4
込

H
見

道路延長
(一般市町*弱道以上)

m杤 舸坊 細杤
橋梁数 橋坊約 橋aq約 橋R)脇約

4

安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現

(国
土
保
全
)

の
道
路
の
管
理
の
充
実

国
は
、
全
体
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
枢
を
担
う
直
轄

国
道
の
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
、
ニ
ー
ズ
を

吸
収
す
る
と
と
も
に
、
全
体
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題

を
把
握

･
分
析
し
、
課
題
解
決
の
た
め
に
政
策
･
計
画
を

企
画
･
立
案
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
道
路
交
通
の
広

域
化
、
車
両
の
大
型
化
等
を
進
む
中
で
、
全
体
道
路
ネ
ッ



ト
ワ
ー
ク
の
一
体
性
、
効
率
性
を
高
め
る
た
め
に
、
直
轄

国
道
を
中
心
と
し
て
、
管
理
者
相
互
の
一
層
の
連
携
強
化

を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
は
こ
れ
ま
で
の
着
実
な
整
備
に
よ
り

年
々
増
加
し
て
お
り

(表
惚
)、
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
二

○
年
後
に
は
、
経
年
数
五
〇
年
を
超
え
る
も
の
の
割
合
が

現
在
の
五
%
か
ら
二
九
%
に
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
な
ど
、
そ
の
多
く
は
近
い
将
来
更
新
期
を
迎
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
長
寿
命
化
の
た
め
の
技
術
開
発
等
を
進
め

つ
つ
、
道
路
の
維
持
管
理
･
更
新
を
計
画
的
に
実
施
し
、

道
路
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

②
道
路
の
防
災
対
策
･
危
機
管
理
の
充
実

阪
神

･
淡
路
大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
土
の
安

全
や
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
災
害
に
強
い
施

設
の
整
備

(
ハ
ー
ド
面
)、
防
災
管
理
の
情
報
化
や
地
域

と
連
携
し
た
防
災
管
理
体
制
(ソ
フ
ト
面
)
の
両
面
か
ら
、

防
災
対
策
、
危
機
管
理
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
旧
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢緊
急
輸
送
道

路
内
の
耐
震
橋
脚
整
備
率
｣
と
は
、
緊
急
輸
送
道
路
内
で

耐
震
補
強
の
必
要
な
橋
脚
本
数
の
う
ち
、
耐
震
補
強
が
実

施
さ
れ
て
い
る
橋
脚
の
本
数
の
割
合
で
あ
る
。
ま
た
、

｢避
難
困
難
地
区
人
口
｣
と
は
、
三
大
都
市
圏
の
密
集
市

街
地
の
対
象
人
口

(二
、
三
〇
〇
万
人
)
の
う
ち
、
避
難

路
ま
で
の
距
離
が
一
蹴
以
上
あ
っ
て
、
安
全
に
避
難
地
に

到
達
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
区
に
居
住
す
る
人
口
で
あ

る
。緊

急
輸
送
道
路
内
の
耐
震
橋
脚
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

被
災
し
た
場
合
に
緊
急
輸
送
活
動
や
周
囲
へ
の
二
次
的
被

災
の
影
響
が
大
き
い
も
の
に
つ
い
て
、
全
五
○
、
九
〇
〇

橋
脚
の
う
ち
約
九
二
%
に
相
当
す
る
四
六
、
六
〇
〇
橋
脚

の
整
備
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
渡
河
部
の
橋
梁
に

表13 政策目標と進捗状況 (道路の防災対策 ･危機管理の充実)

五箇年間の目標
末
糊謂 侏

標
m
目 銃柑見 五箇年覊の自壊に対する

進捗宰等

( A ) ( B ) ( C )

緊急輸送道路内の
耐震橋脚整備率

磯 緘 筏"̂約 鯛RU約

避難困難地区人口 532万人 人礪42 人万硼 桝1 0約

つ
い
て
協
議
事
項
等
の
調
整
に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と

等
に
よ
り
、
整
備
水
準
は
計
画
目
標
を
下
回
る
見
込
み
で

あ
る
。

ま
た
、
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
区
に
居
住

す
る
人
口
に
つ
い
て
は
、
五
箇
年
計
画
の
期
間
内
に
お
け

る
目
標
で
あ
る
一
〇
八
万
人
の
削
減
に
対
し
、
約
三

一

万
人
の
削
減
を
達
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
目
標
を
達
成
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

三

お
わ
り
に

こ
れ
か
ら
の
道
路
政
策
に
お
い
て
は
、
国
民
本
位
で
効

率
的
な
質
の
高
い
行
政
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
｢企
画

立
案
↓
実
施
↓
評
価
↓
改
善

(企
画
立
案
)｣
と
い
う
道

路
政
策
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
顧
客
満
足
度

(C
S
)
調
査
に
よ
る
実
現
す
べ
き
価

値
の
把
握
や
客
観
的
な
サ
ー
ビ
ス
指
標
の
設
定
等
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
み
、
政
策
の
意
図
と
実
施

過
程
、
結
果
を
国
民
に
対
し
て
明
確
に
説
明
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
個
別
事
業
に
つ
い
て
は
、
評
価
シ
ス

テ
ム
の
充
実
を
図
り
、
用
地
買
収
の
促
進
、
工
期
短
縮
の

た
め
の
制
度
整
備
や
新
技
術
の
活
用
等
と
併
せ
て
道
路
事

業
に
よ
る
効
果
の
早
期
発
現
を
目
指
す
。
ま
た
、
事
業
の

計
画
を
策
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
の
早
い
段
階
か
ら
市

民
の
理
解
を
得
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
効
果
や
効

率
性
、
透
明
性
の
向
上
を
求
め
る
国
民
の
声
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



(道
路
局
路
政
課

A
係
長
と
新
人
B
係
員
)

ピ
ー
ン
ピ
ー
ン
."

ピ
ー
ン
ピ
ー
ン
P

B

…係
長
、
お
電
話
で
す
。

A
…
ほ
い
ほ
い
。

(は
あ
は
あ
、
そ
れ
は
で
す
ね

!

と
い
う
こ
と
に

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
カ
チ
ャ
ン
)

う
ー
む
、
や
っ
ぱ
り
き
た
か
。

B

…な
ん
だ
っ
た
ん
で
す
か
?

A

…渋
谷
公
園
通
り
に
有
料
占
用
ゾ
ー
ン
を
作
る
っ
て
新

聞
報
道
が
あ
っ
た
だ
ろ
。
そ
の
問
い
合
わ
せ
。

B

…あ
あ
、
あ
れ
で
す
か
。
五
分
、
一
〇
分
止
め
ら
れ
る

だ
け
で
も
結
構
な
渋
滞
が
出
来
た
り
す
る
か
ら
、
対
策

が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。

A

"
そ
う
だ
な
。
で
、
方
法
論
を
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
い
け

な
く
な
る
わ
け
だ
。
よ
し
、
そ
れ
じ
ゃ
今
日
は
駐
車
場

と
道
路
に
つ
い
て
基
本
を
勉
強
し
て
も
ら
お
う
か
。

都
市
部
に
お
い
て
と
ら
れ
て
い
る
違
法
駐
車
対
策
っ

て
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
と
思
う
?

B

…
は
い
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
。
取
締
り
と
駐
車
場
の

設
置
で
す
。
あ
と
、
環
境
目
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

ノ
ー
カ
ー
デ
ー
み
た
い
な
車
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
運
動

っ
て
の
も
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。

A

…う
ん
、
ま
、
環
境
系
は
主
目
的
は
排
出
ガ
ス
を
減
ら

す
と
か
騒
音
を
下
げ
る
と
か
だ
か
ら
目
的
が
違
う
け

ど
、
副
次
的
効
果
は
あ
る
ね
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、
車

に
乗
っ
て
な
け
れ
ば
違
法
駐
車
の
し
ょ
う
が
な
い
か
ら

な
。
で
も
、
他
力
本
願
だ
け
で
は
片
付
か
な
い
か
ら
、

道
路
管
理
者
が
採
れ
る
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
。
な
に
か
思
い
つ
く
か
な
?

B

…
は
い
、
駐
車
場
の
整
備
で
す
。

A
…
そ
う
そ
う
。
で
も
、
一
口
で
駐
車
場
っ
て
言
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
よ
。
路
外
の
は
分
か
る
だ
ろ
う
け

ど
、路
上
に
も
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
る
ん
だ
よ
。

ど
ん
な
も
の
を
思
い
つ
く
?

B

…
え
ー
っ
と
、
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
で
止
め
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
ね
。
他
に
も
あ
る
ん
で
す
か
?

A
…
あ
る
。
で
も
、
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
は
間
違
い
だ

ょ
。
こ
い
つ
は
都
道
府
県
の
公
安
委
員
会
が
設
置
す
る

も
の
だ
け
ど
、
駐
車
場
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
道

路
交
通
法
第
四
十
九
条
に
基
づ
く
、
長
時
間
の
駐
車
を

減
ら
す
た
め
の
も
の
で
、
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
設
置

さ
れ
る
も
の
な
ん
だ
。
駐
車
の
回
転
を
早
め
て
最
小
限

の
駐
車
需
要
に
は
応
じ
て
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る

と
い
う
趣
旨
の
も
の
な
ん
だ
。

B

"
へ
え
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。
て
っ
き
り
駐
車
場
の
一

種
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
よ
。

A

…ま
あ
、知
ら
な
い
と
一
緒
に
し
て
も
無
理
も
な
い
な
。

で
も
、
制
限
時
間
を
超
え
て
駐
車
し
た
時
に
は
罰
則
が

待
っ
て
る
か
ら
憶
え
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
ね
。じ
ゃ
、

道
路
法
に
お
け
る
駐
車
場
は
?

B

…そ
う
か
、
確
か
、
道
路
法
第
二
条
に
道
路
附
属
物
と

し
て
設
け
る
も
の
で
、
路
上
駐
車
施
設
が
あ
り
ま
し
た

よ
ね
。

A

…
そ
う
そ
う
。
路
上
駐
車
場
は
、
歩
道
と
接
続
し
て
、

か
つ
車
道
と
は
工
作
物
に
よ
り
分
離
し
て
設
け
ら
れ
る

も
の
な
ん
だ
。
で
も
、
道
路
法
第
二
十
四
条
の
二
で
料

金
徴
収
は
出
来
る
か
ら
、
似
た
よ
う
な
機
械
で
徴
収
し

た
ら
パ
ー
キ
ン
グ
と
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
か
も
ね
。

B

…た
だ
で
止
め
ら
れ
た
ほ
う
が
う
れ
し
い
な
あ
。
道
路

は
本
来
無
料
な
ん
だ
し
。

A

…ま
わ
り
の
民
間
駐
車
場
が
困
る
だ
ろ
。
民
業
圧
迫
に

な
る
し
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
も
料
金
徴
収
が
出

来
る
ほ
う
が
社
会
通
念
に
あ
っ
て
る
と
思
う
よ
。

轢
趾
駐
薹
舅
に
つ
い
て



B

…駐
車
場
法
に
お
け
る
駐
車
場
で
す
か
?

A

…お
、
よ
く
勉
強
し
て
る
な
。
説
明
し
て
み
て
。

B

…あ
、
い
え
、
今
、
法
令
デ
ー
タ
提
供
シ
ス
テ
ム
で
駐

車
場
で
検
索
し
て
み
た
ら
出
て
き
た
の
で
言
っ
て
み
た

A B A B

…
(意
外
に
手
が
早
い
な
。
そ
れ
と
も
流
れ
を
読
ま
れ

た
の
か
?
)
し
ょ
う
が
な
い
な
、
教
え
て
や
ろ
う
。

駐
車
場
法
第
五
条
で
こ
ち
ら
も
路
上
駐
車
場
を
設
け

ら
れ
る
ん
だ
け
ど
、
道
路
法
と
違
う
の
は
設
置
者
が
地

ら た … だ 車 … … …
れ 駐 の ( け 場 あ お 駐 と
る 車 か 意 で で 、 、 車 こ
ん 場 ? 外 ･ 検 い よ 場 ろ
だ 法 ) に ･ 索 え く 法 ･

け 第 し 手 ･ し 、 勉 に イ
ど 五 よ が 0 て 今 お に

と
こ
ろ
で
他
に
も
あ
る
ん
だ
が
･

< 参考>

道路交通法
第四十九条 (時間制限駐車区間)
公安委員会は、時間を限って同一の車両が引き続き駐車

することができる道路の区間であることが道路標識等によ
り指定されている道路の区間 (以下 ｢時間制限駐車区間｣
という。) について、当該時間制限駐車区間における駐車
の適正を確保するため、 パーキング ･メーター (内閣府令

で定める機能を有するものに限る。 以下同じ。) を設置し、
及び管理するものとする。

道路法
第二条 (用語の定義)
2 この法律において ｢道路の附属物｣ とるま、道路の構造の

保全、安全かつ円滑な道路の交通の確保その他道路の管
理上必要な施設又は工作物で、次に掲げるものをいう。
六 自動車駐車場で道路上に、又は道路に接して第十八
条第一項に規定する道路管理者が設けるもの

第二十四条の二 (自動車駐車場の駐車料金及び割増金)
道路管理者は、道路管理者である地方公共団体の条例

(指定区間内の国道にあっては、 政令) で定めるところに
より、自動車駐車場に自動車を駐車させる者から、駐車料
金を徴収することができる。ただし、道路交通法第三十九
条第一項 に規定する緊急自動車その他政令で定める自動
車が駐車する場合においては、 この限りでない。

駐車場法
第五条 (路上駐車場の設置)

第四条第一項の規定により駐車場整備計画 (同条第二項
第四号に掲げる事項が定められているものに限る。) が定
められた場合においては、地方公共団体は、その駐車場整
備計画に基づいて路上駐車場を設置するものとする。

B
…
ふ
ー
ん
、
色
々
あ
る
ん
で
す
ね
。

A

…ま
あ
、
こ
れ
以
外
に
も
路
外
駐
車
場
が
あ
る
し
、
一

般
車
対
象
よ
り
も
話
を
広
げ
れ
ば
、
タ
ク
シ
ー
乗
場
と

か
も
あ
る
し
、
駐
車
場
の
世
界
も
結
構
深
い
ん
だ
。
そ

ち
ら
も
勉
強
し
て
お
い
た
ほ
う
が
ー

お
っ
と
。

B A B
… ち か 般 … … 内 方

公
共
団
体
っ
て
と
こ
ろ
だ
ね
。
都
市
計
画
上
の
位
置

付
け
で
設
置
す
る
の
で
、
都
市
計
画
部
局
の
仕
事
に
な

る
ね
。
駐
車
場
整
備
地
区
と
い
う
の
を
定
め
て
、
地
区

(う
、
い
つ
も
の
宿
題
パ
タ
ー
ン
。
な
ん
と
か
ご
ま

　　
を隧

　
　　

A

m確
か
に
個
性
的
だ
け
ど
、
俺
は
並

一
体
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の
や
ら
･

ピ
ー
ン
ピ
ー
ン
P

ピ
ー
ン
ピ
ー
ン
D

ピ A B A ピ
1 一 m ら か … ん … 1 か
ン 体 確 0 5 ( の し ン せ
ヒ ど か o 助 か か ピ な
I こ に 前 か な し 1 い
ン か の つ 0 、 ン か

か
せ
な
い
か
な
)

ピ
ー
ン
ピ
ー
ン
P

ピ
ー
ン
ピ
ー
ン
P

A

…
し
か
し
、
こ
の
電
話
の
呼
び
出
し
音
、
何
と
か
な
ら

B

…
(助
か
っ
た
ー
)
個
性
的
で
面
白
い
で
は
な
い
で
す

か
~
。
前
の
係
長
、
大
事
に
し
て
お
ら
れ
た
ん
で
す
か

並日
通
の
が
い
い
な



承
認
難
事
と
占
翻
記
事
(そ
の
1
)

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

こ
と
も
あ
る
け
ど
ね
。

大
野
係
員

｢道
路
管
理
者
以
外
の
者
は
、
第
十
二
条
、
第
十
三

条
第
三
項
又
は
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
の
規

定
に
よ
る
場
合
の
外
、
道
路
に
関
す
る
工
事
の
設
計
及

び
実
施
計
画
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
て

道
路
に
関
す
る
工
事
又
は
道
路
の
維
持
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。｣
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

坂
上
係
員

そ
う
。
こ
の
お
店
の
場
合
は
、
車
で
乗
り
入
れ
が
で

き
る
よ
う
に
歩
道
を
切
り
下
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

承
認
手
続
が
必
要
に
な
っ
た
の
よ
。

渡
邊
課
長

道
路
に
関
す
る
工
事
や
維
持
は
、
道
路
管
理
の
基
本

的
な
行
為
だ
か
ら
、
そ
の
権
限
は
道
路
管
理
者
に
属
す

る
こ
と
が
原
則
だ
よ
ね
。
そ
こ
で
、
道
路
管
理
者
以
外

の
者
が
道
路
に
関
す
る
工
事
や
維
持
を
行
お
う
と
す
る

場
合
を
想
定
し
て
、
こ
れ
を
道
路
管
理
者
の
承
認
に
か

か
ら
し
め
る
こ
と
に
し
た
わ
け
だ
な
。

渡
邊
課
長

駅
前
で
こ
ん
な
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
た
よ
。
国
道
沿

い
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
た
そ
う
だ
。
今
日
の

昼
休
み
に
行
っ
て
み
よ
う
か
。

大
野
係
員

今
日
は
開
店
初
日
だ
か
ら
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
っ

て
書
い
て
あ
り
ま
す
し
。
い
い
で
す
ね
。
行
き
ま
し
ょ

う
、
坂
上
さ
ん
。

坂
上
係
員

あ
ら
、
こ
の
お
店
、
去
年
沿
道
か
ら
の
出
入
り
が
必

要
だ
か
ら
っ
て
承
認
工
事
の
件
で
相
談
に
来
た
お
店
だ

わ
。
完
成
し
た
の
ね
。

大
野
係
員

シ
ョ
ウ
ニ
ン
工
事
?

渡
邊
課
長

実
務
上
、
道
路
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
工

事
だ
か
ら
二
十
四
条
工
事
と
呼
ば
れ
た
り
、
道
路
管
理

者
の
承
認
を
受
け
て
行
う
工
事
だ
か
ら
承
認
工
事
と
呼

ば
れ
た
り
す
る
。
昔
は
、
請
願
工
事
と
呼
ば
れ
て
い
た

大
野
係
員

道
路
管
理
者
以
外
の
者
は
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経

営
者
の
よ
う
に
私
人
で
あ
っ
て
も
、
地
方
公
共
団
体
で

あ
っ
て
も
、
道
路
管
理
者
以
外
の
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も

い
い
わ
け
で
す
ね
。
別
の
道
路
の
道
路
管
理
者
も
含
ま

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

坂
上
係
員

.

あ
る
道
路
の
道
路
管
理
者
以
外
の
道
路
管
理
者
が
、

そ
の
道
路
に
関
す
る
工
事
を
行
お
う
と
す
る
と
き
に

は
、
関
係
道
路
管
理
者
間
で
協
議
し
て
対
応
す
る
こ
と

に
な
る
の
よ
。
特
に
明
文
の
規
定
は
な
い
け
ど
、
そ
の

よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
わ
。

大
野
係
員

承
認
が
必
要
に
な
る
の
は
、
道
路
に
関
す
る
工
事
又

は
道
路
の
維
持
と
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
例
え
ば
、

占
用
事
業
者
が
、
占
用
を
廃
止
し
て
、
道
路
を
原
状
に

回
復
す
る
工
事
を
行
う
と
き
に
も
道
路
管
理
者
の
承
認

が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

渡
邊
課
長

承
認
が
必
要
に
な
る
の
は
、
｢道
路
に
関
す
る
工
事

又
は
道
路
の
維
持
｣
と
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
｢道
路
に

関
す
る
工
事
｣
と
は
何
か
な
?

坂
上
さ
ん
。

坂
上
係
員

道
路
法
第
二
十
条
第
一
項
で
、
｢道
路
の
新
設
、
改

築
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
｣と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
邊
課
長



そ
う
そ
う
。
だ
か
ら
、
下
水
道
管
な
ど
を
埋
設
す
る

た
め
の
掘
削
工
事
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
占
用
工
事
や
、

占
用
事
業
者
に
よ
る
原
状
回
復
工
事
は
、
こ
こ
で
い
う

と
こ
ろ
の
道
路
に
関
す
る
工
事
に
は
該
当
し
な
い
こ
と

に
な
る
ん
だ
。

大
野
係
員

道
路
の
維
持
に
つ
い
て
も
承
認
が
必
要
に
な
る
ん
で

す
ね
。
僕
の
母
親
は
、
毎
朝
自
宅
前
の
道
路
を
清
掃
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
っ
て
、
道
路
の
維
持
で
す
よ

ね
･
･
。
承
認
を
受
け
て
い
な
い
か
も
ー

。
大
変

だ
。
坂
上
さ
ん
、
至
急
承
認
申
請
書
く
だ
さ
い
。

坂
上
係
員

(ま
た
、
こ
の
男
は
~
。)
道
路
の
構
造
に
影
響
を
与

え
な
い
軽
易
な
維
持
行
為
は
、
承
認
を
必
要
と
し
な
い

か
ら
安
心
し
て
。
第
二
十
四
条
但
書
を
読
ん
で
ご
ら
ん

な
さ
い
よ
。
そ
れ
と
、
私
に
指
示
す
る
な
ん
て
一
〇
年

早
い
わ
よ
。
チ
ッ
チ
ッ
。

大
野
係
員

(
一
〇
年
も
経
っ
た
ら
坂
上
さ
ん
は
い
く
つ
に
な
っ

て
る
ん
だ
?
)

坂
上
係
員

何
か
言
っ
た
?

大
野
係
員

何
も
言
っ
て
ま
せ
ん
よ
~
。
ま
だ
。
(危
な
か
っ
た

　
　
　

渡
邊
課
長

軽
易
な
維
持
に
つ
い
て
は
、
承
認
に
か
か
ら
し
め
る

違
反
し
た
場
合
に
は
、
監
督
処
分
の
対
象
と
な
る
。

実
益
が
少
な
く
、
実
際
の
慣
行
か
ら
も
、
承
認
手
続
を

大
野
係
員

省
略
し
て
、
沿
道
の
利
用
者
な
ど
の
行
う
自
発
的
な
維

占
用
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
の
承
認

持
を
助
け
る
こ
と
が
適
当
だ
と
い
う
趣
旨
だ
ね
。

を
要
さ
な
い
と
の
こ
と
で
す
け
ど
、
占
用
工
事
に
伴
っ

上
係
員

て
道
路
の
改
築
が
必
要
に
な
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う

道
路
を
ホ
ウ
キ
で
掃
く
行
為
に
承
認
が
必
要
に
な
る

に
扱
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

な
ら
、
｢レ
レ
レ
の
お
じ
さ
ん
｣
も
承
認
を
受
け
る
必

坂
上
係
員

要
が
あ
る
わ
。

占
用
工
事
を
行
う
た
め
に
道
路
の
改
築
が
必
要
に
な

野
係
員

る
場
合
に
は
、そ
の
改
築
に
当
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

そ
う
で
す
よ
ね
。
｢お
で
か
け
で
す
か
?
し
な
ん
て

道
路
管
理
者
の
承
認
が
必
要
に
な
る
わ
よ
。
案
件
に
よ

尋
ね
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
で
す
ま
ね
。
と
こ
ろ
で
、

っ
て
、
占
用
工
事
と
承
認
工
事
の
ど
ち
ら
で
処
理
す
べ

承
認
工
事
は
、
占
用
工
事
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

き
か
に
つ
い
て
は
、
迷
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
午
後
に

手
続
を
経
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、

ま
た
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
占
用
許
可
手
続
と
同
じ
よ
う
に
、
道
路
管
理

大
野
係
員

者
が
承
認
す
る
か
ど
う
か
は
、
道
路
管
理
者
の
自
由
裁

は
い
。

量
で
あ
っ
た
り
、
承
認
す
る
場
合
に
条
件
を
附
し
た
り

渡
邊
課
長

す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昼
休
み
だ
。
早
速
、
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行

邊
課
長

っ
て
み
よ
う
。
ハ
ン
バ
ー
グ
と
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
ど

っ

道
路
管
理
者
が
承
認
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
占
用
許

ち
に
し
よ
う
か
な
~
。
ふ
ん
ふ
ん
P

可
の
場
合
と
同
様
に
、
道
路
管
理
者
の
自
由
裁
量
に
属

坂
上
係
員

す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
濫

と
こ
ろ
で
、
課
長
。
ご
馳
走
し
て
い
た
だ
け
る
ん
で

用
し
て
は
な
ら
な
い
け
ど
ね
。
条
件
に
つ
い
て
も
、
遣

す
よ
ね
?

条
件
を
附
し
て
お
供
し
ま
す
!

路
法
第
八
十
七
条
の
適
用
が
あ
る
か
ら
、
占
用
許
可
に

渡
邊
課
長

条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
様
に
、
必
要
な

給
料
日
前
な
ん
だ
け
ど
な
ぁ
･
･
･
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省
略
し
て
、
沿
道
の
利
用
者
な
ど
の
行
う
自
発
的
な
維

持
を
助
け
る
こ
と
が
適
当
だ
と
い
う
趣
旨
だ
ね
。

坂
上
係
員

道
路
を
ホ
ウ
キ
で
掃
く
行
為
に
承
認
が
必
要
に
な
る

な
ら
、
｢レ
レ
レ
の
お
じ
さ
ん
｣
も
承
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
わ
。

大
野
係
員

そ
う
で
す
よ
ね
。
｢お
で
か
け
で
す
か
?
｣
な
ん
て

尋
ね
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
で
す
ま
ね
。
と
こ
ろ
で
、

承
認
工
事
は
、
占
用
工
事
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

手
続
を
経
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、

例
え
ば
、
占
用
許
可
手
続
と
同
じ
よ
う
に
、
道
路
管
理

者
が
承
認
す
る
か
ど
う
か
は
、
道
路
管
理
者
の
自
由
裁

量
で
あ
っ
た
り
、
承
認
す
る
場
合
に
条
件
を
附
し
た
り

す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

渡
邊
課
長

道
路
管
理
者
が
承
認
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
占
用
許

可
の
場
合
と
同
様
に
、
道
路
管
理
者
の
自
由
裁
量
に
属

す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
濫

用
し
て
は
な
ら
な
い
け
ど
ね
。
条
件
に
つ
い
て
も
、
道

路
法
第
八
十
七
条
の
適
用
が
あ
る
か
ら
、
占
用
許
可
に

条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
様
に
、
必
要
な

条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
、
承
認
し

た
内
容
と
異
な
る
工
事
が
行
わ
れ
た
場
合
や
、
条
件
に

(続
く
)



福
島
県
道
工
事
中
バ
イ
ク
転
倒
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
〇
年
三
月
二
七
日

福
島
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

〔二
審
判
決
〕
平
成
=
年
七
月
三
〇
日

仙
台
高
等
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

設
置
す
る
保
安
施
設
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

被
告
県
に
も
、
そ
れ
が
設
計
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
否

か
確
認
し
、
不
備
が
あ
れ
ば
追
加
、
修
正
す
べ
き
義
務
が

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
怠
っ
た
被
告
県
に
は
、
被
告

会
社
と
と
も
に
本
件
事
故
に
よ
り
原
告
に
生
じ
た
損
害
を

賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
。

幅
工
事
前
の
片
側
一
車
線
の
道
路
で
の
対
面
通
行
に
戻
る

よ
う
な
交
通
規
制
が
な
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
あ
っ
た
。
当

3

判
決
の
要
旨

該
箇
所
に
は
パ
イ
プ
バ
リ
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

本
件
事
故
現
場
に
お
け
る
保
安
施
設
の
設
置
に
は
不
備

そ
の
上
下
に
は
点
滅
式
保
安
灯
又
は
矢
羽
が
設
置
さ
れ
て

が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
被
告
会
社
及
び
被
告
県

い
た
。
ま
た
、
こ
の
手
前
に
は
、
徐
行
、
車
線
減
少
、
右

は
義
務
を
怠
っ
た
も
の
と
し
て
、
本
件
事
故
に
よ
っ
て
原

に
よ
れ
等
の
標
識
及
び
移
動
式
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ

告
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
を
負
う
。
一
方
、
原
告

れ
て
い
た
。

は
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
運
転
を
す
べ
き
と
こ
ろ
こ
れ
を

怠
っ
た
過
失
が
あ
り
、
そ
の
過
失
割
合
は
八
割
が
相
当
で

あ
る

(認
容
額

…
二
、
一
四
八
万
八
、
七
九
八
円
)。

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
原
告
が
自
動
二
輪
車
を
運
転
し
て
県
道
を
走

行
中
に
拡
幅
工
事
現
場
に
突
っ
込
み
(以
下
｢本
件
事
故
｣

と
い
う
。)、傷
害
及
び
後
遺
障
害
を
負
っ
た
こ
と
に
つ
き
、

当
該
工
事
を
担
当
し
て
い
た
被
告
会
社
及
び
道
路
管
理
者

で
あ
る
被
告
福
島
県
に
保
安
施
設
不
備
が
あ
っ
た
と
し

て
、
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
も
の
で
あ
る

(請
求
額

二

億
一
五
六
万
七
、
0
0
0
円
)。

本
件
事
故
現
場
は
、
原
告
が
進
行
し
て
き
た
南
側
の
片

側
二
車
線

(拡
幅
工
事
済
)
の
道
路
が
進
路
前
方
で
そ
の

ま
ま
通
行
止
に
な
り
、
北
側
の
同
じ
く
片
側
二
車
線
の
対

向
車
線
の
内
側
車
線
に
乗
り
入
れ
て
進
行
す
る
形
で
、
拡

2

原
告
の
主
張

本
件
事
故
現
場
に
お
け
る
交
通
規
制
は
変
則
的
な
交
通

規
制
で
あ
る
か
ら
、
被
告
会
社
に
は
走
行
車
両
の
運
転
者

に
対
向
車
線
へ
乗
り
入
れ
る
形
で
の
進
路
変
更
を
一
見
し

て
明
瞭
な
保
安
施
設
を
も
っ
て
周
知
徹
底
す
る
義
務
が
あ

る
が
、
被
告
会
社
が
本
件
事
故
現
場
に
設
置
し
た
保
安
施

設
の
う
ち
、
道
路
左
側
の
最
外
側
線
を
示
す
べ
く
設
置
さ

れ
た
は
ず
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
本
来
道
路
中
央
部
分
と

ほ
ぼ
直
線
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
る
べ
き
と
こ

ろ
、後
半
三
分
の
一
部
分
が
道
路
左
側
方
向
に
曲
げ
ら
れ
、

逆

｢く
｣
の
字
形
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
誤
誘
導
の
お
そ

れ
の
あ
る
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
被
告
会
社
の

4

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

保
安
施
設
設
置
及
び
管
理
の
不
備
に
つ
い
て

本
件
事
故
現
場
に
お
け
る
交
通
規
制
は
、
原
告
が
走

行
し
て
き
た
片
側
三
車
線
の
道
路
の
左
側

(外
側
)
車

線
が
右
側

(内
側
)
車
線
に
合
流
後
さ
ら
に
こ
れ
が
対

向
車
線
の
内
側
車
線
に
乗
り
入
れ
る
形
で
の
規
制
で
あ

る
か
ら
、
車
線
数
減
少
の
標
識
で
通
常
行
わ
れ
る
交
通

規
制
と
異
な
る
変
則
的
な
交
通
規
制
で
あ
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
一
般
に
、
片
側
二
車
線
の
道
路
で
通
行
止

め
と
せ
ず
に
道
路
工
事
を
行
う
場
合
、
一
車
線
ず
つ
規

福
島
県
遭
工
事
中
バ
イ
ク
転
倒
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



制
を
行
っ
て
、
少
な
く
と
も
一
車
線
に
つ
い
て
は
車
両

の
通
行
を
妨
げ
な
い
で
こ
れ
を
行
う
の
が
通
例
で
あ

り
、
こ
れ
は
運
転
者
の
み
な
ら
ず
工
事
施
工
側
に
と
っ

て
も
公
知
の
事
実
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
現
場
の
よ

市疼/
を
｢

パイプ

益 ガ-ドレ-ル ㈱ m
r

バリケ-ド
工事中徐行

市

道

　
｣標識

事故発生現場見取図

う
に
変
則
的
な
交
通
規
制
を
行
う
場
合
、
工
事
を
施
工

す
る
被
告
会
社
は
保
安
施
設
に
よ
っ
て
走
行
車
両
の
運

転
手
に
こ
れ
を
周
知
せ
し
め
る
義
務
が
あ
り
、
ま
た
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
被
告
県
は
そ
の
不
備
が
な
い
よ
う

管
理
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本
件
事

故
現
場
に
お
け
る
保
安
施
設
は
、
手
前
の
標
識
等
に
よ

り
順
次
事
前
の
告
知
を
行
い
、
最
終
的
に
道
路
左
側
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
右
側
の
誘
導
柱
に
よ
っ
て
右
へ
と
誘

導
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
現
場
手
前
に
市
道
と
の
交
差
点

が
あ
る
た
め
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
後
半
三
分
の
一
が
左
方

へ
曲
げ
ら
れ
、
逆

｢く
｣
の
字
形
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
先
の
誘
導
を
パ
イ
プ
バ
リ
ケ
ー
ド
及
び

そ
の
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
保
安
灯
と
矢
羽
に

委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の

下
で
は
パ
イ
プ
バ
リ
ケ
ー
ド
及
び
保
安
灯
は
ガ
ー
ド
し

!
ル
よ
り
も
視
認
性
が
劣
る
た
め
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

誘
導
さ
れ
て
き
た
運
転
者
に
と
っ
て
そ
の
先
を
誘
導
す

る
の
は
こ
れ
よ
り
約
一
メ
ー
ト
ル
下
の
矢
羽
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
誘
導
と
し
て
は
連
続
性
を
欠
く

不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
事
故
現
場
手
前

に
設
置
さ
れ
て
い
た

｢右
に
よ
れ
｣
と
車
線
減
少
の
標

識
は
、
当
該
変
則
的
な
交
通
規
制
ま
で
を
告
知
せ
し
め

る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
右
側
車
線
を
走
行
し
て
き

た
者
に
は
そ
の
ま
ま
進
行
す
れ
ば
よ
い
も
の
と
誤
信
さ

せ
、
左
側
車
線
を
走
行
し
て
き
た
者
に
は
右
側
に
車
線

変
更
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
誤
信
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
多
分
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
央
分
離

帯
が
あ
っ
た
以
上
、
右
側
車
線
を
走
行
す
る
者
に
変
則

的
な
交
通
規
制
を
告
知
す
べ
く
中
央
分
離
帯
上
に
も
標

識
を
設
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
よ
っ
て
本
件
事
故
現
場
の
保
安
施
設
の
設
置
に

は
不
備
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
被
告
ら
は
、

当
該
保
安
施
設
の
設
置
又
は
管
理
の
義
務
を
怠
っ
た
者

と
し
て
、
本
件
事
故
に
よ
り
原
告
に
生
じ
た
損
害
を
賠

償
す
る
責
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

②

過
失
相
殺
に
つ
い
て

本
件
事
故
当
時
の
原
告
の
自
動
二
輪
車
の
運
転
状
況

は
、
原
告
の
日
頃
の
運
転
状
況
、
事
故
現
場
へ
の
突
入

状
況
か
ら
勘
案
す
る
と
制
限
速
度
の
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
大
幅
に
超
え
る
も
の
で
は
な
く
、
上
を
見
て
も
制

限
速
度
を
や
や
上
回
る
程
度
で
あ
り
、
暴
走
と
評
価
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
原
告
は
少
な
く
と
も
本
件
事
故
現
場
手
前
の

標
識
は
視
認
し
て
お
り
、
本
件
事
故
現
場
が
工
事
中
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、

工
事
区
間
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
以
上
、
道
路

交
通
法
の
徐
行
義
務
が
な
い
に
し
て
も
、
工
事
車
両
や

工
事
従
事
者
に
留
意
し
て
徐
行
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ

を
怠
っ
た
原
告
に
は
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

っ
て
、
そ
の
割
合
は
八
割
が
相
当
で
あ
る
。



大
阪
名
物
は
た
こ
焼
き
だ
け
や
お
ま
へ
ん
で

　

　
　れ

ま
え
ふ
り

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
大
阪
府

の
中
田
と
申
し
ま
す
。
で
は
、
失
礼

し
て
、
『着
席
』
で
は
な
く
て
、
『大

阪
弁
』
で
や
ら
せ
て
貰
い
ま
す
。

で
は
、
先
ず
発
音
練
習
か
ら
。

｢ナ
カ
タ
｣
と
言
う
と
き
は
、
｢か
｣

に
ア
ク
セ
ン
ト
を
お
い
て
発
音
し
て

く
だ
さ
い
。
近
頃
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
サ
ッ
カ
ー
の
お
か
げ
で
、
テ
レ
ビ

で

『ナ
カ
タ
』
が
連
呼
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
大
阪
で
は
通
じ
ま
せ
ん

(う
そ
で
っ
せ
)。

さ
て
、
本
日
は
、
大
阪
の
紹
介
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

よ
く
大
阪
の
人
間
は
｢が
め
つ
い
｣

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
た
だ
で
使
え
る

物
は
何
で
も
使
う
と
い
う
点
で
は
正

解
で
す
。

か
つ
て
、
私
、
若
か
り
し
頃
、
土

木
事
務
所
に
お
り
ま
し
た
が
、
夫
婦

喧
嘩
で
腹
が
立
つ
と
、
役
所
に
電
話

し
て
、
『道
路
工
事
の
音
が
煩
わ
し

い
』
か
ら
始
ま
っ
て
、
『亭
主
の
稼
ぎ

が
悪
い
』
な
ど
、
怒
鳴
り
散
ら
し
て

ス
ト
レ
ス
の
解
消
を
す
る
奥
さ
ま
が

お
ら
れ
ま
し
た

(ほ
ん
ま
か
い
な
)。

大
阪
の
阪
神
高
速
道
路
を
走
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
大
阪
人
の
性
格
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

首
都
高
速
道
路
で
渋
滞
の
列
に
入

ろ
う
と
す
る
と
、
一
台
ず
つ
交
互
に

列
に
入
れ
て
く
れ
ま
す
ね
。
阪
神
高

速
で
、
同
様
に
渋
滞
の
列
に
入
ろ
う

と
す
る
と

『俺
の
前
に
は
誰
も
わ
り

こ
ま
せ
へ
ん
で
。
入
れ
る
も
ん
な
ら

は
い
っ
て
み
い
。』
と
車
間
距
離
を

大
阪
府
東
京
事
務
所

中
田

憲
正

極
限
ま
で
詰
め
ま
す

(み
ん
な
が
そ

う
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
)。

こ
れ
も

｢が
め
つ
い
｣
と
言
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

大
阪
の
新
物
好
き

大
阪
は
、
進
取
の
気
性
に
富
ん
で

ハ
イ
カ
ラ
好
み
で
あ
り
合
理
性
を
尊

び
ま
す
。

大
阪
が
発
祥
の
も
の
を
紹
介
し
ま

す
と
、

0
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

皆
さ
ん
ご
存
知
の
日
清
食
品
は
一

九
五
人
年

(昭
和
三
三
年
)
に
袋
入

り
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
発
売
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
世
界
で
最
初
の
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
。
つ
い
で
に
、
カ

ッ
プ
入
り
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

も
一
九
七
一
年

(昭
和
四
六
年
)
の

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
が
世
界
初
。

○
ジ
ャ
ズ

大
正
時
代
に
国
際
都
市
上
海
か
ら

大
阪
へ
上
陸
。
宗
右
衛
門
町
、
道
頓

堀
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
ジ
ャ
ズ
ス
ポ

ッ
ト
が
立
ち
並
び
、
カ
フ
ェ
で
も
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。

○
テ
レ
ビ
の
ト
ー
ク
番
組

一
九
六
三
年

(昭
和
三
人
年
)
に

ス
タ
ー
ト
し
た

｢夫
婦
善
哉
｣
が
最

初
。
こ
の
後

｢お
や
じ
バ
ン
ザ
イ
｣

｢た
だ
い
ま
恋
愛
中
｣
｢新
婚
さ
ん
い

ら

っ
し
ゃ
い
｣
｢プ
ロ
ポ
ー
ズ
大
作

戦
｣
な
ど
が
続
き
ま
す
。

0
駅
の
動
く
歩
道

阪
急
梅
田
駅
に
一
九
六
七
年

(昭

和
四
二
年
)
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

0
駅
の

｢自
動
改
札
機
｣
｢自
動
券

売
機
｣

一
九
六
七
年
(昭
和
四
二
年
)に
阪

急
千
里
線
北
千
里
線
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

○
民
放
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

一
九
五
一
年

(昭
和
二
六
年
)
に

新
日
本
放
送

(現
毎
日
放
送
)
が
放

送
開
始
し
た
日
の

｢
ス
モ
カ
歯
磨
｣

西から東から



の
六
〇
秒
の
ス
ポ
ッ
ト
が
本
格
的
な

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
第
百
電

○
劇
画

大
阪
生
ま
れ
の
辰
巳
ヨ
シ
ヒ
ロ
が

一
九
五
七
年

(昭
和
三
二
年
)
に
自

分
た
ち
の
作
風
を

｢劇
画
｣
と
名
付

け
、
一
九
五
九
年

(昭
和
三
四
年
)

に
は
、
さ
い
と
う
た
か
お
、
左
蔑
ま

さ
あ
き
等
七
人
で

｢劇
画
工
房
｣
を

結
成
し
た
そ
う
で
す
。

○
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設

府
企
業
局
が
行
っ
た
千
里
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
事
業
。
一
九
六
〇
年

(昭
和

三
五
年
)
か
ら
本
格
的
開
始
。
当
時

の
計
画
は
一
、
一
六
〇
万
話
に
三
万

戸
の
住
宅
建
設
。
人
口
一
五
万
人
。

郊
外
型
団
地
生
活
と
い
う
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ
せ
ま
し

た
。大

阪
府
に
お
け
る
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

〈
T
D
M
〉

へ
の
取
組
み

突
然
で
す
が
、
大
阪
府
の
道
路
事

業
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

以
前
、
駐
車
違
反
の
切
符
を
食
べ

て
し
ま
う
オ
ッ
サ
ン
が
出
て
来
る
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大

阪
は
、
違
法
駐
車
、
交
通
渋
滞
、
自

動
車
公
害
と
い
っ
た
都
市
問
題
は
深

刻
で
す
。
道
路
や
駐
車
場
の
整
備
、

鉄
道
の
連
続
立
体
交
差
化
事
業
、
都

市
鉄
道
や
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
追
い
つ

か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
投
資
余
力
の

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
交
通
環
境

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

の
改
善
を
図
る
た
め
に
は
、
自
動
車

①

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
運
動
(図
1
)

の
効
率
的
な
利
用
や
使
用
の
抑
制
を

｢毎
月
二
〇
日
を
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

デ
ー
｣
と
定
め
、
府
、
市
、
警
察
、

こ
の
た
め
、
大
阪
府
で
は
、
都
市

商
工
会
議
所
等
で
、
マ
イ
カ
ー
通
勤

交
通
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、
車
の

と
業
務
用
車
両
の
自
宅
持
ち
帰
り
の

利
用
者
が
利
用
方
法
を
工
夫
し
た

自
粛
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
地
下

り
、
交
通
行
動
を
変
更
し
た
り
す
る

鉄
も
、
こ
の
日
は
、
八
五
〇
円
の
一

こ
と
で
道
路
混
雑
緩
和
を
図
る

｢交

日
乗
車
券
を
六
〇
〇
円
に
し
て
い
ま

図



す
。

②

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

(図
2
)

を
?
用
し
、

交
夕

平
成
一
〇
年
一
一
月
、
近
畿
地
方

舗
の
駐
車
場
を
活

建
設
局

(現
近
畿
地
方
整
備
局
)
第

ン
ド
ラ
イ
ド
の
社
△

一
≠京
阪
道
路
建
設
予
定
地

(門
真
駅

ま
し
た
。

南
)
を
活
用
し
た
仮
設
駐
車
場
を
は

大
規
模
店
舗
サ

じ
め
合
計
七
箇
所
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

ー
ジ
ア
ッ
プ
、
平

し
た
。

有
効
活
用
、
集
客

平
成
=
年
一
〇
月
か
ら
は
、
国

ら
、
実
験
終
了
後

　　
　　
　
　　

　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　

　
　　
　

　　
　
　
　
　
　
　　
　
　

＼

-U

.麒
が
魁
い
と
翻
る
け
ど
･

,

夫
醇
の
交
鑓
事
情
-隠
濃
一期
や
艶
ん
。

＼

　

　　　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　

ベ
メ
棍
性
的
憊
慶
渥
艘
爛
,甕
組
群
艘
、
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,
.
y麗
嘗
.夫
瓢
薄
寮
、強
辯
蹴
聴
へ
の
影
響
;

●

~

メ

タす

ん

kな
、

"
▲
＼
〆

,

＼
＼

　
　
　
　
　
　
　

　

…̂
ひ
と
り
が
融
の
使
い
方
を

等
よ
り
と
工
突
す
る
聴
け
で
ん

大
著
魁
改
瓣
に
つ
鰓
が
る
ね
ん
。

際ゞ穴

い
る
い
る
曄
え
た
め
･

襲
職
し
た
り
し
て
:
●

　

　　
　
　
　
　　
　
　
　

設
な
そ
い
P
¥
“暇
赤
“多
能
擶
ぇ
三
′

建
ち

土
交
通
省
道
路
局
の
社
会
実
験
制
度

を
活
用
し
、
郊
外
の
駅
前
大
規
模
店

舗
の
駐
車
場
を
活
用
し
た
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
の
社
会
実
験
を
実
施
し

ま
し
た
。

大
規
模
店
舗
サ
イ
ド
で
は
、
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
、
平
日
空
き
駐
車
場
の

有
効
活
用
、
集
客
効
果
の
観
点
か

ら
、
実
験
終
了
後
も
継
続
す
る
こ
と　 　　　 　　 　 　、 魚競鰍鮨ミきせ ･ と か の

国 定

び 性　　　　　
‐ゞ - - 芻 … …“ "-‐‐‐‘‘ * '“… 轢窯

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
三
一年
か

ら
一
部
の
大
規
模
店
舗
で
、
利
用
料

金
の
一
部
を
商
品
券
で
利
用
者
に
還

元
す
る
利
用
促
進
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
他
、
バ
ス
の
利
便
性
や

定
時
性
を
高
め
る
取
組
み
と
し
て
、

国
及
び
市
町
村
と
協
調
し
て
バ
ス
カ

　　図

ー
ド
シ
ス
テ
ム

(ス
ル
ッ
ト
K
A
N

S
A
I
と
言
い
ま
す
)
導
入
を
促
進

す
る
こ
と
や
、
国
、
警
察
、
市
町
村
、

バ
ス
事
業
者
と
連
携
し
て
、
｢公
共

車
両
優
先
シ
ス
テ
ム

(バ
ス
の
接
近

に
対
し
て
進
行
方
向
の
信
号
の
制
御

を
行
う
。)｣
の
導
入
や

｢バ
ス
レ
ー

ン
｣
の
確
保
、
さ
ら
に
は

｢
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
｣
な
ど
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
で
導
入
し
、
目
に
見
え
る

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
住
民
の
意
識
転
換
を
図
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

最
後
に

大
阪
に
は
、
三
五
〇
万
世
帯
、
八

八
〇
万
人
が
一
、
九
〇
〇
蝸
に
住
ん

で
い
ま
す
。

食
べ
物
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

紹
介
し
た
い
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
す
が
、
今
回
は
こ
の
辺
で
堪
忍

で
す
。
皆
さ
ん
、
是
非
、
大
阪
へ
来

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
一
杯
、
金
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

68 道分子セ 2002.7



愛
嬢
の
た
め
に
必
要
な
道
路
整
備

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
と
ん
び
会

会
長
代
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
愛
媛
県
の
荻
山
と
申
し
ま

す
。三
年
目
の
技
術
職
で
あ
り
ま
す
。

愛
媛
県
の
重
要
施
策
の
一
つ
に
も

な
っ
て
お
り
ま
す
、
道
路
整
備
の
推

進
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

愛
媛
県
内
の
四
国
縦
貫
･横
断
自

動
車
道
は
、
昭
和
六
〇
年
三
月
二
七

日
に
四
国
で
初
め
て
三
島
川
之
江
I

C
~
土
居
I
C
間
の
一
一
如
が
開
通

し
た
の
を
ス
タ
ー
ト
に
、
そ
の
後
も

順
次
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

道
路
は
、
快
適
な
日
常
生
活
や
産

業
活
動
の
発
展
の
た
め
に
欠
か
す
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
ス
ム
ー
ズ
な
交

通
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
安
心
や

夢
、
活
気
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。
交

通
手
段
と
し
て
九
割
以
上
を
自
動
車

に
依
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

愛
媛
県
。
幹
線
道
路
で
あ
る
高
速
道

路
、
そ
し
て
日
常
生
活
に
直
結
す
る

地
域
の
道
路
、
そ
の
両
方
の
道
路
を

効
果
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す

(
図
1
)
。

◇
四
国
発
展
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い

高
速
道
路
網

初
の
南
予
延
伸
と
な
る
四
国
縦
貫

自
動
車
道
伊
予
~
大
洲
間
の
開
通
、

本
州
四
国
連
絡
道
路
と
の
連
携
に
よ

り
、
四
国
内
は
も
ち
ろ
ん
中
国
、
近

畿
、
九
州
地
域
と
、
経
済
、
文
化
な

ど
多
方
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
可

能
と
な
る
広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

本
州
と
四
国
を
結
ぶ
三
つ
の
橋
を
活

愛
媛
県
東
京
事
務
所

荻
山

英
樹

か
し
、
四
国
が
よ
り
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
四
国
縦
貫
･
横
断
自
動

“

車
道
等
で
形
成
さ
れ
る
高
速
道
路
網

7

の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
大
洲
~
宇
和
島
間
で
事
業

セ　　
　

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

涵

南
に
向
け
て
延
伸
し
、
愛
媛
県
と
高

知
県
に
ま
た
が
る
四
国
西
南
地
域
を

回
る
四
国
8
の
字
ル
ー
ト
の
整
備
が

　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　 　
-
rレート--･･･

　　　

距
離

西から東から

図 I 四国縦貫 ･横断自動車道図



必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
る
と

高
速
道
路
の
整
備
に
よ
り
移
動
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
患
者

の
搬
送
･
転
院
な
ど
が
速
く
行
え
る

た
め
生
活
安
全
面
で
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
高
速
道
路
が
大
洲

ま
で
延
伸
し
た
こ
と
に
よ
り
、
南
予

地
域
へ
の
観
光
客
数
が
一
0
%
程
度

も
伸
び
る
な
ど
観
光
面
で
も
そ
の
効

果
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
更

に
、
高
速
道
路
は
、
農
林
水
産
物
な

ど
を
京
阪
神
な
ど
へ
搬
出
す
る
手
段

と
し
て
も
大
い
に
役
立
つ
と
と
も

に
、
大
洲
I
C
周
辺
で
は
、
平
成
一

〇
年
頃
か
ら
流
通
･
サ
ー
ビ
ス
業
等

の
立
地
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
雇
用
の

創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す

(図
2
.
3
)
。

◇
遅
れ
て
い
る
国
道
･
県
道
の
道
路

改
良

し
か
し
、
愛
媛
県
内
の
国
道
･
県

道
の
道
路
改
良
率
は
、
三

一年
前
の

全
国
平
均
率
と
同
程
度
の
六
四
%

で
、
全
国
第
四
三
位
と
な
っ
て
い
ま

す

(平
成

三
一年
四
月
現
在
)。
愛

媛
県
は
、
東
西
に
長
く
、
道
路
の
管

理
延
長
が
長
い
う
え
、
県
土
の
大
部

分
が
険
し
い
山
地
で
脆
弱
な
地
質
の

た
め
、
道
路
の
整
備
コ
ス
ト
が
割
高

に
な
っ
て
い
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
あ
り
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
い
っ
そ
う
の
整
備
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
(図
4
･
5
、

表
1
)。

以
上
、
愛
媛
県
の
た
め
に
必
要
な

道
路
整
備
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た

が
、
私
が
東
京
か
ら
松
山
へ
家
族
で

帰
省
す
る
と
き
は
車
で
高
速
道
路

･

本
州
四
国
連
絡
道
路
を
利
用
し
、
所

要
時
間
約
一
一
~
三
一時
間
、
高
速

料
金
片
道
約
二
万
円
を
支
払
っ
て
い

ま
す

(
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
使
用
)。

高
速
道
路
の
有
り
難
さ
は
、
十
分
肌

で
感
じ
て
お
り
ま
す
。
快
適
で
安
心

し
て
利
用
で
き
る
道
路
を
今
後
と
も

整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に

希
望
し
て
い
ま
す
。

[◎は、H10~ H12における新規出店及び改装店]
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22年の遅れ !
40

30

S49 S51 S53 S55 S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H1O Ht2

図4 国 ･県道の改良率の推移

全国平均80.4 % 愛媛県64.o % (43位)

12
国 .県道計

都
道
府
県
数

0

8

6

4

2

-、-、

寢I
′搦穏

馴圀鬮
電 球 辞 陰, 菱譲受蓬色

･ . " 圈 鬮 軸
.
-譲醸 凌ぎ務鮒焚 町因　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
0 to o lo o to o to o to o to o の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

改良率
図 5 道路の現況 (平成12年 4月 1日現在)

表 1 道路の整備状況

鬘臓癈璽獺皺臘鰯
延長 (km )

15 6 5

癩礬鬘讓溺
率 (% )
10 0 .0

笏簸鰯鬘臟礎獅癩
延長 (km )

亀56‐5

麓廉麗
率 (% )
10 0 .Q

4 3 7 .4 10 0 .0 4 3 7 4 10 0 ,0

4 6 7 .1 7 4 .1 6 2 7 .3 9 9 .5

9 0 4 ,5 8 4 .7 1,0 6 4 7 9 a 7

7 8 7 .1 7 0 .5 l,0 8 8 .8 9 7 .5

8 9 5 2 4 9 .7 1,6 4 9 .2 9 1 6

1,6 8 2 ,3 5 7 7 2 7 3 7 ,9 9 3 .8

国 県道計 l 2 6 1 I 3 9 8 5 , 2 ,5 8 6 .8 6 4 .9 3 8 0 2 ,6 9 5 .4

市町村達 l 2 6 0 17 l 1 3 3 10 . 6 ,0 0 9 .5 4 5 ,1 10 ,9 3 7 .4 8 2 .2

17号 (本四公団竇理分25.2km ) 及び国造擬譜 (B本逼驚公団篁浬分4 ok m は一般圃遵 (指定区間 =こ會も。
平 13 4月↑

遵線 (今治大三島自転車道線、松山川内自転車造総の2路線28.3km ) を食まない。
を菖む。

四捨五入しているため内訳と計が一致しなし、ものがある。
国運317号が ｢指定区間｣と ｢指定区間外｣に分かれている為、内訳と計が一致しない。
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月
.日

世
界
の
動
き

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
と
プ
ー
チ
ン
･
ロ
シ
ア
大
統
領
が
モ
ス
ク

ワ
で
会
談
し
、
｢戦
略
攻
撃
戦
力
削
減
条
約
｣
に
調
印
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
両
国
の
戦
略
核
弾
頭
を
今
後
一
〇
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ
約

三
分
の
一
に
ま
で
削
減
す
る
。

○
パ
キ
ス
タ
ン
が
三
度
目
と
な
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
実

施
、
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ
で
二
五
日
か
ら
の
一
連
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
実
験
が
終
了
し
た
。
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
で
イ
ン
ド
と

の
緊
張
が
高
ま
る
中
で
、
こ
の
実
験
に
は
国
際
的
に
非
難
が
高
ま

っ
た
。

○
北
京
の
韓
国
大
使
館
領
事
部
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
を
脱
出
し
た
と
み
ら
れ
る
父
子
二
人
が
駆
け
込
み
、

父
親
が
中
国
人
警
備
員
に
よ
っ
て
敷
地
外
に
連
れ
出
さ
れ
、
こ
の

後
、
中
国
警
察
に
連
行
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
韓
国
大
使
館
員
ら
が

警
察
と
も
み
合
い
、
負
傷
者
を
出
し
た
。
韓
国
大
使
館
は
こ
の
父

親
の
身
柄
の
引
き
渡
し
を
求
め
、
中
国
政
府
に
抗
議
し
た
。

○
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
家
元
首
に
選
出
さ
れ
た
カ
ル
ザ
イ
暫
定

政
権
議
長
は
、
緊
急
ロ
ヤ
･
ジ
ル
ガ

(国
民
大
会
議
)
で
主
要
閣

僚
人
事
を
発
表
し
、
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
統
領
就
任
の
宣
誓

を
し
、
こ
れ
に
よ
り
○
四
年
六
月
の
総
選
挙
実
施
ま
で
の
移
行
政

権
が
発
足
し
た
。

事

項

“れ

月
･日

国
内
の
動
き

0
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
四
月
の
完
全
失
業
率

(季

節
調
整
値
)
は
五
･
二
%
で
、
三
月
と
同
じ
水
準
。
し
か
し
、
完

全
失
業
者
数
は
三
七
五
万
人
と
一
三
カ
月
連
続
で
前
年
水
準
を
上

回
り
、世
帯
主
の
失
業
者
は
一
O
八
万
人
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

0
内
閣
府
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
--
三
月
期
の
国

内
総
生
産

(G
D
P
、
季
節
調
整
値
)
は
、
実
質
で
前
期
比
÷

四
%
増
と
な
り
、
四
期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
成
長
と
な
っ
た
。

○
東
京
地
検
が
元
官
房
副
長
官
で
衆
議
院
議
員
の
鈴
木
宗
男
容
疑

者

(五
四
)
を
あ
っ
せ
ん
収
賄
容
疑
で
逮
捕
し
た
。
鈴
木
議
員
は

製
材
会
社

｢や
ま
り
ん
｣
(北
海
道
帯
広
市
)
か
ら
、
林
野
庁
へ
の

働
き
か
け
を
依
頼
さ
れ
、現
金
五
0
0
万
円
を
受
け
取
っ
た
疑
い
。

○
自
民
党
は
党
紀
委
員
会

(葉
梨
信
行
委
員
長
)
を
開
き
、
公
設

秘
書
の
給
与
流
用
疑
惑
が
持
た
れ
て
い
る
田
中
真
紀
子
前
外
相
を

同
日
か
ら
二
年
間
、
｢党
員
資
格
の
停
止
｣
と
す
る
処
分
を
決
め

た
。

○
中
谷
防
衛
庁
長
官
が
記
者
会
見
で
情
報
公
開
請
求
者
の
リ
ス
ト

作
成
問
題
に
関
し
て
、
二
九
人
の
処
分
と
柳
澤
協
二
官
房
長
、
金

沢
博
範
文
書
課
長
の
更
迭
を
発
表
し
た
。

○
政
府
が
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
沖
に
沈
ん
だ
不
審
船
の
引
き
揚
げ

を
関
係
閣
僚
会
議
で
決
定
、
こ
の
後
の
閣
議
で
こ
の
費
用
を
今
年

度
予
算
の
予
備
費
か
ら
五
八
億
八
、
0
0
0
万
円
支
出
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

事

項

6 5

解

月
･日

道
路
行
政
の
動
き

○
日
本
海
東
北
自
動
車
道
･新
潟
空
港
、
聖
籠
新
発
田
I
C
間
一

六
･
五
臘
が
開
通
。

○
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
全
面
実
施
さ
れ
る
。

○
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
都
内
未
着
工
部
分
を
め
ぐ
り
、
関
東

地
方
整
備
局
、
東
京
都
、
沿
線
七
区
市
等
は
｢P
I
外
環
沿
線
協

議
会
｣
の
初
会
合
を
開
い
た
。

○
国
土
交
通
省
は

｢社
会
実
験
実
施
地
域
｣
の
平
成
一
四
年
度
選

定
地
域
を
決
定
、
新
た
に
実
験
を
実
施
す
る
一
四
地
域
と
実
験
熱

度
を
高
め
る
た
め
に
調
査
を
行
う
九
地
域
が
選
定
さ
れ
た
。

○
国
土
交
通
省
は
来
年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
道
路
技
術
五
箇
年
計

画
の
考
え
方
を
道
路
新
技
術
会
議

(委
員
長
･中
村
英
夫
武
蔵
工

大
教
授
)
に
説
明
し
た
。

○
小
泉
純
一
郎
首
相
は
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
す
る
第
三
者
機
関
｢道
路
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員

会
｣
の
委
員
七
人
を
決
定
し
た
。

○
国
土
交
通
省
は
、
全
国
の
道
路
を
走
る
自
動
車
の
交
通
量
に
つ

い
て
、
｢交
通
需
要
推
計
｣
を
ま
と
め
、
交
通
量
は
二
〇
三
〇
年

前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
る
と
い
う
初
の

減
少
予
測
を
盛
り
込
ん
だ
。

○
国
土
交
通
省
は
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
基
本
政
策

部
会
(部
会
長
,
中
村
英
夫
武
蔵
工
大
教
授
)
に
中
間
報
告
(案
)

の
骨
子
を
示
し
た
。

事
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珍
渉
珍
妙

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
は
、
例
年
な
ら
ば
う
っ

と
う
し
い
梅
雨
の
季
節
で
あ
り
、
あ
ま
り
活
動
的
な

時
期
と
は
云
え
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
韓
国
･
日
本
の
共

同
開
催
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
異
な
り
、
北
は
札
幌
市
か
ら
南
は
大
分

市
ま
で
全
国
十
都
市
で
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
日
本
国

内
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
か
ら
多
数
の
サ
ポ
!
タ
ー

が
集
ま
る
こ
と
か
ら
そ
の
輸
送
対
策
等
が
大
き
な
課

題
で
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
誌
五
月
号
に

お
い
て

｢W
杯
に
向
け
た
道
路
整
備
、
道
路
交
通
対

策
｣
と
し
て
特
集
を
組
み
、
関
係
機
関
等
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
今
回
の
開
催
で

は
当
事
国
で
あ
る
韓
国
･
日
本
が
予
選
リ
ー
グ
を
勝

ち
上
が
り
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
こ
と
で
日

頃
サ
ッ
カ
ー
に
あ
ま
り
関
心
の
な
い
人
で
も
、
そ
の

勝
敗
の
行
方
に
一
壷
旦
憂
し
テ
レ
ビ
の
視
聴
率
も
六

0
%
以
上
と
い
う
異
常
な
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
も
間
も
な
く
八
月
の
道
路
月
間
が
始
ま
り
ま

す
が
、
道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
で
も
従
来
か
ら

｢道
路

を
広
く
美
し
く
｣
を
テ
ー
マ
と
し
て
広
報
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
折
し
も
東
京
千
代
田
区
で
タ
バ
コ

の
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
が
本
年
十
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
と
の
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

区
長
談
話
と
し
て

｢も
は
や
喫
煙
者
の
モ
ラ
ル
に
期

待
す
る
の
は
限
界
で
あ
る
｣
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と

を
語
っ
て
い
ま
す
。
私
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
例
を
知

っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海
外
の
先
進

国
は
一
般
的
に
日
本
に
比
べ
て
吸
い
が
ら
が
路
上
に

散
乱
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
そ
れ
が
道
路
な
ど
の
公
共
的
な
場
所
に
お
け
る

マ
ナ
ー
が
身
に
つ
い
て
い
る
の
か
、
強
権
的
に
そ
れ

を
禁
じ
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

例
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
ポ
イ
捨
て
を
す
る
と
日

本
円
に
し
て
十
万
円
程
の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
る
と
い

っ
た
話
も
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
道
路
利
用
者
各
々

が
道
路
愛
護
の
気
持
ち
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
実
に
は
、

こ
の
よ
う
な
条
例
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
喫

煙
者
の
自
覚
を
促
し
、
や
が
て
は
全
国
の
道
路
か
ら

ポ
イ
捨
て
が
無
く
な
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
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8月号の特集テーマは ｢道路の防災対策｣ の予定です。




